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訳者解説 

 
本書は、世界保健機関（WHO）が 2012 年に発⾏した ”Wheelchair Service Training Package: Trainerʼs 
Manual: Basic Level” の全訳である。「はじめに」で述べている通り、本書を含むこの「基礎⾞椅⼦サービ
ス教習パッケージ」は、それに先⽴ち 2008 年に刊⾏された ”Guidelines on the Provision of Manual 
Wheelchair Service in Less-resourced Settings”（邦訳：「⼿動⾞椅⼦供与の世界ガイドライン 低リソー
ス状況の克服に向けて」、⽇本⾞椅⼦シーティング協会刊、2022 年。以下「ガイドライン」と略）を受けた
ものである。 

「ガイドライン」ではその⼀章を割き、現場で⾞椅⼦サービス提供に携わる職員や、⾞椅⼦ユーザーの掘り
起こしや⾒極め、⾞椅⼦サービスへの紹介・相談、さらに⾞椅⼦供与政策の開発や推進に当たる、さまざま
な関係者向けの教習あるいは⼈材育成の重要さを強調している。本書を含む「基礎⾞椅⼦サービス教習パッ
ケージ」、およびそれに続く⼀連の⾞椅⼦サービス教習パッケージは、その問題提起に対するWHO⾃⾝から
の実践的回答であり、上記「ガイドライン」のいわば各論をなすものである。 

したがって、本書を読み、活⽤するに当たっては、「ガイドライン」を併読してWHOが提起する⾞椅⼦供与
システムを把握することを強く推奨する。また各⾞椅⼦サービス教習パッケージでも、「ガイドライン」は参
考資料あるいは副教材に挙げられている。 

 
関連する出版物 

⾞椅⼦や姿勢保持に関連して、WHOからは、⽶国国際開発庁（USAID）などの協⼒のもとで以下の出版物が
これまでに刊⾏されている： 

1. ⼿動⾞椅⼦供与の世界ガイドライン 低リソース状況の克服に向けて (Guidelines on the Provision of 
Manual Wheelchair Service in Less-resourced Settings, 2008) 

2. 低リソース状況での移動⽀援機器供与に関する共同⽅針提⾔書：個⼈的移動性に関する障害者の権利に
関する条約（CRPD）履⾏に向けた⼀歩 (Joint position paper on the provision of mobility devices in 
less-resourced settings : a step towards implementation of the Convention on the Rights of Persons 
with Disabilities (CRPD) related to personal mobility, 2011) 

3. 基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ (Wheelchair Service Training Package ‒ Basic level, 2012) 

4. 中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ (Wheelchair Service Training Package ‒ Intermediate level, 2013) 

5. 管理者向け・関係者向け⾞椅⼦サービス教習パッケージ (Wheelchair Service Training Package for 
Managers and Stakeholders, 2015) 

6. ⾞椅⼦サービス教習員向け教習パッケージ (Wheelchair Service Training of Trainers package, 2017) 
 
1. は、主に低・中所得国向けに作成された、⾞椅⼦供与事業・政策策定の指針であるが、先進⼯業国にとっ
ても極めて重要な内容を含む、グローバルな⽂献である。 

2. はいわば 1. の三年⽬のフォローアップで、内容は、1.（の実⾏は、すなわち「障害者の権利に関する条約」
の履⾏に向かうことである）の提⽰にもかかわらず低リソース状況での移動⽀援機器普及が遅々として進ま
ない現状報告、改善を阻む問題点の指摘、およびその克服に向けた政策提⾔などである。 

3-5. は 1-2. が強調する、職員研修/⼈材育成のための教習パッケージである。 



本書を含む 3. そして 4. は⾞椅⼦の供与や適合に現場で携わる職員向けの実践的・総合的な技能教習パッケ
ージで、「⾞椅⼦サービス提供の 8ステップ」（本書 pp.32-35を参照）として整理される⾞椅⼦サービス提供
の全プロセスについて、⼈権、国際法、コミュニケーション、⾝体評価などの理論的授業から⾞椅⼦の乗り
⽅、処⽅、適合、改造、メンテナンスなどの演習および実習に⾄る、基礎レベルにおいて必要なすべての技
能と知識を教習する、包括的という意味で（分野ごとにさまざまな組織や場⾯で教えられることはあっても）
それまでに「ありそうでなかった」プログラムである。教材も、受講者⽤参考書（本書）・ワークブックのみ
ならず教習員⽤指導書（講習準備の⼿引きや必要機材リスト、授業の計画およびシナリオも含む）、プレゼン
テーションスライド、動画、受講者および教習員の評価表、意識啓発⽤ポスター、各種書式（参加登録簿か
ら当事者の写真撮影許可書など）を網羅し、教習の内容のみならず、実施・運営・評価⽅法のマニュアルま
でを完備している。 

特に 3. は、⾞椅⼦の基礎技能教習教材として途上国のみならず世界に広く普及しており、例えば⽶国では国
際⾞椅⼦専⾨家学会（ISWP）がその教習を実施している。 

また 4. は、3. を修了したのち現場経験を積んだ職員向けの次の段階の教習パッケージで、姿勢保持ニーズ
のある⾞椅⼦ユーザー、特に⼦どもへの対応に重点を置いている。姿勢保持については途上国を含む世界で
広く実施可能な、普通型⾞椅⼦に改造を加え、姿勢⽀持具を追加する範囲での対応を取り上げている。 

5. は 2部に分かれ、それぞれ⾞椅⼦供与に携わる事業体の管理職向け教習、および⾞椅⼦供与関係者（当事
者や実務家のみならず⾏政担当者、政治家、企業家、資⾦供与者、メディアなども含む）向け意識啓発ワー
クショップの実施パッケージである。 

6. はさらに 3-5. で指導に当たる⼈材の⼒量育成、いわば「教育者を教育する」ためのパッケージである。 

これらの教習パッケージは、その内容のみならず研修設計の点でも優れて現代的であり、訳者は⾞椅⼦、姿
勢保持、国際協⼒のみならず、広く教育や研修に関わる⽅々に読まれることを期待している。 

 
⽤語と⾒取り図 

ただ⽇本の読者にとって、本書を読み進むなかで難しく感じられるのは、「⾞椅⼦供与」「⾞椅⼦サービス」
「⾞椅⼦サービス提供」「⾞椅⼦のサービスステップ」といった聞き慣れない（⾞椅⼦に伴うサービスを体系
的に概念化し、必須のものと定義した点で上記「ガイドライン」は画期的であるため）概念であろう。 

これらの意味は、本書の「⽤語」および本⽂でも説明されているが、各国での優れた実践例などを踏まえ、
⽇本の制度とは別の観点で WHO が構想した⾞椅⼦供与の理想像を俯瞰するには、これではまだ⾜りまい。
⽇本語版「ガイドライン」には、訳者らで独⾃に作成した全体的な概念構成の⾒取り図を訳者解説の直後に
付録している。ご参考にしていただければ幸甚である。 

おわりに、本書の翻訳には、公益財団法⼈⽇本社会福祉弘済会より研究助成（2021年度）をいただきました。
ここに⼼より御礼を申し上げます。翻訳の確認と校閲については、以下の⽅々のご協⼒をいただきました。
ここにお名前を記し、謝辞に代えさせていただきます。 

浦川純⼆、沖ちなみ、⽊下義博、鷹野真利、中村詩⼦、⻄⽅倫彰、宮本泰輔、⼭崎雅幸（敬称略） 

 

2022年1⽉29⽇ 

⽇本⾞椅⼦シーティング協会国際委員会・アジア姿勢保持プロジェクト（担当：松本和志） 



訳注： 
• 本書は Wheelchair Service Training Package: Trainerʼs Manual: Basic Level, WHO, 2012. の全訳であ
る。底本には英語版（https://www.who.int/publications/i/item/9789241503471）を⽤いた。 

• 本書の翻訳出版は、⼀般社団法⼈⽇本⾞椅⼦シーティング協会の、資料作成事業の⼀環である。 
• 本書は、WHOより⾮営利（販売は費⽤回収⽬的でのみ可）での翻訳出版許可を取得している。 
• ⽇本語版翻訳に関する著作権および⽂責は、すべて⼀般社団法⼈⽇本⾞椅⼦シーティング協会に帰属する。 
• 翻訳および編集作業は、同協会国際委員会・アジア姿勢保持プロジェクト（ASAP）で⾏なった。 
• 本書を転載する際は⽇本⾞椅⼦シーティング協会までご連絡（連絡先は⾒返しを参照）頂きたい。 
• 英語原⽂と⽇本語訳⽂の間に内容の齟齬がある場合は原則として英語版を正とするが、誤記、団体の名称・
住所・URLで変更されているものなどは、WHOに確認のうえ訳者で⼀部訂正している。 

• 国際連合の条約など政策⽂書で複数⾔語の正⽂が定められているものは、英語版の参照先を記した。 
• 政策⽂書の⽇本語訳は、既存の訳を参考にしつつ、訳者で独⾃に訳出したものである。 
• インターネット上の参考⽂献のURL閲覧⽇は、すべて2022年1⽉28⽇である。 
• 本⽂中、原⽂にない訳者による補⾜は［ ］に⼊れて⽰している。 
• 脚注について、⽂中の脚注番号がカッコ（ ）⼊りのものは原注、（ ）なしのものは訳注を⽰す。 
• 原⽂の主な⽤語と本書での訳語は、原則として下表の通り対照させている。なるべく原著に忠実に、かつ
既存の⽤語との紛らわしさを避け、簡明さを失わないよう努めた。本書出版時点の国際標準化機構（ISO 
7176-26:2007）、⽇本⼯業規格（JIS T9201:2016）との異同などは、下表および⽂中の脚注で⽰している。 

• 脚注の [⽤語集] は ⾞いす・シーティング⽤語集, ⾞いす・シーティング⽤語検討委員会, 2005. を指す。  
英語⽤語 ⽇本語訳語 
additional postural 
support 

付加姿勢⽀持［基本的な⾞椅⼦にもともと備わっている以上の、改造や増設によ
って付加された姿勢⽀持（⼒）。中級教習で扱う内容］ 

armrest ひじ掛け［ISO7176-26:2007: arm support, JIS T9201:2016: アームサポート］ 
assessment 事前評価［事後評価を含むevaluationと区別するため］ 
backrest 背もたれ［ISO7176-26: 2007: back support, JIS T9201: 2016: バックサポート］ 
calf 下腿、［特にその部位を指す場合］ふくらはぎ 
community-based 地域に根ざした 
footrest ⾜台［ISO7176-26:2007: foot support, JIS T9201: 2016: フットサポート］ 
neutral sitting posture ニュートラルな座位姿勢［本書での意味はpp.を参照］ 
personal mobility ［主に⾏為を指して］個⼈的移動、［主に機能を指して］個⼈的移動性 
postural support 姿勢⽀持 
product preparation 製品の下準備 
referral 紹介・相談 
seat 座⾯［ISO7176-26:2007: seat, JIS T9201: 2016: シート］ 
seating 座位保持 
service delivery サービス提供 
sitting upright まっすぐに座る［本書での意味はpp.を参照］ 
training 教習、［条約などで定訳がある場合］研修 
upholstery 張り布 
user ［指⽰内容が明⽩な場合］⾞椅⼦ユーザー、ユーザー 
wheelchair provision ⾞椅⼦供与 
wheelchair services ［⾏為］⾞椅⼦サービス、［事業・事業組織］⾞椅⼦サービス事業、 

［施設・所在地］⾞椅⼦サービス事業所 
  



⽤語 
以下、教習パッケージ全体を通して⽤いることばを下記の通り定義する。 

適正な⾞椅⼦ ユーザーのニーズおよび環境条件に合い、適切にフィットして姿勢を
⽀え、安全で耐久性があり、国内に⽤意され、⼊⼿・メンテナンス・継
続したサービスが国内で、無理のない価格で可能な⾞椅⼦。 

⼿動⾞椅⼦ ユーザー⾃⾝がこぐ、あるいは他の⼈が押す⾞椅⼦。 

⾞椅⼦ 歩⾏や移動に困難がある⼈へ、⾞輪による移動性および座位⽀持をも
たらす機器。 

⾞椅⼦の改造 ⾞椅⼦に加える変化。 

⾞椅⼦供与 ⾞椅⼦の設計・⽣産・供給・サービス提供の総称。 

⾞椅⼦サービス ⾞椅⼦供与の⼀部分で、ユーザーへ適正な⾞椅⼦を供与する関わり。 

⾞椅⼦サービス職員 適正な⾞椅⼦の供与に習熟した⼈。 

⾞椅⼦ユーザー 歩⾏や移動に困難があり、移動に⾞椅⼦を使う⼈。 
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教習員⽤指導書 

基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージについて 

はじめに 

「⼿動⾞椅⼦供与の世界ガイドライン」がよりよく実施されるよう、世界保健機関（WHO）は、こ
の「基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ（WSTPb）」を作成した。⾞椅⼦⼈材は世界中であまねく
必要とされている。⾞椅⼦は、個⼈的移動を可能にするために最もよく使われる⽀援機器の⼀つで
あるが、サービス供与者には、⾞椅⼦ユーザーが最⼤限に⾃⽴した個⼈的移動を達成し、⽣産的で
⾼い⽣活の質を享受できるようにするための教習を受ける機会がほとんどない。この基礎教習パッ
ケージは、その⾞椅⼦サービス教習シリーズの第１部である。 

この WSTPb（基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ）は、⾞椅⼦教習を実施するためのいくつもの
⽂書およびプレゼンテーションからなる。そのうち最も重要なものが、この教習員⽤指導書である。
実⽤的理由から、この教習員⽤指導書は電⼦ファイルのみ（印刷版はない）を⽤意している。USB
メモリには、教習員⽤指導書その他、基礎教習プログラムを実施するために必要な、すべての情報
資料が載っている。 

対象者 

この教習パッケージの対象は、⾞椅⼦サービス提供を職場で実施すると想定される、あらゆる職員
およびボランティアである。これは保健・リハビリテーション・技術職員、地域保健職員、地域に
根ざしたリハビリテーション1（CBR）職員、作業療法⼠、理学療法⼠、義肢装具⼠、現地の職⼈、
技師、⾞椅⼦ユーザーなどである2。 

この教習プログラムのデザインに当たっては、受講者に以下の知識および技能があることを前提と
している： 

• 受講者が、教習プログラムの⾔語を読み書きできる。 

• 受講者が、⾞椅⼦を使う⼈びとに影響を及ぼしうる⼀般的⾝体障害、例えば脳性⿇痺、下肢切断、
ポリオ、脊髄損傷、脳⾎管障害3などについての基礎知識を有している。 

  

 
1  [原⽂] community-based rehabilitation 
2  [訳注] 本教習の全部あるいは⼀部には、⽇本であればリハビリテーション医、介助福祉⼠・社会福祉⼠・ケアマネ

ージャー・福祉⽤具専⾨相談員などの福祉専⾨職、福祉⾏政職員、特別⽀援教師なども対象者に含まれよう。 
3  [原⽂] brain stroke. [訳注] 基礎受講者⽤参考書 p.44 の説明内容から, こちらの訳語を採った. 
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受講者が⼀般的な⾝体障害に関する情報を持たない場合、教習員は、その情報を必須知識の補講と
して盛り込むべきである。 

⽬的 

基礎レベル教習パッケージは、移動に障害があるものの、付加的姿勢⽀持なしでまっすぐに座れる
男⼥の⼦どもや⼤⼈へ、適正な⼿動⾞椅⼦およびクッションを供与するために職員やボランティア
が受ける教習を⽀援するようデザインされている。 

この教習パッケージの主⽬的は、⾞椅⼦サービス提供に携わる職員の技能および知識の育成である。
教習パッケージの実施は、以下の役に⽴つ： 

• ⾃分のニーズを満たす⾞椅⼦を⼿にする、⾞椅⼦ユーザーが増加する。 

• ⾞椅⼦の使い⽅およびメンテナンス、また⾞椅⼦を使いながら健康を保つ⽅法の教習を受ける、
⾞椅⼦ユーザーが増加する。 

• 基礎レベルの⾞椅⼦サービス提供教習を受けた職員が増加する。 

• ⾞椅⼦サービス提供職員の能⼒が向上する。 

• ⾞椅⼦サービス提供の質が向上する。 

• ⾞椅⼦サービス提供の、リハビリテーションサービスへのより⼤きな統合が達成される。 

対象範囲 

本教習パッケージで取り上げるのは： 

• ⾞椅⼦サービス提供で求められる必須知識。 

• 「⼿動⾞椅⼦供与の世界ガイドライン」で述べた、⾞椅⼦サービス提供の主要ステップ（表１）
の概観。 

• ⾞椅⼦ユーザーへの、その移動へのニーズを事前評価し、移動⽀援の可能な最適解を⾒極めるた
めの協⼒。 

• 適正な⼿動⾞椅⼦およびクッションの供与。 

• ⾞椅⼦への簡単な改造を⾒出し、⾞椅⼦ユーザーへ最⾼にフィットさせる問題解決。 

• ⾞椅⼦の修理およびメンテナンス。 

• ⾞椅⼦ユーザーが、⾞椅⼦を最⾼に活⽤するための教習。 

• 成形4［⾝体形状に沿う起伏のある］ウレタンフォームクッションの製作。 

  

 
4  [原⽂] contoured, [ISO 7176-26:2007] pre-contoured, [⽤語集] コンター型 
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⾞椅⼦の簡単な改造まで盛り込んだのは、とりわけ⼿に⼊る⼿動⾞椅⼦の種類やサイズが限られる
状況との関わりからである。⾞椅⼦を正しくフィットさせるには、簡単な改造が必要になることが
多い。 

3 輪⾞の、⻑距離移動が必要な⾞椅⼦ユーザーにとっての価値には触れているが、3 輪⾞の供与に
ついて、この教習パッケージでは詳しく取り上げていない。 

表１. ⾞椅⼦サービス提供の主要ステップ： 

ステップ１ 紹介・相談および⾯接予約 

ステップ２ 事前評価 

ステップ３ 処⽅（選択） 

ステップ４ 資⾦調達および発注 

ステップ５ 製品（⾞椅⼦）の下準備 

ステップ６ フィッティング 

ステップ７ ユーザー教習 

ステップ８ メンテナンス・修理・フォローアップ 

 

教習員 

技能：この教習パッケージの拠りどころは、基礎的な⾞椅⼦サービス提供に熟達し、またこの教習
プログラムが教える能⼒を⾃信をもってやってみせられる教習員が得られることである。またトレ
ーナーとしての経験もあれば有益である。 

⾞椅⼦ユーザー：⾞椅⼦ユーザーを教習員チームに含めるよう、強く推奨する。⾞椅⼦ユーザー
は、⾃分⾃⾝の経験を活かして⼈びとを教えることができる。⾞椅⼦ユーザーはまた、教習プログ
ラムで教える多くの技術をやってみせられる。受講者は⾞椅⼦ユーザーから教習を受けることで、
⾞椅⼦ユーザーが⾃⾝の⾞椅⼦を選択するうえで果たす中⼼的役割を感得できる。 

教習員の⼈数：受講者 8〜10⼈ごとに 2⼈の教習員を推奨する。この⽐率はとりわけ実習におい
て、教習員が受講者へじゅうぶんな⽀援とフィードバックとを与えられ、また参加者全員が安全に
実習できるために重要である。経験豊富な⾞椅⼦ユーザーで教科と教習パッケージを熟知した⼈が
いれば、それは教習プログラムにとって貴重な財産である。 
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開始までの流れ 

教習プログラム実施に先⽴ち、USB メモリ（紙フォルダ内側）5をハードディスクへ必ずコピーす
ること。ハードディスクには 8GB の空きディスク容量が必要である6。教習プログラムを実施する
最も簡便なやり⽅は： 

1. マニュアルのフォルダから教習員⽤指導書を開く。 

1.1 「基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージについて」と「教習員への⼿引き」の章を読む。 

1.2 各教習員へ教習員⽤指導書を 1 冊ずつ、印刷して製本しておく。 

1.3 時間割表および教習員⽤観察確認表を印刷しておく。 

1.4 教習プログラムの各種フォーム、教習プログラムの各評価フォーム、⾞椅⼦サービスの
各種フォームを、サービスの確認表も含め印刷しておく。 

2. 「教習パッケージ実施準備のやり⽅」の章で⽰す通りに必要な段取りをすべてやっておく。 

3. 受講者には、教習教材の⼀式、すなわち受講者⽤参考書（受講者 1⼈に 1 冊）、受講者⽤ワー
クブック（受講者 1⼈に 1 冊）、ポスターセット（受講者 1⼈に 1 セット）を配布する。 

4. 時間割表を開き、各授業のハイパーリンクをクリックすると、そのプレゼンテーションスラ
イドおよび動画の正しい場所へ⾶べる7。教習を授けるいちばんよい⽅法は、教程をできるだ
け順序通り、各授業へ割り当てた時間に従って進めることである。 

  

 
5  [訳注] USB メモリは⽇本語版には付属しておらずファイルをダウンロードして使⽤. 以下「USB メモリ」の語は, 

⽇本語版ではダウンロード⽤フォルダに相当. 
6  [訳注] 英語版の記述のまま. 
7  [訳注] 英語版のみの機能. ⽇本語版では, 後述の授業計画に従い、教習パッケージフォルダの階層を通って当該ファ

イルへアクセスできる. 
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1. 教習員への⼿引き 

1.1 教習の概略 
 分 
あいさつ、⾃⼰紹介、概略 はじめに 60 
A: 必須知識 
受講者へ、⾞椅⼦サービスのステップ
に関する授業をこなすために必要な、
予備知識を与える授業。 

A.1 ⾞椅⼦ユーザー 45 
A.2 ⾞椅⼦サービス 30 
A.3 ⾞椅⼦による移動 90 
A.4 まっすぐに座る 60 
A.5 褥瘡 60 
A.6 適正な⾞椅⼦ 120 
A.7 クッション 75 
A.8 移乗 120 

B: ⾞椅⼦サービスのステップ 
紹介・相談および⾯接予約 B.1 紹介・相談および⾯接予約 30 

事前評価 B.2 事前評価 30 
B.3 事前評価インタビュー 90 
B.4 ⾝体的事前評価 90 

処⽅（選択） B.5 処⽅（選択） 120 
資⾦調達および発注 B.6 資⾦調達および発注 15 

実習 1 事前評価および処⽅（選択） 90 

製品（⾞椅⼦）の下準備 B.7 製品（⾞椅⼦）の下準備 75 
B.8 クッションづくり 120 

フィッティング B.9 フィッティング 60 
B.10 問題解決 45 

ユーザー教習 B.11 ユーザー教習 60 
メンテナンス・修理・フォローアップ B.12 メンテナンスおよび修理 120 

実習 2 フィッティングおよびユーザー教習 120 

メンテナンス・修理・フォローアップ B.13 フォローアップ 45 

実習 3 フォローアップ 90 
実習 4 事前評価・処⽅（選択）・製品（⾞椅⼦）の下

準備・フィッティング・ユーザー教習 
240 

 B.14 総まとめ 105 
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1.2 教習の時間割および期間 

この教習パッケージは連続した数⽇で、あるいは⼀定期間内で数ブロックに分けて実施する。基礎
教習パッケージ教程を完結するには、最低 35〜40 時間を要する。各授業を教えるのに必要な時間
の⾒積もりは、授業計画に載せている。 

注記：各授業の教授に要する時間は、以下の要因により変わってくる： 

• 受講者の経験や技能 

• 受講者全体の⼈数 

• 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦の台数 

• 授業で通訳が必要かどうか 

• 追加教材を盛り込むかどうか 

これらの要因によって、教習プログラムの完結に要する時間は増減する。 

5 ⽇間での時間割の⼀例を、付録 1 に載せた。この時間割および⽩紙の時間割ひな形は、USB メ
モリ上にも⽤意している8。 

教習員には、現地の事情および受講者の学習ニーズに合わせて、時間割を調整および修正するよう
強く奨励する。例えば： 

• 教習パッケージの授業を、既存の保健やリハビリテーションの教習プログラムへ組み込む。 

• リハビリテーション職員が、本教習プログラムのある部⾯についてすでに教習を受けていれば、
そこに該当する授業が必須でないこともある。 

• ⾞椅⼦の下準備にもっと時間が必要（例えば全部を組み⽴てねばならず）であれば、実習に参加
する⾞椅⼦ユーザーの数を減らすか、時間のゆとりを増やす必要があろう。 

1.3 授業計画 

授業ごとに載せた授業計画は、教習員が各授業を実施する上での⼿引きである。各授業計画は、以
下の情報で始まる。 

• ⽬的：受講者が、授業が終わるまでにできるようになるべきこと。 

• 教材：授業に必要な教材。 

• 状況：授業を、さまざまな事情または状況へ、どう適合させる必要があるか。 

• 準備：授業準備のやり⽅。 

• あらすじ：授業の主な部分の組み⽴て。  

 
8  [訳注] ⽇本語版にはない. 
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授業計画の残りの部分は、トピックで分かれている。授業計画ではトピックごとに、そのトピック
の情報をどう伝えるか解説している。注意することは： 

• 太字は教習員が⾏なう活動である（例：尋ねよ、やってみせよ、説明、動画を上映）9。 

• コラムとして教習員が発する質問の解答を収めているが、⾃分で答えを考えるよう受講者を励ま
すこと。 

どの授業計画も、最後は要点のまとめである。要点を読み上げる代わりに教習員から受講者へ質問
し、受講者⾃⾝で要点を⾒出すよう励ましてもよい。 

注意深く授業計画に沿って進めることで、教習員は各授業をうまく、また時間通りに教えることが
できる。授業計画には、押さえるべきすべての必須な要点および実技を収録している。教習員には、
授業に⾃分⾃⾝の知識・技能・スタイルを取り⼊れるよう奨励する。しかしながら、授業計画が⽰
すトピックや⽅法から逸脱しないことは重要である。 

1.4 パワーポイントのプレゼンテーション 

ほとんどすべての授業に対して、パワーポイント（PPT）のプレゼンテーションスライドが⽤意さ
れている。教習員に気をつけてほしいことだが、スライドには要点しか書かれていない。教習員は、
教習員⽤指導書では各スライドの横に載っている情報を教授し、すべての要点を確実に押さえなく
てはならない。スライドを読み上げるのは避けよ。代わりに教習員⽤指導書を参照せよ。 

1.5 受講者の進歩を観察/モニターする 

教習員は、各受講者の進歩をていねいに観察しなければならない。進歩を観察するいちばん良い機
会は、実習中である。 

各実習⽤の教習員⽤観察確認表は、USB メモリに収載10。 

教習員はこの確認表を活⽤して： 

• 各受講者グループの進歩を、各実習時間に観察せよ。 

• 優れた、および改善を要する実践の例を記録せよ：各フィードバックの場で話し合うため。 

教習員⽤観察確認表は、教習員が各受講者の進歩について情報をより詳しく集めたい場合には修正
し、および/またはさらに発展させてよい。 

  

 
9  [訳注] 分かりやすさのため、受講者への語りは「ですます調」、教習員への指⽰は「である調」で区別した。 
10  [訳注] ⽇本語版では本書の巻末付録および教習パッケージフォルダに収載. 
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1.6 実施のたびに教習プログラムを事後評価する 

教習プログラムを実施後に評価することは、それ⾃体が⼀つの優れた実践である。教習員は、教習
プログラムのあいだ受講者からのフィードバックを定期的に集めるとよい。教習員⾃⾝でも、教習
プログラムを教授しながら考察したことを記録しておくとよい。こうした情報は、教習員が教習プ
ログラムをその終わりに評価し、その強みや弱点を⾒極めることなどに役⽴つ。このことは、教習
員が教習パッケージ⾃体と将来に向けた⾃分⾃⾝の実施技能、その両⽅を改善するために役⽴つ。 

教習プログラム評価フォームは、USB メモリに収めている。教習員はこのフォームを、各⾃のニー
ズを満たすように修正または増補してもよい。 

1.7 よい教習を実施するコツ 

しっかり準備しておく • 教習の前に、各授業計画をたんねんに読む。 
• 配布資料に⾃信が持てることを確認しておく。 
• 教習教材を取りまとめ、教室をきちんと準備しておく。 

優れた⾞椅⼦サービス 
実践の模範を⽰す 

• 受講者および⾞椅⼦ユーザーへ敬意を払う。 
• ていねいな仕事ぶりを⽰す。 
• つねに教室での安全に気をつける。 
• 時間を守り、時間割に沿って授業を進める。 

情報を明確に伝える • はっきりと、落ち着いて話す。 
• 教室の全員に聞こえているか確かめる。 
• 理解されているか、質問して確かめる。 
• ホワイトボードへの板書を、全員が読めるか確かめる。 
• 要点は、くり返すことで強調する。 

授業時間を管理する • 各授業の許容時間に注意し、時間を守るよう努める。 
• 追加時間が必要になりそうであれば、初めに計画しておく。 
• その⽇に予定されている授業は、すべて完了させる。 

明確かつていねいに 
デモ11を⾏なう 
 

• 全員からはっきり⾒えていることを確かめる。 
• 何が起こるのか説明し、やろうとしていることをことばで表わす。 
• ゆっくりとデモを⾏ない、必要ならくり返す。 

受講者の技能を育成する • 必ず、デモに続けて受講者が練習する機会を設ける。 
• 初学者は、新しい情報の理解には時間がかかることに留意する。 

⼩グループ活動を 
成功に導く 

• グループ活動をていねいに観察し、必要なら⼿助けする。 
• ⼩グループの間を巡回し、各グループの進境を確かめる。 

 
11  [原⽂] demonstrations. [訳注]「やってみせる・実演する」意味の「デモ」. 以下、本書を通じて同様. 
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ことばの違いに気を 
付ける 

• 受講者が第⼆⾔語で受講している場合、理解しているか確かめ、必
要なら進度を落とす。 

• ⾞椅⼦ユーザーと、その介助者の間のことばの違いに気をつける。 
• 必要な場⾯では通訳を通す。 

受講者が、教習を通して
積極的に打ち込むよう促
す 

• 授業計画に⽰した、教習のさまざまなスタイルや⽅法を活⽤する。 
• しゃべり過ぎないように：受講者⾃⾝が話し、議論するよう促す。 
• いつも正解を与えるのではなく、受講者⾃⾝が答えを考えるのを促

すように質問する。 
• 全員が話すよう励まし、⼀⼈の受講者が仕切らないようにする。 
• 受講者が上⼿にやったら褒め、前向きなフィードバックを与える。 
• 受講者に、いつ質問してもよいことを知らせる。 
• 学びを、受講者の腑に落ちる実例へ結びつける。 
• 教習をつねに楽しく！12 

短い「ウォームアップ」 
活動/ゲームを活⽤する 

• 注意を集中させるために、短いウォームアップ活動（5〜10 分）を
活⽤する。障害がある受講者にもインクルーシブな活動を⾏なう。
ウォームアップゲームの抜粋は、教習プログラムツールのフォルダ
に載っている13。 

能⼒が異なる⼈びとの 
ニーズに配慮する 

• 視覚、聴覚、移動性に困難14がある、あらゆる受講者のニーズを考
慮する。それに従い、活動や教授への取り組み⽅に調整が必要にな
る場合もある。 

 
  

 
12  [原⽂] keep the training fun! 
13  [訳注] 英語版のまま. ただし英語版パッケージにもこの「抜粋」は⾒当たらない. 
14  [原⽂] difficulties. [訳注] 中級教習員⽤指導書では同じ表のこの語のみ differences (ちがい) に⼊れ替わっている. 
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2. 教習パッケージ実施準備のやり⽅ 

2.1 受講者の⾞椅⼦サービスネットワークを知る 

教習員は、実施地での⾞椅⼦供与のしくみをよく知っている必要がある。例えば： 

• 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦の種類および供給者。 

• 現地の⾞椅⼦サービスについて。例えば、提供するサービスのレベルなど。 

• 現地の紹介・相談ネットワーク。 

• 現地の⼈材、例えば教習実施を⽀援できる⾞椅⼦ユーザー。 

• 必要に応じて、⾞椅⼦サービス職員が紹介・相談できる他のリハビリテーションサービス。 

2.2 ⾞椅⼦サービス提供における受講者の業務を明確にする 

⾞椅⼦サービス提供が、勤務先での受講者の業務全体にどう組み込まれているか⾒極めよ。例えば、
受講者の仕事は⾞椅⼦サービス提供のみなのか、あるいは他の職務も担っているのか？ 

受講者の⾞椅⼦サービス提供における業務を明確にせよ。例えば、教習で取り上げる臨床あるいは
技術⾯のみの仕事を求められる職員もいる。また臨床と技術、両⽅の業務を果たす⼈もいる。 

これら予定されている業務は、教習開始前に明確にしておくこと。そうすれば教習員は、受講者に
予定されている任務へ教習を直結できる。教習実施前に現地教習員で調整して、教習を⾞椅⼦サー
ビス事業で受講者が担う業務へ適合させる必要が⽣じる場合もあろう。 

2.3 各授業計画をおさらいし、必要なら調整する 

各授業計画をおさらいし、各授業の主任教習員を任命せよ。 

授業の多くについて、現地の事情に応じた調整が必要となろう。さまざまな状況に合わせて授業を
調整するための提案は、各授業計画の初めに「状況」欄で与えている。 
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2.4 使⽤する⾞椅⼦を確定する 

教習で使⽤する⾞椅⼦の種類を確定せよ。 

それらは、受講者の勤務地で⼿に⼊る⾞椅⼦でなければならない。⾞椅⼦の種類が多ければ、さま
ざまな種類のうち最もよい⾒本となるもの、および最も広く⼿に⼊るものを選べ。調節可能な姿勢
⽀持具（例：肩ハーネス［ベルト］15、体幹への⽀持具16）など、中級レベルの特⻑を備えた⾞椅⼦
が含まれてはならない。 

各々の⾞椅⼦の特⾊を⾃分が熟知しているか確認せよ。各⾞椅⼦の⾞椅⼦概要フォーム（USB メモ
リの17⾞椅⼦サービス各種フォームを参照）を完成し、供給者から製品情報を集めよ。 

2.5 実習へ⾞椅⼦ユーザーを招く 

本教習パッケージで教わる技能を受講者が実習するには、⾞椅⼦ユーザーを相⼿に練習する必要が
ある。教習プログラムの前に教習員は、実習へ参加する意思があり、また参加が可能な⾞椅⼦ユー
ザーを⾒定めて招く必要がある。 

下の確認表は、⾞椅⼦ユーザーを⾒極めるのに役⽴つ。 

実習に参加する⾞椅⼦ユーザー確認表： 

実習を⽀援するため、教習に参加することへ快く同意している。 □ 
うまく座れ、⾞椅⼦に改造や姿勢⽀持を（これらは本教習で取り扱わないため）付加する
必要がない。 

□ 

教習プログラムへ気持ちよく参加できるくらい、じゅうぶん元気があり健康である。 □ 

褥瘡がない。 □ 

近所に住んでおり、実習へ参加するために遠距離を移動する必要がない。 □ 

実習へ参加する時間がある。 □ 

教習後に主催団体がフォローアップできるくらい、そのじゅうぶん近くに住んでいる。 □ 

⾞椅⼦ユーザーが男⼥同数である。 □ 

さまざまな⾝体的ニーズにわたっている。 □ 

さまざまな年齢層にわたっている。 □ 

フォローアップ実習へ参加するユーザーは、3か⽉以上⾞椅⼦を使⽤していること。 □ 
  

 
15  [訳注] shoulder harness 
16  [訳注] spinal supports 
17  [訳注] ⽇本語版では教習パッケージフォルダに収載. 
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⾞椅⼦ユーザーは何⼈必要だろうか？ 

実習に必要な⾞椅⼦ユーザー数は、受講者数によって変わる。しかし、どんな規模の教習プログラ
ムでも最低２〜４⼈の⾞椅⼦ユーザーが必要だ。通常、受講者は２〜３⼈のグループで１⼈の⾞椅
⼦ユーザーと作業する。どの実習でも⾞椅⼦ユーザー数は 4⼈を超えない⽅がよく、さもなければ
教習員の進⾏・モニター・観察が難しくなる。 

実習に参加する⾞椅⼦ユーザーは何を知っておくべきだろうか? 

実習に参加する⾞椅⼦ユーザーが知っておくべきことは： 

• 何が、実習へ参加すると起こるのか。 

• いつ、どれくらいの期間、参加する必要があるのか。 

• 家族/⾃分の介助者との参加も歓迎される。 

• 教習に参加することで、⾞椅⼦を⼿に⼊れられるかどうか。 

教習員と主催団体には，実習に参加するすべての⾞椅⼦ユーザーに、移動や参加の費⽤を賄うため
交通⼿段やお⾦を提供するよう奨励する。かれらが実習に参加している間の⾷事や軽⾷は⽤意すべ
きである。教習員や主催団体は、⾞椅⼦ユーザーが教習参加で費やした時間に対する⽇当を⽀払っ
てもよい。 

⾞椅⼦ユーザーへの招聘状と同意書の⾒本は、USB メモリ内18の教習プログラム⽤フォームのフォ
ルダに収めている。これを各々の事情に合うよう修正し、翻訳して各々の（志願する）⾞椅⼦ユー
ザーへ送付し、じゅうぶんな情報を得たうえで教習に参加するか選択できるようにすべきである。 

フォローアップ 

• 教習員や主催団体は、教習に参加したあらゆる⾞椅⼦ユーザーを、直接フォローアップするよう
計画しておく必要がある。教習プログラム終了までに、⾞椅⼦ユーザーに対してすべて完了しな
いこともありうるからだ。 

• 主催団体/教習員は、教習で⾞椅⼦を⼿に⼊れた⾞椅⼦ユーザーを⾞椅⼦の受け取りから 6〜8 
週間以内にフォローアップすべきである。 

  

 
18  [訳注] 英語版のみ. 
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2.6 実習のグループ分けを計画する 

各グループの受講者は、3⼈を超えるべきではない。4⼈の 1グループより、2⼈の 2グループの
⽅がよい。その⽅が、受講者は学んだことを応⽤し、技能を向上させる機会に恵まれる。 

教習員は、だれがどのグループに⼊るかを決める必要がある。これを受講者が決めるのに任せては
ならない。受講者の技能や事情に従い、教習員は以下のようにグループを選ぶとよい。 

• ⾃信のある受講者と、⾃信のない受講者でチームを組む。⾃信のある受講者は⾃信のない受講者
を引っ張って⾏ける。グループを注意深くモニター/観察し、全員が参加しているようにせよ。 

• 将来いっしょに働く⼈たちでチームを組み、チームとしての技能を向上させる。 

実習１と２では、同じ受講者の同じグループを保つようにせよ。実習３と４では、共同作業のでき
ぐあいに応じてグループを組み替えてもよい。 

各実習について、グループの中から「リーダー」を任命せよ。必ず、受講者全員にリーダーになる
機会があるようにせよ。リーダーには、全作業段階の実施を確認する責任を負うよう求めよ。リー
ダーは⾞椅⼦ユーザー、および必要ならばその家族/介助者とのコミュニケーションの主役である。 

2.7 施設を準備する 

教習実施には広い教室（またはスペース）を⼀つ使⽤するとよい。実習に参加する受講者および⾞
椅⼦ユーザーが楽に移動でき、また⼩グループに分かれられる、じゅうぶん広いスペースが必要で
ある。さらに⾞椅⼦の移動技能を練習する屋外区域、昼⾷や軽⾷をとる独⽴したスペース、清潔な
トイレも必要である。トイレはじめあらゆる区域は、絶対に⾞椅⼦でアクセスしやすいこと。 
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下の確認表を、教習施設の下調べと準備に⽤いるとよい。 

教習施設確認表 
教室 
講義区域 □ 
各受講者⽤椅⼦、および受講者がノートを取れる設備 □ 
受講者が各 2〜3 ⼈の⼩グループに分かれられるスペース □ 
3台以上の⾞椅⼦を展⽰し、動かして回れるスペース □ 
実習中、⾞椅⼦ユーザーが⼈⽬を避けられる仕切り □ 
「クッションづくり」授業⽤の、広いテーブルまたは作業台 □ 
じゅうぶんな照明および換気 □ 
施錠可能/安全 □ 
⾞椅⼦による移動教習区域 
滑らかで平坦な路⾯ □ 
段差 □ 
短い階段 □ 
荒れた路⾯ □ 
斜⾯ □ 
昼⾷/軽⾷区域 
清潔な⾷事区域 □ 
テーブルと椅⼦ □ 
近くの⼿洗い場：清潔なタオルおよび⽯けん □ 
トイレ 
⽔場、トイレットペーパー、⼿洗い設備、ゴミ⼊れを備えた清潔なトイレ □ 

 

2.8 教習の教材と資材を準備する 

印刷教材 

教材 数量 ✔ 注/備考 
マニュアル類・ワークブック・ポスター： 
教習員⽤指導書 教習員 1 ⼈に 1冊 □ WHOへ注⽂するか、印刷して製本。 
受講者⽤参考書 受講者 1 ⼈に 1冊 □ WHOへ注⽂するか、印刷して製本。 
受講者⽤ワークブック 受講者 1 ⼈に 1冊 □ WHOへ注⽂するか、印刷して製本。 
ポスターセット 受講者 1 ⼈に 1 部 □ WHOへ注⽂するか印刷。 
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補助資料： 
⼿動⾞椅⼦供与の世界
ガイドライン 

教習員 1 ⼈に 1冊以
上 

□ 可能であれば、受講者に電⼦版コピーを配
布する。各⾔語版は下リンクを参照： 

https://www.who.int/publications/i/item
/9789241547482 

国際連合 障害者の権
利に関する条約
（UNCRPD） 

受講者 1 ⼈に 1 部 □ 各⾔語版は下リンクを参照： 

https://www.un.org/development/desa/
disabilities/convention-on-the-rights-of-
persons-with-disabilities.html 

教習プログラム⽤各種フォーム： 
受講者登録フォーム 1 教習プログラムに

1 部 
□ 受講者の参加を記録するため、このフォー

ムを使⽤。 

名札 受講者および教習
員 1 ⼈に 1枚 

□  

時間割表 受講者 1 ⼈に 1 部 □ ⾒本は USB メモリに収載19。現地の事情に
合わせて修正。 

写真撮影同意フォーム 受講者 1 ⼈に 1通お
よび⾞椅⼦ユーザ
ー志願者 1 ⼈に 1通 

□ 教習実施/主催団体向けに修正し、現地語
に翻訳して、写真を撮られるすべての⼈に
このフォームへ署名してもらう。 

⾞椅⼦ユーザーへの招
聘状および同意書 

⾞椅⼦ユーザー1 ⼈
に 1通 

□ 所収の招聘状⾒本を修正して、各⾞椅⼦ユ
ーザーを実習へ招聘。 

実習⽤⾞椅⼦ユーザー
名簿 

教習員 1 ⼈に 1 部 □ このフォームを⽤いて各⾞椅⼦ユーザー
の実習参加計画を⽴て、だれが、いつ参加
したかの記録として保管。 

修了証 受講者 1 ⼈に 1 部 □ 修了証は準備するか所収の書式を調整。 

教習プログラム評価フォーム： 

受講者⽤教習プログラ
ム評価フォーム 

受講者 1 ⼈に 1 部 □ 

各教習プログラム評価フォーム⾒本は、教
習員が必要に応じて調整してよい。 

教習員⽤教習プログラ
ム授業評価フォーム 

1 授業に 1 部 □ 

教習員⽤教習プログラ
ム評価フォーム 

教習員 1 ⼈に 1 部 □ 

  

 
19  [訳注] 英語版のみ. 
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実習向け教習員⽤観察確認表： 
実習 1 

教習員 1 ⼈に 1 部 

□ 

印刷する。 
実習 2 □ 
実習 3 □ 
実習 4 □ 

 
⾞椅⼦サービスフォーム： 
⾞椅⼦サービス紹介・相
談フォーム 

受講者 1 ⼈に 1 部 □ 現地の事情に合わせ修正するか、現地に
紹介・相談フォームがあればそれを使⽤。 

⾞椅⼦事前評価フォーム ⾞椅⼦ユーザー1⼈
に 1 部 

□ 現地の事情に合わせて修正：例えば、⾞椅
⼦サービス事業の名称や現地のサービス
事業が求める追加情報を加える。 

⾞椅⼦処⽅（選択）フォー
ム 

⾞椅⼦ユーザー1⼈
に 1 部 

□ ⼿に⼊る⾞椅⼦のサイズやオプションに
合わせて完成。 

⾞椅⼦概要フォーム ⾞椅⼦ユーザー1⼈
につき 1 部20 

□ 教習プログラムが始まる前に、現地で⼿
に⼊る各⾞椅⼦ごとに 1 部を完成。 

⾞椅⼦フォローアップフ
ォーム 

⾞椅⼦ユーザー1⼈
に 1 部 

□ 現地の事情に合わせて修正：例えば、⾞椅
⼦サービス事業の名称や現地のサービス
事業が求める追加情報を加える。 

確認表： 
⾞椅⼦フィッティング確
認表 

受講者 1 ⼈に 1 部 

□ 

各確認表は［教習パッケージフォルダの］
「⾞椅⼦サービスフォーム」内の印刷教
材に収載。 

⾞椅⼦ユーザー教習確認
表 

□ 

⾞椅⼦の安全・準備完了
確認表 

□ 

ポスター： 
⾞椅⼦サービスのステップ 1 □ 

受講者 1 ⼈に 1 部 
⾞椅⼦の移動技能 1 □ 
褥瘡 1 □ 
家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ⽅法 1 □ 
追加フォーム（注意：このフォームは本パッケージに含まれない。現地にある場合のみ使⽤）： 
⾞椅⼦発注フォーム 受講者 1 ⼈に 1 部 □ 教習員は、現地にある場合のみ発注フォ

ームを使⽤。 
 

20  [訳注] 原⽂のまま. 中級教習員⽤指導書の同様の表では, ここが 1 per wheelchair (completed) (⾞椅⼦ 1 台につ
き（完成したものを）1 部) に⼊れ替わっている. 
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教習員⽤指導書 

資材 

物品 数量  注/備考 
ホワイトボードマーカー 3〜4本 □  
ウレタンフォームブロック 4〜5個 □ デモ⽤⾒本。約 100 x 110 x 50 mm 
⾜⾸/下腿ベルト 2〜3組 □ あれば。 

 

器材 

物品 数量  注/備考 
⼤きなホワイトボード 1 □  
プロジェクター 1 □  
コンピューター 1 □  
ポータブルスピーカー 1セット □ 動画を聴き取る補助⽤。 
デジタルカメラ 1 □ あれば、いろいろな授業に。 

評価ベッド 実習⽤、⾞椅⼦ユー
ザー1 ⼈に 1台 

□ ベンチ/評価ベッドまたは台。⾞椅⼦の
平均的な座⾯⾼と同じくらいのもの。 

できれば硬い床⾯は避け、ベンチを⽤
いる場合は薄いウレタンフォームとカ
バー、あるいはヨガマットを施す。 

⾜乗せブロックのセット21 1組 □ 評価ベッドに座るさい、⾞椅⼦ユーザ
ーの⾜を⽀える⽊製ブロック。いくつ
か違う⾼さのものが必要。 

スライディングボード 受講者 3 ⼈に 1枚 □ あれば。 
巻尺 受講者 1 ⼈に 1個 □  

1/2 ⼈体⾻格模型：脊椎、⾻
盤、⼤腿⾻があるもの 

1 □ あれば。 

教習⽤⾞椅⼦およびクッシ
ョン 

現地で⼿に⼊る⾞
椅⼦とクッション
各種を最低 1 つず
つ。受講者 2 ⼈に⾞
椅⼦とクッション1
つずつが理想。 

□ ⾞椅⼦がすべて正常に動作し、クッシ
ョンが付いていることを確認。よい除
圧クッションの⾒本が最低 1 つあるこ
とを確認。 

 
  

 
21  [原⽂] set of foot blocks. [訳注]「⾞椅⼦サービス教習パッケージ 管理者向け参考書補⾜資料」p.9 の写真を参照. 
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⾞椅⼦ユーザー志願者へ供
与する⾞椅⼦およびクッシ
ョン 

実習に参加する各
⾞椅⼦ユーザーに
つき 1揃い。 

□ ⾞椅⼦およびクッションが、⾞椅⼦ユ
ーザーへ最適な処⽅をするのにじゅう
ぶんなだけ揃っていることを確認。 

家庭⽤⼿⼊れ道具セット 受講者 3 ⼈に 1 セ
ット 

□ 内容：モンキースパナ、アーレンキー
22、ドライバー、空気ポンプ、潤滑油、
バケツ、⽯けん、布、紙ヤスリ。 

付箋またはメモ⽤紙 受講者 1 ⼈に 1個 □  
 
クッションづくり：資材および⼯具 

物品 数量  注/備考 

成形ウレタンフォーム除圧ク
ッションおよびカバーの⾒本 

1組 □ 
⼿元になければ、教習プログラム開始前に
教習員でつくっておく必要がある。 クッションのかさ上げ23の⾒

本 
1枚 □ 

クッションづくり道具セット 受講者 2 ⼈に
道具 1セット 

□ 内容： 

• 1 x 研いだ⾦ノコ刃または⻑い刃物 

• 1 x ⿊⾊ラインマーカー 

• ウレタンフォーム⽤/ゴム系接着剤およ
び塗布ヘラ⽤のボール紙⽚ 

クッション材料 受講者 2 ⼈に
1セット 

□ 内容：各 1個の、 

• 固いウレタンフォーム（例：チップウレ
タン）、50 x 400 x 400 mm 

• 柔らかいウレタンフォーム、50 x 400 x 
400 mm 

⼿に⼊る⽣地で、クッション
カバーに使えるものの⾒本 

各種 1枚 □ 適切な⽣地についての詳細は「クッション
づくり」の授業を参照。 

 

 
22  [原⽂] Allen keys. [訳注] ⽇本語ではアーレンキー, 六⾓レンチ, 六⾓棒レンチ,ヘキサゴンレンチなどと呼ばれる. 
23  [原⽂] cushion lift. 詳しくは p.172 を参照. 



 

 19 

3. 授業計画の詳細 
 
 
 
 
 
 

 
 



基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ  

 20 

はじめに 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下のようになること： 
¨ 教習プログラムの⽬的を知っている。 
¨ 教習員および受講者の名前を知っている。 
¨ 教習プログラム時間割の概略が分かる。 
¨ 教習プログラムのあいだ留意すべき、重要なルールをすべて知っている。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：はじめに 
¨ 各受講者に受講者⽤参考書 
¨ 各受講者に受講者⽤ワークブック 
¨ 動画：はじめに 
¨ 各受講者に時間割表コピー 
¨ 各教習員および各受講者に名札 

状
況 

この授業は、教習を実施する各地の状況に合うよう修正せよ。例えば： 
¨ ⽂化/状況に対して適切な開講式を追加。 
¨ 教習員および受講者に合わせ「教習員および受講者の⾃⼰紹介」を変更または修正。 

¨ 必要に応じて庶務連絡および受講者への諸注意リストを変更、修正、および/または追
加：その例は教習プログラムのあらすじに所載。 

¨ 教習プログラムを修正した場合は、教習プログラム概略のスライドを変更（例：⽬的
を追加あるいは削除）。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 

あ
ら
す
じ 

1. 開講式（あれば） 
2. 教習員および受講者の⾃⼰紹介 
3. 教習プログラム概略 
4. 教習プログラム時間割・受講者⽤参考書・受講者⽤ワークブック 
5. 庶務連絡および受講者への諸注意 

15 
15 
10 
10 
10 

授業時間計 60 
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教習員⽤指導書 

 開講式（15 分を想定） 
 

 教習員および受講者の⾃⼰紹介（15 分） 

教習員：⾃⼰紹介せよ：⾃分の経歴および⾞椅⼦供与の経験について、概略を簡潔に伝えよ。 

受講者へ、名前・所属組織・教習プログラムで学びたいことについて、順番に⾃⼰紹介を求めよ。 

名札を、参加登録で配っていなければ配布せよ。 

 教習プログラム概略（10 分） 

説明：教習プログラムの⽬的は、うまく座れる男⼥の⼦どもや⼤⼈へ適正な⼿動⾞椅⼦およびクッ
ションを供与するやり⽅を、各受講者へ教えることです。 

 

• この教習パッケージの内容は： 

o ⾞椅⼦の事前評価、 
o ［⾞椅⼦の］選択・下準備・フィッティング 
o ⾞椅⼦ユーザー教習、 
o メンテナンスおよび修理、 
o フォローアップ、 
o ウレタンフォーム除圧クッションのつくり⽅ 
などです。 

 

 

動画を紹介：「はじめに」：この短い動画では、⾞椅⼦教習プログラム、その
⽬的、到達⽬標、期待されることを簡潔に説明しています。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 

 教習プログラム時間割・受講者⽤参考書・受講者⽤ワークブック（10 分） 

各受講者へ、教習プログラム時間割表を 1部ずつ配布せよ。 

説明： 

• 教習プログラムは、理論/座学から始まります。 

• それから受講者は、理論の授業で教わった技能について、協⼒を願い出た⾞椅⼦ユーザーを相⼿
に実習します。 
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各受講者へ、受講者⽤参考書を 1 冊ずつ配布せよ。受講者に参考書へ記名するよう指⽰せよ。この
参考書には、追加の書き込みは何でもしてよいことを説明せよ。 

各受講者へ、受講者⽤ワークブックを 1 冊ずつ配布せよ。受講者にワークブックへ記名するよう指
⽰せよ。このワークブックは教習全体を通して使うため、どの授業にも持参するよう説明せよ。 

 庶務連絡および受講者への諸注意（10 分） 

必要に応じて、以下のことがらについて説明せよ： 

• トイレの場所。 
• 宿泊について、だれに聞けばよいか。 
• 受講者それぞれの帰りの旅程について、だれに聞けばよいか（細かく⽴ち⼊らないこと）。 
• 緊急時にはどうするか。 

必要に応じて、教習プログラム受講者への諸注意を説明せよ： 

• 各授業は時間通り始まります。受講者は必ず、毎⽇の始まりに遅れないよう出席し、休憩後には
時間までに授業へ戻って下さい。 

• 受講者は、何か不明な点があれば必ず質問して下さい。 
• すべての⾞椅⼦ユーザーを平等に遇し、その尊厳を尊重して下さい。 
• 授業中、携帯電話はオフにしておいて下さい。 
• 楽しんでね！1 

説明：教習プログラムの間じゅう、受講者は⾞椅⼦に乗り、あるいはこぐことになります。⾞椅⼦
を使う時は、つねに次の安全ルールに留意して下さい： 

• ⾞椅⼦を乗り降りする時、⾜台2の上に⽴たないで下さい。 
• ⾞椅⼦のスポークやブレーキに、指を近づけないで下さい。 
• ⾞椅⼦に乗って坂を登り下りする時は、後⽅転倒に備え、助⼿に背後へ⽴ってもらいなさい。 
  

 
1  [原⽂] have fun! 
2  [原⽂] footrest, [ISO 7176-26:2007] foot support, [JIS T9201:2016][⽤語集] フットサポート 
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A: 必須知識 
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A.1: ⾞椅⼦ユーザー 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ ⾞椅⼦ユーザーにとって適正な⾞椅⼦が有益な点を、７つ以上列挙する。 
¨ ⾞椅⼦サービス職員が、どのように⾞椅⼦ユーザーの個⼈的移動への権利を⽀援でき

るか説明する。 
¨ ⾞椅⼦供与に⾞椅⼦ユーザーの積極的な参画を得る⽅途を、5 つ以上列挙する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：A.1: ⾞椅⼦ユーザー 
¨ 受講者⽤参考書 
¨ 動画：適正な⾞椅⼦の有益さ 
¨ ⼿に⼊れば、国際連合「障害者の権利に関する条約」（UNCRPD）のコピー 
 
補助資料（教習員向け）： 
¨ ⼿動⾞椅⼦供与の世界ガイドライン（p.23） 

状
況 

この授業は、受講者の来歴に合わせて修正せよ。例えば： 
¨ 受講者がすでに UNCRPDを熟知している場合は、UNCRPDについて何をすでに知っ

ているのか質問するとよい。 
¨ 受講者の国で、すでに UNCRPDが批准/発効されているかどうか知っておくこと。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. ⾞椅⼦の有益な点とは何か？ 
3. 「適正な⾞椅⼦」とは何か？ 
4. 国際連合「障害者の権利に関する条約」 
5. ⾞椅⼦ユーザーは⾞椅⼦サービス提供における対等なパートナー 
6. 要点のまとめ 

2 
10 
5 
5 

20 
3 

授業時間計 45 
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教習員⽤指導書 

 はじめに（2 分） 

 

説明：この授業では、⾞椅⼦ユーザーにとり、適正
な⾞椅⼦はどのように有益なのか話し合い1ます。 

どうすれば受講者は、⾞椅⼦ユーザーに⾞椅⼦供与
プロセスへ参画するよう働きかけられるか、また、
なぜそれが重要なのか考えて下さい。 

また、国際連合「障害者の権利に関する条約」
（UNCRPD）、特に第 1・3・20条について簡単に⾒
て⾏きます。 

 ⾞椅⼦の有益な点とは何か？（10 分） 
 

適正な⾞椅⼦の定義を読め 

説明： 

• この定義は WHO の「⼿動⾞椅⼦供与の世界ガイ
ドライン」からのものです。この教習プログラム
では、たびたびこの「ガイドライン」を参照する
ことになります。 

• 各⾞椅⼦ユーザーにとっての「適正な⾞椅⼦」
は、その個別ニーズや（住み・働くところの）環
境条件によって違います。 

 

 

動画を紹介：「適正な⾞椅⼦の有益さ」：この短い動画では、さまざまな活動
に携わる、数多くのさまざまな⾞椅⼦ユーザーを紹介します。この後、それ
ぞれの⾞椅⼦ユーザーにとって⾞椅⼦がどのように有益なのか話し合うの
で、注意深く視聴して下さい。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 

  

 
1  [原⽂] talk about: [訳注] 原著の対話性やアクティブ・ラーニングを重視する姿勢を尊重し, 原⽂に近く訳出した. 
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質問：動画に登場した⾞椅⼦ユーザーにとり、⾞椅⼦を持つことはどんな点で有益でしたか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

答え： 
• 移動性 
• 健康 
• まっすぐに座れる 
• 快適さ 
• ⾃尊⼼と⾃信 
• 尊厳 

• 学校に通う 
• スポーツをする 
• 働く 
• 家族や地域の⼀員になる 
• より⾃⽴する 

 
説明： 
• この⼀覧から分かるように、⾞椅⼦は多くの点で有益です。 

• たいへん重要な留意事項ですが、⾞椅⼦供与とは、単に製品としての⾞椅⼦を与えることに留ま
りません。 

• ⾞椅⼦供与とは、障害者が移動でき、健康でいられ、地域⽣活へ⼗全に参加できるようにする関
わりです。 

• 動画で⾒た⾞椅⼦ユーザーは、⼀⼈ひとりが異なります。しかし全員が⾃分にとって「適正な」
⾞椅⼦を持っているのです。 

 「適正な⾞椅⼦」とは何か？（5 分） 

• 「適正な⾞椅⼦」とは、次のような⾞椅⼦です： 

o ⾞椅⼦ユーザーのニーズを満たし、 
o ⾞椅⼦ユーザーの環境に合い、 
o ⾞椅⼦ユーザーとよくマッチし、 
o 姿勢をしっかりと⽀え（⾞椅⼦ユーザーがまっすぐに座るのを助け）、 
o 地域でメンテナンスや修理ができるもの。 

 国際連合「障害者の権利に関する条約」（5 分） 

説明： 

• 皆さんご存知の通り、⾞椅⼦を必要とする多くの⼈びとが、適正な⾞椅⼦を持たないでいます。
しかし現在、⾞椅⼦が必要な⼈びとの権利主張に使える重要なツールがあるのです。 

• 2006 年、国際連合「障害者の権利に関する条約」（略して UNCRPD）が採択されました。2008
年、UNCRPDは国際法となりました（受講者の国が UNCRPDに署名していれば、指摘せよ）。 
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教習員⽤指導書 

質問：この条約について聞いたことがありますか？ 

聞いたことがある⼈を、受けとめ承認せよ2。 

説明：⼈権とは、すべての⼈のものです。UNCRPD の核⼼は、障害者にもそうした権利があるこ
とを、すべての⼈が認めるようにすることです。 

 

説明： 

• 条約は、50のさまざまな条⽂からなります。 

• 第 20 条は、「個⼈的移動性3」に関わります。 

• 個⼈的移動性とは： 

• ⾃分の好きなやり⽅で、好きな時に移動できる
能⼒です。 

 

 
質問：受講者は、⾞椅⼦サービス事業での⾃分の業務において、⾞椅⼦ユーザーの個⼈的移動への
権利をどのように⽀援できるでしょうか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 
• ⾞椅⼦ユーザーの参画を得ながら、その⾞椅⼦について決定する。 
• ⾞椅⼦ユーザーのニーズを理解し、そのニーズが満たされるよう⼿伝う。 
• 適正な⾞椅⼦が供与されるよう⼿伝う。 
• ⾞椅⼦ユーザーが、⾃分の⾞椅⼦を⾃⼒で乗り降りするやり⽅を学ぶのを⼿伝う。 
• ⾞椅⼦ユーザーが、⾃⼒でこぐやり⽅を学ぶのを⼿伝う。 
• 家族を励まし、⾞椅⼦ユーザーがより⾃⽴するのを⽀援するよう促す。 
• より改善された移動⽀援機器が、国内でより⼿に⼊りやすくなるよう政策提⾔を⾏なう。 
• 国内のバリアフリー環境への政策提⾔を⾏なう。 

 
質問：その他の⼈権で、移動に障害がある⼈が、適正な⾞椅⼦を持てばより⾏使しやすくなるもの
を思いつく⼈はいますか？ 

励まして回答を促し、板書せよ（必要なら権利の例を⽰せ）。 

  

 
2  [原⽂] acknowledge. [訳注] 具体的には, 相⼿が答えたことをそのつど, ことば (反復, 要約, 評価などの) に表して, 
答えを受け取ったこと, およびその内容を確認すること. 

3  [原⽂] personal mobility 
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答え（条約の条⽂を挙げる必要はない）： 
• ⾃⽴した⽣活および地域社会へのインクルージョン（第 19 条） 
• 教育への権利（第 24 条） 
• 到達できる限り最⾼⽔準の健康を享受する権利（第 25 条） 
• 勤労および雇⽤への権利（第 27 条） 
• 政治的および公的⽣活へ参加する権利（第 29 条） 
• ⽂化的⽣活・レクリエーション・余暇・スポーツへ参加する権利（第 30 条） 

 ⾞椅⼦ユーザーは⾞椅⼦サービス提供における対等なパートナー（20 分） 

説明：⾞椅⼦ユーザーはたいてい、⾃分にとっての「適正な⾞椅⼦」が何なのか知っているもので
す。すでに⾞椅⼦を使った⼈であれば、何が⾃分に役⽴ち、どこを変えたいのか、考えがあるもの
です。⾞椅⼦を使ったことがない⾞椅⼦ユーザーには、さらに情報が必要でしょう。 

⾞椅⼦サービス職員は、対等な参加者として⾞椅⼦ユーザーと協⼒しなければなりません。 
 
⼩グループ活動 
グループ： 各グループ 2〜3 ⼈ 
指導内容： 各グループで 5 分使い、⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦を求める 2 分間のロールプ

レイを創作するよう指⽰せよ。受講者の 1 ⼈が⾞椅⼦ユーザー、1 ⼈は⾞椅
⼦サービス職員、もう 1 ⼈は家族役になる。 

ロールプレイを演じるグループの半分には、⾞椅⼦サービス職員は⾞椅⼦ユ
ーザーの適正な⾞椅⼦を持つ権利を尊重せず、⾞椅⼦ユーザーを⾞椅⼦サー
ビス提供への積極的参加者として遇しないよう指⽰せよ。 

残り半分のグループには、⾞椅⼦サービス職員は⾞椅⼦ユーザーの適正な⾞
椅⼦を持つ権利を尊重し、⾞椅⼦ユーザーを⾞椅⼦サービス提供への積極的
参加者として遇するよう指⽰せよ。 

モニター： 各グループをモニター/観察し、必要に応じて補助せよ。 
時間： 5 分間準備し、10 分間他のグループの前で演じ、5 分間フィードバック。 
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フィードバック： 最低、1 つのグループでは⾞椅⼦サービス職員が⾞椅⼦ユーザーの適正な⾞
椅⼦を持つ権利を尊重せず、1 つのグループでは尊重してロールプレイを演
じるよう指⽰せよ。 

フィードバックの話し合いでは： 

• ⾞椅⼦サービス職員の、⾞椅⼦ユーザーやその家族とのコミュニケーショ
ンの取り⽅の違いについて話し合う。 

• 各グループの⾞椅⼦ユーザー役へ、どう感じたか聞く。 

• 教習に⾞椅⼦ユーザーがいれば、ロールプレイで⾒られたようなポジティ
ブあるいはネガティブな経験があるか聞く。 

 
質問：ロールプレイ活動から考えて、⾞椅⼦サービス職員が、積極的に⾞椅⼦供与プロセスへの⾞
椅⼦ユーザーの参画を得るには、どんな⽅法があるでしょうか？励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 
• ⾞椅⼦ユーザーへ直接声をかける。 
• ⾞椅⼦ユーザーに意⾒を求める。 
• ⾞椅⼦ユーザーに、可能な限り選択してもらい、その選択を尊重する。 
• ⾞椅⼦ユーザーに、選択のために役⽴つ情報を与える。 
• ⾞椅⼦ユーザーから、その⽣活、⾞椅⼦でやりたいこと、⽣活や仕事の環境に関する情報を集

める。 

 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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A.2: ⾞椅⼦サービス 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ ⾞椅⼦サービスとは何か説明する。 
¨ 基礎⾞椅⼦サービスにおける、⾃分の業務を⾒定める。 
¨ ⾞椅⼦サービス提供における「基礎レベルサービス」を定義する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：A.2: ⾞椅⼦サービス 
¨ 受講者⽤参考書 
¨ ポスター：⾞椅⼦サービスのステップ 
 
補助資料（教習員向け）： 
¨ 「⼿動⾞椅⼦供与の世界ガイドライン」（pp.71-72, 76-77） 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ 各受講者の、⾃分の職場での⾞椅⼦サービス提供における業務。例えば、各受講者は

⾞椅⼦サービス提供の 8 ステップをすべて担当するのだろうか？この授業を、受講者
が⾃分の業務が何か明確にするために活⽤せよ。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、授業計画を読み通す。 
¨ 各サービスステップにおける、受講者の業務についての情報を準備しておく。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. ⾞椅⼦サービス 
3. ⾞椅⼦サービス職員の役割 
4. 「基礎レベル」のサービスとは何か？ 
5. 要点のまとめ 

2 
10 
10 
5 
3 

授業時間計 30 
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 はじめに（2 分） 
 

説明：この授業では： 
• ⾞椅⼦サービスとは何か、また「基礎」レベル

と「中級」レベルでのサービスの違いについて
説明し、 

• ⾞椅⼦サービス提供の主なステップについて
話し合い、 

• 「基礎レベルの⾞椅⼦サービス」での⾞椅⼦供
与実施における、各受講者の業務について検討
します。 

 ⾞椅⼦サービス（10 分） 

説明：⾞椅⼦サービスとは、⾞椅⼦ユーザーと協働して、その⾞椅⼦ユーザーに（⼿に⼊るものの
うちで）最適な⾞椅⼦をもたらすことです。 

質問：各⾞椅⼦ユーザーに対して最適な⾞椅⼦をもたらすために、⾞椅⼦サービス職員は何をすべ
きでしょうか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 

• ⾞椅⼦ユーザーが、⾞椅⼦に何を求めているのかを⾒出す（事前評価）。 

• その⾞椅⼦ユーザーにとって最良の⾞椅⼦を選ぶのを⼿伝う（処⽅）。 

• ⾞椅⼦を供与する（発注、場合によっては組み⽴てや調整、フィッティング） 
 
質問：⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦からできるだけ多くの益を得られるために、⾞椅⼦サービス職員は
何をすべきでしょうか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 

• ⾞椅⼦ユーザーへ、⾃分の⾞椅⼦の使い⽅や⼿⼊れ⽅法を教える（ユーザー教習）。 

• ⾞椅⼦ユーザーが修理を段取れるようにする（家庭でのメンテナンス・修理・フォローアップ）。 

• ⽀援やフォローアップを⾏ない、⾞椅⼦がユーザーのニーズを満たし続けるようにする。 

• ⾞椅⼦ユーザーを、他の役に⽴つサービスへ紹介・相談する。 
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 ⾞椅⼦サービス職員の役割（10 分） 

ポスター「⾞椅⼦サービスのステップ」を掲⽰せよ。 
 

説明：基礎⾞椅⼦サービス職員の役割は、（追加の
姿勢⽀持なしで）まっすぐに座れる⾞椅⼦ユーザ
ーへ、⼿に⼊るもので最良の⾞椅⼦を供与するこ
とです。 

そのために職員は、各⾞椅⼦ユーザーおよびその
家族と協⼒し、次の⾞椅⼦サービスの主要ステッ
プを踏んで⾏きます。 

各ステップを以下のように説明せよ。 

 紹介・相談および⾯接予約： 

• 紹介・相談とは、⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦サービ
スへやって来る道すじのことです。 

• ⾞椅⼦ユーザーの紹介・相談のされ⽅はさまざ
まです。 

• ⾞椅⼦ユーザーは、⾃分から名のり出るか、地
域・地区・地⽅レベルで働く政府あるいは⾮政府
の保健・リハビリテーション従事者やボランテ
ィアからなるネットワークを通じて紹介・相談
されます。 

• 各サービス事業者は、⾯接予約を管理するしく
みをつくっておかねばなりません。 

 

事前評価： 

• それぞれのユーザーには個別の事前評価が必要
です。 

• 事前評価は、⾞椅⼦ユーザーの⽣活様式、就いて
いる仕事、住んでいるところ、⾝体条件について
の情報集め、および⾝体計測からなります。 
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処⽅（選択）： 

• 事前評価で得た情報を⽤い、⾞椅⼦の処⽅（選択）
をユーザーおよび家族や介助者といっしょに作成
します。 

• 処⽅（選択）には、選んだ⾞椅⼦の種類、サイズ、
特⾊、改造点を詳述します。 

• また処⽅（選択）には、うまく⾞椅⼦を使いメン
テナンスするために、ユーザーに必要な教習を列
記します。 

 

資⾦調達および発注： 

• 財源が確定したら、サービス事業あるいは供給者
が在庫している⾞椅⼦を発注します。 

 

製品（⾞椅⼦）の下準備： 

• サービス職員で、⾞椅⼦を下準備します。 

• 選択した⾞椅⼦および使える設備によりますが、
下準備の内容には： 

o ⾞椅⼦の組み⽴て、 
o ⾞椅⼦の完全な製造、 
o ⾞椅⼦の細かい改造などがあります。 
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フィッティング： 

• ユーザーが⾞椅⼦を試⽤します。 

• 最終調整を⾏ない、その⾞椅⼦の組み⽴てや設
定が正しいことを確かめます。 

• 改造や姿勢⽀持部材が求められる場合、追加フ
ィッティングが必要になることもあります。 

 ユーザー教習： 

• ⾞椅⼦サービス職員は、⾞椅⼦ユーザーと介助
者が、⾞椅⼦の使い⽅とメンテナンスについて
何をすでに知っているかを確かめ、何を知る必
要があるのか⾒出します。 

• サービス職員は、必要なあらゆる指導を提供し
ます。その主な内容は： 

o ⾞椅⼦の取り扱い⽅、 
o ⾞椅⼦の乗り降り⽅法、 
o ⾞椅⼦による移動、 
o ⾞椅⼦のメンテナンス⽅法、 
o 褥瘡の予防⽅法、 
o 問題が起きたらどうするか、などです。 

• サービス事業によっては、⾞椅⼦ユーザーの家
や学校、職場を⾞椅⼦でアクセスしやすく改造
するやり⽅の助⾔にまで⽀援が及ぶところもあ
ります。この教習プログラムでは、それは取り上
げません。 
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メンテナンス・修理・フォローアップ： 

• 地域では解決できない技術的問題に対して、メ
ンテナンスや修理のサービスを提供します。 

• フォローアップの⾯接予約は、⾞椅⼦サービス
提供の⼤事なステップです。 

• フォローアップでサービス職員は⾞椅⼦がフ
ィットしているのを確かめ、さらに教習や⽀援
を提供します。 

• ⾞椅⼦がすでに適正でないと判ったら、新しい
⾞椅⼦の供給が必要なので、ステップ 1. から
やり直します。 

 
説明：受講者はこの教習プログラムで、各ステップの実施⽅法を学びます。しかし、サービス事業
によっては、それぞれのステップを別々の⼈が担当することもあります。例えば、⾯接予約が管理
職の業務である、あるいはユーザー教習をピア教習員4が⾏なうなどです。 

質問：⾞椅⼦サービス供与者の業務について、何か質問はありますか？ 

 「基礎レベル」のサービスとは何か？（5 分） 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーの⾝体的ニーズはさまざまです。座り⽅に問題がある、あるいはバランスを取る
のが難しい⼈への⾞椅⼦供与には、うまく座れてバランスを取れる⾞椅⼦ユーザーの場合に⽐べ、
より多くの知識と技能が必要です。 

• 基礎レベルのサービスは、うまく座れてバランスを取れる⾞椅⼦ユーザーの⾝体的ニーズを満た
すものです。この基礎レベル教習プログラムでは、受講者はうまく座れる⼈への⾞椅⼦供与のや
り⽅を学びます。 

• より上級の教習では、受講者は、まっすぐに座れず姿勢に問題がある⼈への⾞椅⼦供与のやり⽅
を学びます。 

• 姿勢に問題がある⼈へ⾞椅⼦を供与するには、それに先⽴ち、より多くの教習を積んでおくこと
がたいへん重要です。それは、姿勢、姿勢に問題が⽣じる理由、姿勢に問題がある⼈へ安全に⽀
えを供するやり⽅への、より深い理解が必要だからです。 

  

 
4  [訳注] peer trainers. ⾼度な⾞椅⼦技能を有し, 他のユーザーを教え, ⽀援する教習を受けた活動的な⾞椅⼦ユーザ

ー (⾞椅⼦供与の世界ガイドライン, p.84, コラム 3.10). 
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説明：クララは東ティモールに住んでいます。家の
前にある家族の店で働いています。クララはポリ
オを患っており、家の中を移動し、店で働き、村内
を移動するための⾞椅⼦を求めています。彼⼥は
⽀えなしでもまっすぐに座ることができ、⾃分に
合うよう調整し、フィッティングした⼿動⾞椅⼦
を使っています。 

クララは、基礎レベルのサービスで⾞椅⼦を供給
できる⼈の⼀例です。 

 
説明：イシェーディは 8歳、スリランカに住んでい
ます。脳性⿇痺を抱えており、イシェーディの場合
は⼿⾜、頭、⾸のコントロールに問題があります。
彼⼥は、⽀えなければまっすぐに座れません。 

イシェーディは⾞椅⼦に姿勢⽀持を追加する必要
がある⼈の⼀例です。これは基礎⾞椅⼦サービス
教習プログラムでは教わりません。イシェーディ
には中級あるいは上級のサービスを通して⾞椅⼦
を供給すべきです。 

 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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A.3: ⾞椅⼦による移動 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 

¨ 基礎的な⾞椅⼦の移動技能を安全に⾏なえる。例えば、こぐ、転回、坂の登り下り、
介助による階段の昇り降り、⼀時ウィリーなど。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：A.3: ⾞椅⼦による移動 
¨ 受講者⽤参考書 
¨ 動画：⾞椅⼦の使い⽅を学ぶ 
¨ 動画：⾞椅⼦の移動技能 
¨ ポスター：⾞椅⼦の移動技能 
¨ 受講者のペア（2 ⼈）当たり 1台の⾞椅⼦ 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。 
¨ 教習員がこの授業で⼀時ウィリーを教えてよいのは、教習員にこの技能を実⾏し、学

習中の受講者を監督指導する⾃信がある場合に限る。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、授業計画を読み通す。 
¨ ⾞椅⼦の移動技能練習に適した場所を選ぶ：平坦な区域、坂のある区域、1〜2段の段
差、荒れた地⾯が必要。 

¨ ⾞椅⼦の移動技能に⻑けた⾞椅⼦ユーザーを招き、技能の教授を⼿伝ってもらう。 
¨ 動画を参考に⾞椅⼦の移動技能を⾃分で練習し、技法をやってみせられるようにして

おく。 
¨ ⾞椅⼦がすべて正常に動作し、タイヤに空気が⼊っているのを確かめておく。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. なぜ⾞椅⼦の移動技能は⼤切なのか？ 
3. ⾞椅⼦の移動技能：安全 
4. ⾞椅⼦の移動技能：デモ5と練習 
6. 要点のまとめ 

2 
15 
5 

65 
3 

授業時間計 90 
  

 
5  [原⽂] demonstration. [訳注]「やってみせる・実演する」意味の「デモ」, 以下本書全体を通して同じ. 
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 はじめに（2 分） 

 

説明：この授業では、受講者は⾞椅⼦による基礎的
な移動技能を学びます。これは受講者が⾞椅⼦ユ
ーザーへ、⾞椅⼦で最⼤限に動き回れる⽅法を教
えるのに役⽴ちます。 

 なぜ⾞椅⼦の移動技能は⼤切なのか？（15 分） 

説明：多くの⾞椅⼦ユーザーが、⾃分には動き回るのが難しいところで暮らし、働いています。 

質問：地元の環境にあるものでは、何が⾞椅⼦の使⽤を難しくしていますか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 

• 階段 

• ぬかるんだ地⾯ 

• 砂地 

• 急傾斜 

• 狭いスペース（屋内など） 

• 荒れ地あるいは凸凹な地⾯ 

• 割れた、あるいは平らでない舗道 

• ⾃動⾞など舗道に駐まっている障害物 
 
説明：⾞椅⼦の移動技能教習を受けると、⾞椅⼦ユーザーが独⼒で、あるいは⼿助けを頼んで、こ
うした障害/難関を切り抜けるのに役⽴ちます。 

 

動画を紹介：「⾞椅⼦の使い⽅を学ぶ」：この動画では、サイという少⼥が、
⾞椅⼦の使い⽅を学ぶことで、どう⼈⽣が変わったかを語ります。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 
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質問：サイが学んだ⾞椅⼦技能には何がありましたか？ 

最も重要な答え： 

• ⾞椅⼦の乗り降り 

• 縁⽯/凸起の乗り越え（⾃分の家へ出⼊りするため） 

• 坂の登り下り 

• こぎ⽅ 

 
質問：こうした技能によって、サイの⼈⽣はどう変わりましたか？ 

最も重要な答え： 

• より⾃⽴した。 

• より⾃信がついた。 

• 外出し、学校へ通い、友達を⾒つけ遊べるようになった。 
 

 ⾞椅⼦の移動技能：安全（5 分） 

ポスター「⾞椅⼦の移動技能」を掲⽰せよ。 

説明：⾞椅⼦の移動技能を学び、また教えるさい、安全は⾮常に⼤切です。 

受講者へ質問せよ：⾞椅⼦を扱う際の、主な安全上の注意点としてお話ししたのは何でしたか？ 

最も重要な答え： 

• ⾞椅⼦を乗り降りする時、⾜台の上に⽴たない。 

• ⾞椅⼦のスポークやブレーキに、指を近づけない。 

• 坂の登り下りを練習する時は、後⽅転倒に備え、必ず助⼿に背後へ⽴ってもらう。 

 
説明：この授業では、さまざまな技能を練習します。例えば坂の登り下り、⼀時ウィリー6（駆動輪
だけで⾞椅⼦のバランスを取ること）などです。 

 
6  [原⽂] a partial wheelie, ⽇本では後述の「フルウィリー」と共に「キャスター上げ」「前輪上げ」等と呼ばれる. 
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説明： 

• ⾞椅⼦に乗ってこれらの技能を学んでいる⼈の
背後には、必ず助⼿が⽴っていることを確認し
て下さい。 

• 助⼿は、⾞椅⼦の後ろに寄り添っていなければ
なりません。 

• 助⼿は、⾞椅⼦が後ろへ転ぼうとしたら安定さ
せる⽤意をしていなくてはなりません。助⼿は、
⼿押しハンドルを握ってはなりません。 

• ⾞椅⼦を安全にコントロールできる確信がない
限り、⾞椅⼦ユーザーの階段の昇り降りを介助
してはいけません。不安なら助けを求めなさい。 

 ⾞椅⼦の移動技能：デモと練習（65 分） 

 

動画を紹介：「⾞椅⼦の移動技能」。受講者へ、さまざまな移動技能の動画で
のデモを、注意深く視聴するよう指⽰せよ。動画を視聴したあと練習するの
で、それぞれの技能に注意を払うべきである。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 

 
説明： 

• 受講者には、動画で視聴した⾞椅⼦の移動技能を、フルウィリー7以外練習してもらいます。 

• フルウィリーはより⾼度な技能で、練習が必要です。⾞椅⼦ユーザーが駆動輪でバランスを取れ
るようになると、このワザを使って荒れ地をこぎ越え、坂道、縁⽯、段差をこぎ下ることができ
ます。経験豊かな教習員がいっしょにいない場合、これに挑戦してはなりません。 

• きょう練習する移動技能を学ぶのは、⾞椅⼦ユーザーを相⼿に働く⼈にとってたいへん有益です。
これらを⾃分でできれば、⾞椅⼦ユーザーを教えるのがよりたやすくなります。 

  

 
7  [原⽂] a full wheelie, ⽇本では前述の「⼀時ウィリー」と共に「キャスター上げ」「前輪上げ」等と呼ばれる. 
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活動 
グループ： 受講者を 2 ⼈ずつのグループに分けよ。同じくらいの⾝⻑・体重・体⼒の⼈

どうしを組ませよ。各ペアに 1台ずつ⾞椅⼦を与えよ。 

指導内容： 受講者へ、⾃分の受講者⽤参考書の「⾞椅⼦による移動」の項を参照するよ
う指⽰せよ。以下はペアを組んで練習しなければならないことを説明せよ： 

1. ⼿こぎと転回 
2. 坂の登り下り 
3. 介助による階段の昇り降り 
4. ⼀時ウィリー 
 
受講者へ念押しせよ： 

• 練習には、動画に収められ、受講者⽤参考書に書かれた技法を⽤いる。 

• つねに坂の登り下り、階段の昇り降り、⼀時ウィリーを試みる時は、背後
に⼈がいることを確かめる。 

階段の練習は、引き上げるのを楽に感じる⼈だけが、この操作を⾏なうよう
にする。安全確保のため、注意深くモニター/観察せよ。 

モニター： 各グループの間を巡回し、注意深くモニターして、技法の練習が安全かつ正
確に⾏なわれるようにせよ。 

安全でない練習を⾒つけたら、必ずそのグループを中断させ、安全な⼿順を
復唱させよ。 

必要に応じて技法をやってみせ、訂正せよ（下記の技法を参照）。 

時間： 練習に 50 分、フィードバックに 15 分取っておけ。 
フィードバック： グループを集合させよ。 

教習員は、練習中に技法の共通した間違いに気づいたら、必ず訂正せよ（正
しい技法をやってみせよ）。 

質問：受講者は、移動技能の練習から何を学びましたか？ 

説明：教習プログラムの間、受講者は、授業開始前や昼休みに、⾞椅⼦で⼤
いに練習を重ねて下さい。すっかり⾃信が持てるまで、坂の登り下りや⼀時
ウィリーは、必ずだれかを背後に付けて練習しなさい。 
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教習員への注記：練習では、以下の点を強調せよ。 

⼿
こ
ぎ 

 

• 正しくこげると、労⼒が少なくて済む。 

• ［時計の⽂字盤の］10時から 2時の位置までこぐ。 

• ⻑い、滑らかな動作でこぐ。 

転
回 

 

• ⽚側のハンドリムの前⽅と、反対側の後⽅を握る。 

• 前⽅の⼿で後ろへ、後⽅の⼿で前へ、同時にこぐ。 

登
り
坂 

 

• 前にかがむ：⾞椅⼦の転倒を防⽌するのに役⽴つ。 

• 練習では、安全のため助⼿を後ろに⽴たせる。 

• 停⽌または休憩：⾞椅⼦を横向きに停める。 

下
り
坂 

 

• 後ろへもたれる。 

• ハンドリムを、両⼿の中でゆっくりと滑らせる。 

• 上達した⾞椅⼦ユーザーで「ウィリー」（⾞椅⼦の駆動輪
だけでバランスを保つこと）ができる⼈は、駆動輪だけ
で坂を下りてもよい。これは⾮常に効率がよい。 

介
助
に
よ
り
階
段
を
昇
る 

 

• 後ろ向きに昇る。 

• ⾞椅⼦を駆動輪で⽀えて後ろへ傾け、最初の段差へ押し
当てた位置に置く。 

• 介助者は後上⽅へ引き、⾞椅⼦を転がして昇る。 

• ⾞椅⼦ユーザーは、ハンドリムを後ろへ引いて⼿伝って
もよい。 

• ⼆⼈⽬の介助者は前⽅から⾞椅⼦のフレーム（⾜台では
ない）を持ち、⼿伝ってもよい。 
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介
助
に
よ
り
階
段
を
降
り
る 

 

 

• 前向きに降りる。 

• ⾞椅⼦を駆動輪で⽴つように傾ける。 

• 介助者は駆動輪を転がし、⼀段ずつゆっくり降ろす。 

• ⾞椅⼦ユーザーはハンドリムを使い、⾞椅⼦を操縦して
⼿伝ってもよい。 

• ⼆⼈⽬の介助者は前⽅から⾞椅⼦のフレーム（⾜台では
ない）を持ち、⾞椅⼦を安定させる⼿伝いをするとよい。 

⼀
時
ウ
C
リ
E 

 

• ⾞椅⼦ユーザーには、⼀時ウィリーができるとたいへん
便利である。 

• ⾞椅⼦ユーザーは、前輪を持ち上げて⼩さい縁⽯や⽯、
凸起をやり過ごせる。 

• ⾞椅⼦の駆動輪を、⼿が［時計の⽂字盤の］10時の位置
へ来るまで後ろへ回してから、素早く前にこぐ。 

• キャスター輪が持ち上がるはず。 

• 練習すれば、⼩障害物をやり過ごすのにちょうどよいタ
イミングで、キャスター輪を持ち上げられる。 

• この技能の練習を始める時は、必ず助⼿が⾞椅⼦ユーザ
ーの背後へ⽴つこと。 

5. 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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A.4: まっすぐに座る 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ 「まっすぐに座った」（ニュートラルな座位）姿勢の特徴を、10項⽬以上列挙する。 
¨ まっすぐに座ることが有益な点を、6項⽬以上列挙する。 
¨ 4種類の⾻盤の動きをやってみせる。 
¨ ⾻盤の動きが、どのように座位姿勢を変化させるのか説明する。 
¨ さまざまな座位姿勢を、またそれらがまっすぐに座るのとどう違うかを識別する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：A.4: まっすぐに座る 
¨ 受講者⽤参考書 
¨ 受講者⽤ワークブック 
¨ （あれば）1/2 ⼈体⾻格模型で脊椎、⾻盤、⼤腿⾻があるもの 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況および学習ニーズに合うよう修正せよ。 

¨ この授業は、⾻盤に関する基礎知識を有することが前提である。受講者が⾻盤のラン
ドマーク［⽬印となる部位］を知らない場合は、それを授業または教習プログラムの
前に盛り込む。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、授業計画を読み通す。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. まっすぐに座る/ニュートラルな座位姿勢 
3. ⾻盤は座り⽅にどう影響するか 
4. さまざまな座位姿勢 
5. 要点のまとめ 

2 
20 
10 
25 
3 

授業時間計 60 
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 はじめに（2 分） 
 

説明：ほとんどの⾞椅⼦ユーザーは、⻑時間座って
過ごします。その⾞椅⼦は、単なる移動⽀援具では
ないのです。⼼地よくまっすぐに座る8よう⽀える
ものでもあります。 

この授業の焦点は、座ることです。 

「まっすぐに座る」とはどういう意味で、またどん
な様⼦のことなのか話し合います。そして、まっす
ぐに座ることの有益さについて考えます。受講者
には、まっすぐに座った姿勢と他の姿勢との違い
を⾒極める練習をしてもらいます。また、まっすぐ
に座らないことから起こる問題についても検討し
ます。 

 まっすぐに座る/ニュートラルな座位姿勢（20 分） 

質問：「姿勢」ということばの意味を説明できる⼈はいますか？ 励まして反応を促せ。 
 

説明：「座位姿勢」は多種多様です。 

教室内の受講者の座り⽅がさまざまに異なること
を指摘せよ。 

説明： 

• ⾞椅⼦を供与するさい、⾞椅⼦ユーザーが「まっ
すぐに座る」よう促すことが重要です。 

• 「まっすぐに座る」ことは「ニュートラルな座位
姿勢9」とも呼ばれます。 

グループの希望する⼈に、グループの前で椅⼦に座ってもらう。その⼈に「まっすぐに座る」よう
指⽰せよ。（まっすぐに座っている/ニュートラルな座位姿勢を取っていることを確認）。 

グループに、希望者の姿勢を形容する10よう指⽰せよ。励まして反応を促せ。 
  

 
8  [原⽂] sitting upright 
9  [原⽂] neutral sitting posture 
10  [原⽂] describe 
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最も重要な答え： 

• ⾻盤がまっすぐに起きて⽔平である。 

• 両肩が⽔平で、腕が⾃由に動く。 

• 体幹がまっすぐに起きている。 

• 背中が３つの⾃然なカーブを描く。 

• 頭がまっすぐに起き、⾝体の上でバランス
が取れている。 

• 股関節がほぼ 90度に屈曲している。 

• 脚がわずかに開いて（外転して）いる。 

• 膝と⾜⾸がほぼ 90度に屈曲している。 

• かかとが膝の真下かわずかに前後にある。 

• ⾜がべったり床に着いている。 

 
まっすぐに座っているかどうかの⾒分け⽅ 

横から⾒て確認すること： 

ü ⾻盤がまっすぐに起きている。 

ü 体幹がまっすぐに起き、背中が３つの⾃然なカーブを描
いている。 

ü 股関節がほぼ 90度に屈曲している。 

ü 膝と⾜⾸がほぼ 90度に屈曲している。 

ü かかとが膝の真下かわずかに前後にある。 

ü ⾜が、べったり床あるいは⾜台に着いている。  

正⾯から⾒て確認すること： 

ü ⾻盤が⽔平である。 

ü 両肩が⽔平でリラックスしており、腕が⾃由に動く。 

ü 脚がわずかに開いて（外転して）いる。 

ü 頭がまっすぐに起き、⾝体の上でバランスが取れている。 

 
 
説明： 

• 「まっすぐに座る」座り⽅は、⼀⼈ひとり全く同じではありません。 

• 次のスライドで、主な着眼点をお⾒せします。ただし、あくまでも⽬安です。 

• まっすぐに座っていちばん重要なことは、その⼈がリラックスし、快適で、うまくバランスが取
れていることです。 
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スライドをクリックしながら要点を⽰せ。 
 
説明： 

• 股関節、膝、⾜⾸が、これより多少開いているか
曲がっていても問題ありません。 

• 本⼈はバランスが取れ、快適だと感じていなけ
ればなりません。 

 スライドをクリックしながら要点を⽰せ。 

受講者全員に、ニュートラルな座位姿勢でまっすぐに起きて座るよう指⽰せよ。 

質問：受講者は⽀え（例えば背もたれ）なしで、こういう姿勢で⼀⽇じゅう座れますか？ 

⼤半の答えは「いいえ」であろう。 
 
説明： 

• 椅⼦にしっかりした⽀えがなければ、こうやって⼀⽇じゅう座るのはたいへん⾟いでしょう。 
• だから、⼈は座り⽅をひんぱんに変えるのです。 
• ⾞椅⼦に⼀⽇じゅう座る⾞椅⼦ユーザーには、座⾯、クッション、背もたれ、⾜台でうまく⽀え

て、まっすぐな座位姿勢を保つ必要があります。 
 
質問：まっすぐに座るのは、どういう点で有益なのでしょう？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 
• 健康 
• 安定性 
• 体重の分散 
• 快適さ 

• より活動的 
• 姿勢にまつわる問題の予防 
• ⾃尊⼼と⾃信 
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質問：職員には、⾞椅⼦ユーザーがまっすぐに座るために、どんな⼿助けができるでしょう？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 
• ⾞椅⼦がフィットしていることを確かめる。 
• ⾞椅⼦ユーザーへ、なぜ、可能ならばまっすぐに座ることが重要なのか説明する。 
• ⾞椅⼦ユーザーへ、その⾞椅⼦へまっすぐに座るやり⽅を⽰す。 

 
説明：⾞椅⼦ユーザーが、みなまっすぐに座れるとは限りません。これについては、授業の後半で
お話しします。 

 ⾻盤は座り⽅にどう影響するか（10 分） 

説明：⾻盤は、まっすぐに座るための⼟台です。頑丈で安定した建物にはしっかりした基礎が必要
ですよね。同じように、安定して座るためには、⾻盤は頑丈で安定していなければなりません。 

 

説明： 

⾻盤は、体幹や股関節との関係でさまざまに動き
ます。そうした動きには、次のものがあります： 

• 前⽅へ傾く（⾻盤前傾）11 

 

説明：スライドの図は、⾻盤を横から⾒たところで
す。 

• 後⽅へ倒れる（⾻盤後傾）12 

  
 

11  [原⽂] rolling forward (forward pelvic tilt) 
12  [原⽂] rolling backward (backward pelvic tilt) 
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説明：スライドの図は、⾻盤を後ろから⾒たところ
です。 

• 横へ傾斜する（⾻盤側傾）13 

 

説明：スライドの図は、⾻盤を上から⾒たところで
す。 

• ［上部体幹に対して］回旋する14 

各⾃、両⼿を⾻盤のいちばん上に（腸⾻稜を覆って）当てるよう指⽰せよ。教習員は両⼿を腸⾻稜
に当てながら、それぞれの⾻盤の動きをやってみせよ。受講者にそれを真似るよう指⽰せよ。  

 
13  [原⽂] tilting sideways (lateral tilt) 
14  [原⽂] rotation 
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それぞれの動きの後、受講者に⾃分の⾝体が何を感じたか⾔い表すよう尋ねよ。 

動き 図 ⾝体の変化 
前⽅へ傾く 
（⾻盤前傾）： 
 
 
 
 
  

• 両肩が後ろへ引けながら、⾝体がまっす
ぐに伸びる。 

• ⾻盤の上で脊柱の弯曲が⼤きくなる。 

後⽅へ倒れる 
（⾻盤後傾）： 
 
 
 
 
  

• 両肩が前に寄りながら⾝体が丸まる。 

横へ傾斜する 
（⾻盤側傾）： 
 
 
 
 
  

• ⾝体が横に曲がる。 

回旋する 
 
 
 
 
 
  

• ⾝体の他の部分も回旋する。 

 
質問：それぞれの姿勢を保っていると、どんな感じがしますか？受講者がはっきり分からない場合
は、それぞれの動きをくり返し、その姿勢を保ってどんなぐあいか感じるよう指⽰せよ。 

励まして回答を促せ。  

横から⾒た⾻盤 

横から⾒た⾻盤 

後から⾒た⾻盤 

上から⾒た⾻盤 
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最も重要な答え： 

• 不快 

• 動きづらい 

• 体重が均等にかからない 

• 腕を使った活動が難しい 

• 呼吸しにくい 

• くたびれる 

• 腹部の圧迫感15 

• バランスを取りにくい 
 
説明：まっすぐに座っている時は、⾻盤もまっすぐに起きて（あるいはわずかに前傾して）⽔平に
なっています。⾻盤がまっすぐに起きていなければ、まっすぐには座れません。 

 さまざまな座位姿勢（25 分） 

活動 
グループ： 各グループ 2〜3 ⼈ 
指導内容： 各グループへ指⽰せよ： 

• 受講者⽤ワークブック中のワークシートにある、さまざまな姿勢をじっく
り観察しなさい。 

• その姿勢が、まっすぐに座っているのとどう違うか書き出しなさい。 

• まっすぐに座ったところの、正⾯からと横からみた特徴を考えなさい。 

モニター： 各グループをモニターし、必要に応じて補助せよ。 
時間： 10 分取っておけ。 
フィードバック： それぞれの姿勢のスライドを⼀枚ずつ映せ。各グループへ（順番に）、映して

いる姿勢とまっすぐな座位姿勢との違いを報告するよう指⽰せよ。受講者
へ、まだ書き出していなかった点があれば、すべてワークシートへ追記する
よう指⽰せよ。 

 

 

教習員への注記：最も重要な答え： 

• ⾻盤が⽔平でない（右側が⾼い）。 
• 肩が⽔平でない（左側が⾼い）。 
• 体幹が⽚側へ弯曲している。 
• 右脚が内旋している。 
• 右⾜⾸が回内している16。 
• 左⾜⾸が回内している。 

  
 

15  [原⽂] pressure on insides 
16  [原⽂] turned in 
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教習員への注記：最も重要な答え： 

• ⾻盤が後ろへ傾いている。 
• 体幹が（前へ弯曲して、⽚側へ、ねじれて）崩れ

ている。 
• 肩が⽔平でない。 
• 頭が後ろへ倒れ、顎が前へ突き出ている：⾻盤の
上でバランスが取れていない。 

• 膝がニュートラル17［ほぼ 90 度］まで曲がって
いない。 

• ⾜⾸がニュートラル 17［ほぼ 90度］に曲がって
いない。 

• ⽚腕を両脚の間に置き、⽚腕を⼿押しハンドル
の後ろに掛けている。つまり⾞椅⼦ユーザーは
⾞椅⼦上で安定していない。 

 

教習員への注記：最も重要な答え： 

• ⾻盤がまっすぐに起きていない（後ろへ傾いて
いる）。 

• 体幹が前へ丸まっている。 
• 両肩が前⽅へ丸まっている。 
• ⾻盤の上で、頭のバランスが取れていない。 
• 顎が前へ突き出ている。 

説明： 

• いま受講者が⾒てきた 3 つの例は、「まっすぐに座る」のとは異なる姿勢を⽰しています。これ
らの姿勢は「固まって18」いることもあります。それは矯正できないという意味です。また、姿
勢が柔軟な⼈もいます。これは、⽀えればまっすぐに座れるという意味です。 

•  (⽀えても)まっすぐに座れず、そうでない姿勢で固まっている場合はそれに「形を合わせて19」、
⾞椅⼦を改造して⽀えられる場合もあります。この教習プログラムでそのやり⽅は扱いません20。 

 
質問：まっすぐに座らないと、どんな問題が起きるでしょうか？励まして回答を促せ。  

 
17  [訳注] p.46「まっすぐに座っているかどうかの⾒分け⽅」を参照.  
18  [原⽂] fixed 
19  [原⽂] accommodated 
20  [訳注]「中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ」の内容. 
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最も重要な答え： 

• 褥瘡が起こる。 

• 時間を経ると、ユーザーの⾝体がまっすぐ
でない別の姿勢で固まり、再びまっすぐに
座れなくなる。 

• ⾒るために頭や⾸を動かしづらくなり、も
のごとがやりづらくなる。 

• 呼吸しづらくなり、消化に影響を及ぼす。 

• 疲労が増す。 

• 飲み込みが難しくなる。 

• 不快感や痛みが起きる。 

• バランスを取りづらくなる。 

• 腕や⼿を使いづらくなる。 

• 筋攣縮21［きんれんしゅく］や筋⾁の硬直といっ
た問題が、さらに起こる。 

• ⾃尊⼼が萎える。 
 

 

スライドで⽰している、まっすぐに座らないこと
で起こりうる問題を列挙せよ。 

 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 

  

 
21  [原⽂] spasms 
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A.5: 褥瘡 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ 褥瘡［じょくそう］の 4 つのステージを列挙する。 
¨ 褥瘡がある⼈を、どんな場合に専⾨家の⽀援へ紹介・相談すべきか認識する。 
¨ ⾞椅⼦ユーザーが褥瘡への処置を受けられる、現地のサービスを列挙する。 
¨ 褥瘡の主な原因を、3 つ列挙する。 
¨ ⾞椅⼦ユーザーの、主な褥瘡の発⽣部位を特定する。 
¨ 褥瘡の危険因⼦を列挙する。 
¨ ⾞椅⼦ユーザーが、褥瘡を予防するための⽅法を列挙する。 
¨ 除圧動作を、2通りやってみせる。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：A.5: 褥瘡 
¨ 受講者⽤参考書 

¨ 動画：褥瘡にまつわる証⾔  
¨ ポスター：褥瘡 
¨ 受講者の 2 ⼈（1ペア）ごとに 1台の（クッションをしつらえた）⾞椅⼦ 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ 褥瘡を被ったことのある⾞椅⼦ユーザーを招き、その体験談を受講者に語って頂く。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 

¨ ⾞椅⼦ユーザーが褥瘡を処置してもらえる現地サービスの⼀覧を準備する。受講者が
遠⽅から教習に参加する場合は、受講者にその情報を持参するよう依頼するとよい。 

¨ 褥瘡の経験がある⾞椅⼦ユーザーを、その体験談を語って頂くために招く。 
¨ この授業⽤プレゼンのスライド 6［p.57 を参照］へ、連絡先の⼀覧を⼊⼒しておく。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. 褥瘡 
3. いつ、どこで⽀援を受けるか 
4. 褥瘡の原因は何か？ 
5. 褥瘡の危険因⼦ 
6. どうすれば褥瘡を予防できるか？ 
7. 褥瘡をめぐる証⾔ 
8. 除圧動作 
9. 要点のまとめ 

2 
5 
5 

10 
10 
10 
5 

10 
3 

授業時間計 60 
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 はじめに（2 分） 

 

説明：この授業では、褥瘡について話し合います。
⾞椅⼦ユーザーのだれもが、褥瘡発⽣の危険22を抱
えているわけではありません。しかし褥瘡が起き
てしまったら、その転帰はたいへん深刻です。 

 褥瘡（5 分） 

ポスター「褥瘡」を掲⽰せよ。 

質問：褥瘡を⾒たことがある⼈はいますか？⼿短かに話し合え。 
  

 
22  [原⽂] risk of developing a pressure sore 
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説明： 

• 褥瘡が⼤きいほど、⾞椅⼦ユーザーへ深刻な問
題をもたらします。 

• 褥瘡のために、⻑期間ベッド上で休養が必要に
なることもあります。 

• 褥瘡が感染すると、感染が⾎液や⼼臓、⾻へ広が
ることがあります。このため、重い病気や死に⾄
ることもあります。 

説明：褥瘡の発⽣と悪化には、4つのステージ（段階）があります。 

 

説明： 

• ステージ 1 は⽪膚の⾚斑や⿊斑です。発⾚や変
⾊が、圧⼒を取り除いた後も 30 分以内に消えな
くなります。 

• ステージ 2 は浅い傷で、⽪膚の表層が剥け始め
るか、⽔疱（⽔ぶくれ）ができます。 

• ステージ 3 は深い傷で、⽪膚のすべての層が失
われます。 

• ステージ 4は⾮常に深い傷で、筋⾁や、時にはそ
の下の⾻にまで広がります。 

 

質問：褥瘡がいちばん起こりやすいのはどこでし
ょうか？励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 

• 座⾻ 
• 尾⾻ 
• 脊椎下端（仙⾻） 

• 寛⾻ 
• 肩甲⾻ 
• 脊椎 
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 いつ、どこで⽀援を受けるか（5 分） 

質問：ステージ 1の褥瘡がある⾞椅⼦ユーザーへ、職員はどんな助⾔をすべきでしょうか？ 

励まして回答を促し、正解を補強（あるいは解答）せよ。 

最も重要な答え： 

• ステージ 1 の褥瘡がある、あらゆる⼈について： 

o その部位から、ただちに圧⼒を取り除く。 

o ⽪膚が完全に治るまで、圧⼒を加えない。 

• そのため、（褥瘡の部位によっては）ベッドで休養する場合もある。 

• 原因を特定し、それに対処する。 

• ⾞椅⼦ユーザーへ、褥瘡がどうやってでき、今後どうやって防ぐか教える。 
 
質問：ステージ 2〜4の褥瘡がある⾞椅⼦ユーザーへ、職員はどんな助⾔をすべきでしょうか？ 

励まして回答を促し、正解を補強（あるいは解答）せよ。 

最も重要な答え： 

• ステージ 1 でやるべきことを⾏なう。 

かつ 

• 褥瘡を治療してもらうよう、経験豊かな保健医療従事者へ紹介・相談する。 

傷⼝が開いた褥瘡は、洗浄とドレッシングを施し、治癒しているか、また感染していないか注意
深く観察して確かめる必要がある。 

ステージ 4 では、⼿術が必要な場合もある。 

 
                         
［訳注：原著には収録されていないが、教材⽤プレゼンテーションには含まれているスライド］ 
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 褥瘡の原因は何か？（10 分） 

説明：褥瘡の主な原因として、次の三つがあります。 

 

スライドを読み上げよ。 

説明：それぞれの原因を、詳しく⾒て⾏きます。 

 

説明：圧⼒ 

• 褥瘡は、同じ姿勢で座るか横になったまま動か
ないで過ごす時間が⻑すぎると、⽪膚への圧⼒
によって起こります。 

• 褥瘡は、脊髄損傷がある⼈の主な死亡原因の⼀
つです。 

受講者へ⾃分の両⼿の上に座り、座⾻からの圧⼒
を感じるよう指⽰せよ。 

質問：この格好で、動かないで⻑時間座っていると
何が起きるでしょうか？ 

答え： 

• ⾝体の同じところがずっと圧⼒を受けるために、すぐ不快になる。 

 

 

説明：摩擦 

• 摩擦とは、⽪膚が絶えず擦れ続けることです。例
えば、⾞椅⼦が動く時に駆動輪/ひじ掛けの上で
腕が擦れて、褥瘡を引き起こすことがあります。 

• 摩擦は、⾞椅⼦ユーザーに感覚がない場合、特に
問題となります。 

• 衝撃は、⾞椅⼦ユーザーが移乗する時や⾞椅⼦
に乗って動き回る時に起こります。 
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説明：剪断23［せんだん］ 

• 剪断とは、静⽌した⽪膚が、⾻や筋⾁の動きにつ
れて引き伸ばされ、あるいは挟まれることです。 

受講者へ再び⾃分の両⼿の上に座り、⾻盤を後傾
させ、⼿の上を座⾻が動く感触に注意するよう指
⽰せよ。 

例えば、⾞椅⼦ユーザーが「ずっこけた」姿勢で⾞
椅⼦に座ると、⾻盤が後傾した時の座⾻、あるいは
背中の⾻が⽪膚を背もたれへ圧し付けることによ
る剪断で、⽪膚を損傷することがあります。 

 褥瘡の危険因⼦（10 分） 

 

説明： 

• 褥瘡の三⼤原因と並んで、褥瘡が起こる機会を
増やす、多くの要因があります。それらを「褥瘡
の危険因⼦24」と呼びます。 

質問：褥瘡の危険因⼦を挙げられる⼈はいます
か？ 

励まして回答を促せ。 

 
最も重要な答え： 

• 感覚がない（感覚の低下） 

• 動けない 

• 汗、⽔分、失禁からの湿気 

• 栄養不良および⽔分摂取不⾜ 

• ⽼化 

• 体重（低体重や過体重） 

• 不良姿勢 

• 以前あった25か、現在ある26褥瘡 

• 外傷・衝撃・打撃 

• 熱/発熱 

• ⾍刺され 

  

 
23  [原⽂] shear 
24  [原⽂] pressure sore risk factors 
25  [原⽂] previous 
26  [原⽂] current 



基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ  

 60 

 

説明：覚えておくべき最も重⼤な危険因⼦は： 

• 感覚がない（感覚の低下）、 
• 動けない、 
• 汗、⽔分、失禁からの湿気、 
• 不良姿勢、 
• 以前あったか、現在ある褥瘡、 
• 栄養不良や⽔分摂取不⾜、 
• ⽼化、 
• 体重（低体重や過体重）です。 

説明： 
• いちばん重⼤な危険因⼦は、感覚がないことです。感覚がない⼈は、圧⼒を感じません。これは、

その⼈が圧⼒緩和のために姿勢を変えないということです。 

• 臀部、座部、脚に触れても感覚がない、あるいは感じにくい⼈には、みな褥瘡発⽣の危険があり
ます。 

• 脊髄損傷がある⼈の多くは、損傷部位より下の感覚がありません。これは、褥瘡発⽣の危険を意
味します。脊髄損傷がある⼈は、腸や膀胱を制御できないこともあります。失禁を管理する⽅法
がない場合は、湿気が増すため危険が⾼まります。 

 

 

説明： 

• ⾞椅⼦サービス職員は、褥瘡の危険因⼦を知っ
ておく必要があり、それで褥瘡発⽣の危険があ
る⾞椅⼦ユーザーを特定できます。 

• 危険因⼦を調べることは、⾞椅⼦事前評価の⼀
部です。 

o 感覚がない⼈には、みな褥瘡発⽣の危険があ
ります。 

o 他の危険因⼦を 3つ以上持つ⼈には、みな褥
瘡発⽣の危険があります。 
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いっぱんに圧⼒で傷めやすい部位： 

           横から⾒て                    後ろから⾒て 

                
 

 どうすれば褥瘡を予防できるか？（10 分） 

 

説明： 

• ⾞椅⼦サービス職員は、⾞椅⼦ユーザーが褥瘡
を予防する⼿助けができます。 

• 予防することで、⻑期⼊院、⾞椅⼦ユーザーが⾞
椅⼦を使えなくなること、そして死を防ぐこと
ができます。 

• 褥瘡予防には、次のさまざまな⽅法があります。 
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説明：除圧クッションを⽤いる 

• 除圧クッションは、圧⼒を緩和します。 

• 褥瘡発⽣の危険があるすべての⼈には、除圧ク
ッションを与えるべきです。 

 

説明：まっすぐに座る 

• まっすぐに座ると、体重が均等に分散されます。
これは⾻ばった部位の下の圧⼒を減らし、圧⼒
による褥瘡を抑えます。 

• まっすぐに座るのは、剪断が起こす褥瘡を避け
るのにも役⽴ちます。 

• ⾞椅⼦を正しくフィットさせなさい。これは、⾞
椅⼦ユーザーがまっすぐに座るのを助けます。 

• ⾞椅⼦ユーザーには、まっすぐに座ることがな
ぜ重要なのか教えなさい。 

 

説明：除圧動作27を⾏なう 

• 規則的な除圧は、褥瘡を予防するうえで効果的
です。 

• 除圧のやり⽅は、この授業の後半で、さらに詳し
く取り扱います。 

 
27  [原⽂] pressure relief techniques 
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説明：よい⾷事をし、たくさん⽔を飲む 

• 新鮮な野菜、果物、⾁などのバランスが取れた⾷
事は、褥瘡を防ぎます。 

• ⽔をたくさん飲むと、⽪膚が健康に保たれ褥瘡
を防ぎます。 

• ⾞椅⼦ユーザーの⾷事が気にかかる場合は、⽀
援できるサービスへの紹介・相談を検討しなさ
い。 

 

説明：摩擦を避ける 

• ⾞椅⼦が正しくフィットし、かつ⾓が⽴ってい
ないことを確かめなさい。 

• 感覚がない⾞椅⼦ユーザーには、⾝体のどの部
分も⾞椅⼦と擦れていないことを確かめるよう
教えなさい。 

• ⾞椅⼦ユーザーへ、⾞椅⼦を乗り降りする時に
は気を付けるよう教えなさい。 

 

説明：湿気を避ける 

• ⾞椅⼦ユーザーには、濡れたか汚れた服はすぐ
着替え、また濡れたクッションを使わないよう
指導すべきです。 

• 膀胱や腸の管理技法は、湿気の問題を減らしま
す。 

• 失禁の問題がある⾞椅⼦ユーザーは、⽀援でき
るサービスへ紹介・相談しなさい。 
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説明：毎⽇⽪膚を点検する 

• 褥瘡はたちまち悪化します。重要なことは、褥瘡
を素早く発⾒し対処することです。 

• 褥瘡の危険がある⾞椅⼦ユーザーには毎⽇⽪膚
を点検するよう奨励しなさい。⾃分で鏡を⽤い
て調べても、家族に調べてもらってもよいです。 

• もし⽪膚に⾚斑や⿊斑（ステージ 1の褥瘡）を⾒
つけたら、ただちにその部位を除圧すべきです。 

 
説明：横になるか座っている間は規則的に体位を
変える 

• 規則的な体位変換は、除圧に役⽴ちます。 

• 例えば、座位から臥位への体位変換などです。 

• これは、褥瘡の危険因⼦をいくつも抱える⼈や、
褥瘡が癒えたばかりの⼈には、特に重要です。 

• ⾃分で体位を変えられない⼈には［褥瘡発⽣の］
危険があります。 

 褥瘡をめぐる証⾔（5 分） 

 

動画「褥瘡をめぐる証⾔」を紹介せよ。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 

 除圧動作（10 分） 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーは、⾞椅⼦に座りながら、座⾻からの圧⼒を緩和できます。 
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• そのやり⽅は、⾞椅⼦ユーザーの体⼒やバランスによって変わります。 
• この教習プログラムでは、安全な除圧⽅法を 2通り教えます。それは前にかがむ⽅法と、左右に
傾く⽅法です。 

• ⾞椅⼦サービス職員は、あらゆる褥瘡発⽣の危険がある⾞椅⼦ユーザーへ、除圧⽅法を最低ひと
通り教える必要があります。 

 
活動 
グループ： 受講者へ、ペアを組んで分かれるよう指⽰せよ。 
指導内容： 各ペアへ 1台、⾞椅⼦を与えよ。 

各ペアへ、教習員が⾒える位置へ来るよう指⽰せよ。 

それぞれの⽅法をやってみせ、異なるユーザーには違う⽅法が有効であるこ
とを説明せよ。 

受講者へ、各⽅法をそれぞれの実演のすぐ後に練習するよう指⽰せよ。 

モニター： 注意深くモニターし、必要に応じて訂正せよ。 
時間： 10 分取っておけ。 

 
教習員への注記：⾞椅⼦ユーザーには、両腕で⾝体を持ち上げて除圧する⼈もいる。⽪膚へのじ
ゅうぶんな⾎流を取り戻すには、⾞椅⼦ユーザーはこの姿勢を 2 分間保持しなければならない。
これにはかなりの体⼒が必要で、肩に負担がかかる。加えて⾞椅⼦ユーザーは、腰を下ろす時に
体重を慎重にコントロールできる必要がある。勢いよく座ると、⽪膚を損傷する可能性があるた
めだ。以上の理由から、本教習プログラムではこの⽅法は教えていない。 
 

前にかがむ： 
あらゆる⾞椅⼦ユーザー
に適する⽅法。 
あらゆる⾞椅⼦ユーザー
へ、この⽅法を⽇中ひん
ぱんに⾏なうことを強く
勧める。 

⾃⼒で：バランスおよび体⼒に
優れた⼈向け 

 

介助して：バランスや体⼒に乏し
い⼈向け 
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左右へ傾く： 
体⼒やバランスに制約が
ある⾞椅⼦ユーザーに適
した⽅法。 

 

腕を⼿押しハンドルに引っかけて
⽀える。 

 

 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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A.6: 適正な⾞椅⼦ 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ ⾞椅⼦が「適正」であるための要素を、4 つ以上述べる。 
¨ ⾞椅⼦ユーザーの座り⽅に影響する⾞椅⼦部材を識別する。 
¨ さまざまな⾞椅⼦部材が、どう⾞椅⼦ユーザーの特定のニーズに応えるのか説明する。 
¨ 他の種類よりも屋外や荒れ地に適した⾞椅⼦を識別する。 
¨ ⾞椅⼦ユーザーに最適な⾞椅⼦を、そのニーズを考慮しながら提案する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：A.6: 適正な⾞椅⼦ 
¨ 受講者⽤参考書 
¨ 受講者⽤ワークブック 
¨ 動画：私にとって適正な⾞椅⼦とは何か 
¨ 動画：⾞椅⼦ユーザーのニーズを満たす 
¨ 動画：⾞椅⼦ユーザーの環境に合う 
¨ 各種 1台以上の、現地で⼿に⼊る⾞椅⼦の⾒本 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。 

¨ 受講者の地元で⼿に⼊る⾞椅⼦が 1〜2 種類しかない場合は、同じ種類の⼿に⼊る⾞
椅⼦を何台か⽤意し、各グループが 1台の⾞椅⼦を⼿がけるようにする。より幅広い
種類の⾞椅⼦については、代わりにさまざまな⾞椅⼦のポスターを掲⽰してよい。 

¨ 必要ならば、紹介事例を現地の状況に適合させる。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 
¨ 屋外で、荒れ地の区域（例：砂利道、砂地、凸起）、および受講者が荒れ地でこぐのを
観察し合うのにじゅうぶんなスペースを選んでおく。暑ければ⽇陰が理想的。 

¨ ⾞椅⼦がすべて動作し、どの⾞椅⼦にもクッションが付いているのを確かめておく。 
¨ 受講者の 1 ⼈にフィットするよう、⾞椅⼦を 1台調整しておく。 
¨ ⾞椅⼦を教室の前⽅にきちんと並べておく。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. 「適正な⾞椅⼦」の定義 
3. ⾞椅⼦ユーザーのニーズを満たす 
4. ⾞椅⼦ユーザーの環境に合う 
5. 適切にフィットし姿勢を⽀える 
6. ⾞椅⼦をユーザーのニーズへマッチさせる 
7. 要点のまとめ 

2 
10 
30 
30 
15 
30 
3 

授業時間計 120 
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 はじめに（2 分） 

 

説明：この授業では、⾞椅⼦の主な種類、それか
ら⾞椅⼦に⾒られる、さまざまな特⾊のいくつか
を⾒て⾏きます。 

「適正な⾞椅⼦」についての理解を、より深めて
⾏きましょう。 

［適正な］⾞椅⼦とは： 

• ⾞椅⼦ユーザーのニーズを満たし、 
• ⾞椅⼦ユーザーの環境に合い、 
• ⾞椅⼦ユーザーとよくマッチし、 
• 姿勢をしっかりと⽀え（⾞椅⼦ユーザーがまっ

すぐに座るのを助け）、 
• 地域でメンテナンスや修理ができるものです。 

 「適正な⾞椅⼦」の定義（10 分） 

 

動画を紹介：「私にとって適正な⾞椅⼦とは何か」：この短い動画では、経験
豊富な⾞椅⼦ユーザーのファウスティーナが、彼⼥にとって適正な⾞椅⼦と
は何なのかを説明します。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 

 ⾞椅⼦ユーザーのニーズを満たす（30 分） 

質問：⾞椅⼦ユーザーが、⾞椅⼦を使うに当たってやらなければならないことは何でしょうか？ 

励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 

• ⾞椅⼦に乗り降り（移乗）する。 

• ⾞椅⼦をこぐ。 

• 収納または輸送のため、⾞椅⼦を折りたたむ。 

• 活動する（例えば、仕事、家事、友⼈と過ごす、トイレへ⾏く、洗濯、⾝⽀度、⼾⼝を通り抜
ける、テーブルや机の下へ⼊り込む）。 
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説明：適正な⾞椅⼦とは、⾞椅⼦ユーザーが、や
りたいことを楽にやれるようにするものでなけ
ればなりません。⾞椅⼦ユーザーがやりたいこと
をどれだけ楽にやれるかに影響する、⾞椅⼦の特
⾊のいくつかを⾒て⾏きましょう。 

 

3.1 移乗 

⾞椅⼦の乗り降り 

説明：⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦を乗り降りするやり⽅は、さまざまです。乗り降りのやり⽅に影響
する⾞椅⼦部材には、次の３つがあります。 

 

説明：（クリックして各部材への⽮印を表⽰） 

• ひじ掛け［またはサイドガード］ 

• ⾜台 

• ブレーキ 

 

説明： 

• 着脱式ひじ掛け、あるいは駆動輪のへりに沿っ
た形状のひじ掛け［またはサイドガード］は、⾞
椅⼦に対して横⽅向に乗り降りする⾞椅⼦ユー
ザーには使いやすいものです。 
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説明： 

• ⽴ち上がって⾞椅⼦を乗り降りする⼈には、⽴
ち上がる⽀えとしてひじ掛けが必要です。 

• 動線を塞がない⾜台28は、⽴ち上がって乗り降り
する⼈には便利です。 

• 床へ移乗したい場合、着脱式⾜台が好まれるこ
ともあります。 

  

説明： 

• ブレーキは、あらゆる⾞椅⼦ユーザーにとって
重要です。⾞椅⼦を、乗り降りのあいだ静⽌させ
るために不可⽋だからです。 

 

3.2 ⾞椅⼦をこぐ 

説明：⾞椅⼦の部材で、ユーザーがどれだけうまく⾞椅⼦をこげるかに影響するのは： 

 

説明：（クリックして各部材への⽮印を表⽰） 

• ひじ掛け、 

• 背もたれ、 

• ハンドリム、 

• ⼿押しハンドル、そして 

• ⾞椅⼦の全体重量も、ユーザーがどれくらいう
まくこげるかに影響します。 

  

 
28  [原⽂] Footrests which can be moved out of the way. [訳注] 跳ね上げ式・開き式・着脱式などが含まれる. 
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説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーがハンドリムへ⼿を伸ばして
楽にこぐためには、伸ばした⼿が、ひじ掛けの
上を楽に越せる必要があります。 

• スライドの⾞椅⼦ユーザーは、⼿がハンドリム
へ簡単には届きません。ひじ掛けが⾼すぎるか
らです。 

 

説明： 

• 背もたれ⾼［原⽂：backrest height］は、⾞椅⼦
のこぎやすさに影響します。 

• 背もたれが⾼すぎると、⾞椅⼦ユーザーは腕や
肩を動かしてこぐのが難しくなります。 

• スライドの⾞椅⼦ユーザーは、背もたれが⾼い
ので、⾃⼒でこぐのが困難です。 

 

説明： 

• 背もたれが低いと、⾞椅⼦ユーザーは肩を⾃由
に動かしてこげます。 

• うまく座れてバランスのよい⾞椅⼦ユーザー
には、この⾼さの背もたれが合います。 

 

説明： 

• ⼿でこぐ⾞椅⼦ユーザーの場合、駆動輪（ハン
ドリム）への⼿の届きやすさが、こぎやすさに
影響します。 

• この⼥性は、こいでいる最中の様⼦です。彼⼥
の⼿が、どれだけ楽に駆動輪（ハンドリム）へ
届いているかに注⽬して下さい。 
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説明： 

• ⼀般的な⽬安として、駆動輪は⾞椅⼦ユーザー
がハンドリムの頂部を握って、ひじが直⾓に曲
がる位置にします。 

• 駆動輪の位置が後ろすぎると、⼿がハンドリム
へ届きにくくなります。そのため⾞椅⼦ユーザ
ーは、こぐとくたびれます。 

 

説明： 

• 駆動輪の位置を調節できる⾞椅⼦もあります。 

• 駆動輪の位置は、⾞椅⼦をこいでどれだけ容易
にウィリーができるかに影響します。 

• ウィリーは、荒れ地の⾛⾏や縁⽯の上がり下り
に有効です。 

• 駆動輪を前⽅へ移すと、こいでウィリーをやる
のが楽になります。駆動輪を後⽅へ移すと、こ
いでウィリーをやるのは難しくなります。ただ
しより安定します。 

 
説明： 

• ⾜でこぐ⾞椅⼦ユーザーもいます。 

• この⽅法で効率よくこげるのは、ユーザーが座
ると背もたれが⾻盤をしっかりと⽀え、両⾜を
べったり床に着け29られる場合です。 

• こうした⾞椅⼦ユーザーには床から（クッショ
ンを含む）座⾯までの⾼さが⾮常に重要です。 

• 動線を塞がない⾜台も必須です。 

• ⾜でこぐユーザーには、こぐあいだ前にかがめ
るようテーブルやひじ掛けを望む⼈もいます。 

  

 
29  [原⽂] feet flat on the floor 
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説明： 

• 重い⾞椅⼦を動かすには⼒が要ります。うまく設計してバランスのよい⾞椅⼦であれば、重量は
さほど悪影響を及ぼしません。 

• ⾞椅⼦の重量が特に問題となるのは、⼦どもの場合です。⾞椅⼦が重いと、⼦どもには取り回し
が難しくなります。 

  
説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーには、⾃分でこげないため介助
が必要な⼈もいます。 

• ふだんは⾃分でこぎ、たまに補助を必要とする
⾞椅⼦ユーザーもいます。例えば、階段を昇り降
りするとか、荒れ地を越える場合です。 

• 頑丈な⼿押しハンドルは、他の⼈がユーザーを
補助するのに役⽴ちます。ユーザーが⼦どもの
場合、⼤⼈が⼦どもを補助するには⾼い⼿押し
ハンドルが楽です。 

 

3.3 ⾞椅⼦の折りたたみ 

説明：折りたためる⾞椅⼦は、収納や輸送に便利です。⾞椅⼦の折りたたみ⽅には、⼤きく２通り
あります。 

 

説明： 

• クロス型折りたたみフレーム30の⾞椅⼦は、両側
⾯を合わせて折りたたみます。駆動輪を取り外
せるものもあります。 

• クロス型折りたたみフレームの⾞椅⼦は、狭い
⼾⼝を「狭めて31」通す必要がある⾞椅⼦ユーザ
ーには便利です。 

• 輸送のために、クロス型折りたたみフレームの
⾞椅⼦を好む⼈もいます。 

• クロス型折りたたみフレームの短所は、折りた
たみ機構が剛性を落とし、⾞椅⼦が不安定にな
ることです。そのため、こぎづらくなります。 

 
30  [原⽂] cross-folding frame 
31  [原⽂] ʻsqueezeʼ 
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説明： 

• リジッドフレーム32の⾞椅⼦には、折りたためる
ものもあります。背もたれを倒して折りたたみ、
駆動輪は取り外します。 

• リジッドフレーム、クロス型折りたたみフレー
ムの両⽅に⻑所と短所があります。最良の選択
は、⾞椅⼦ユーザーの⽣活様式、乗り物の乗り降
りのやり⽅、個⼈的好みによって変わります。 

 
活動 
グループ： 各グループ 3 ⼈ 
指導内容： 各グループに、部屋にあるさまざまな⾞椅⼦の、折りたたみ⽅を⾒つけ出す

よう指⽰せよ。 

モニター： 全員、いろいろな⾞椅⼦の折りたたみと復元ができることを確かめよ。必要
ならばやり⽅を訂正せよ。 

時間： 5 分取っておけ。 
 

3.4 活動をやりこなす 

説明：⾞椅⼦のいくつかの特⾊は、⾞椅⼦ユーザーの活動しやすさに影響します。そのいくつかは、
すでにお話しした通りです。例えば、ユーザーにとって⾞椅⼦のこぎやすさは、活動への参加しや
すさに影響します。次に他の例を挙げます。 

 

説明： 

• ⾞椅⼦の全⻑33は、狭い場所での使いやすさ、ある
いは使いにくさに影響します 

• 全⻑とは、⾞椅⼦の最後端から最前端までの⻑さ
です。 

受講者へ尋ねよ：教室にある⾞椅⼦で、全⻑がいち
ばん⻑いのはどれでしょうか？ 

 
32  [原⽂] rigid frame, [⽤語集] 固定式 
33  [原⽂] overall length 
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説明： 

• ひじ掛けが⾼いと、ユーザーにはテーブルや机の
近くへ寄せるのが難しくなります。 

 
説明：主要な留意事項として、最適な⾞椅⼦を選ぶ際には、そのユーザーには何をする必要がある
のか、考えることが重要です。 
 

 

動画「⾞椅⼦ユーザーのニーズを満たす」を紹介。 

受講者へ、注意深く視聴し、動画に登場する⼈びとが仕事や活動をやりこな
すのに役⽴つ、⾞椅⼦のさまざまな特⾊を⾒つけておくよう指⽰せよ。動画
の後で、それについて話し合うことを説明せよ。 

動画を上映。 

 
説明：動画では、数多くのさまざまな⾞椅⼦ユーザーが、さまざまな種類の⾞椅⼦を使い、さまざ
まな活動をやれていましたね。 

質問：どんな活動がありましたか？ 
 
答えの例： 
• 仕事（事務所、スーパー、張り布⼯房で） 
• ダンス 
• ⾃動⾞の乗り降り 
• （⺟親や⽝との）散歩 
• バスケットボールをする 

 
質問：ロジャーがスーパーでの仕事をできるために役⽴つ、⾞椅⼦の特⾊には何がありましたか？
励まして回答を促せ（下記、教習員への注記を参照）。 

質問：動画の、⾞椅⼦ユーザーのニーズに合わせた⾞椅⼦の特⾊で、他の例を挙げられる⼈はいま
すか？励まして回答を促せ：必要なら動画の中のさまざまな⼈物について思い出させ、再上映せよ。 

質問：もっと例を挙げられる⼈はいますか？励まして回答を促せ。 
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教習員への注記： 
• ⾞椅⼦ユーザーの全員について説明する必要はない。 
• 下に、教習員が受講者から出そうな質問へ答えるための、動画中の⾞椅⼦ユーザーに関する
要約を⽰す。 

⾞椅⼦ユーザー ⾏なった活動 役⽴つ⾞椅⼦の特⾊ 
ロジャー スーパーで仕事：品

出し 
• ホイールベースが短いため、狭い場所で棚へ近寄り、

⾞椅⼦を操縦しやすい。 

• 駆動輪がこぎやすい位置にあり、背もたれが低い（ロ
ジャーにさらに⾼い背もたれは不要）ため、ロジャー
は効率よくこげる。 

• ひじ掛けがないので、ロジャーは膝に物を置いて活
発に動きやすい。 

ルアン ⺟親、⽝と散歩 • ⼿押しハンドルは、⺟親が押しやすい⾼さ。 

• ルアンの⾞椅⼦には姿勢⽀持が追加（細かく⽴ち⼊
らないこと34）され、⼼地よく安定して座れる。 

ジェイムズ（14
番）とチーム仲
間 

⾞椅⼦バスケット
ボールをする 

ジェイムズとチーム仲間が使っているのは、特製のスポ
ーツ⽤⾞椅⼦である。その特⾊は： 

• 駆動輪のハの字型の⾓度35（安定性を増す）。 

• 細い駆動輪（スピードを増す）。 

• ⼩さい前⽅キャスター輪（重量を減らし、スピードを
増す）。 

• 下腿および/または⼤腿のベルトがあると⾞椅⼦ユー
ザーが安定し、かつ安全になる。 

• 背もたれが低いと、スポーツをするさい、たいへん⾃
由に動ける。 

• こぎやすい位置の駆動輪。 

マーク 張り布⼯房で仕事 マークは⽚⾜でこげる、つまり両腕を使わなくてよい。
このため、⼯房では⾃由な⽚腕で物を運べる。 

• この⾞椅⼦は開き式⾜台を備え、それが可能。 

  

 
34  [訳注] 詳しい説明は中級教習の範囲であるため. 
35  [原⽂] rear wheel angled apart. [訳注] 専⾨⽤語でいう camber (キャンバー, キャンバ⾓) のことであるが、この

⾔葉は本書には出てこないため, 初学者向けに使⽤を避けたと思われる. 
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ダーヴィドとピ
ンキー 

スーパーで警備の
仕事 

• 共に短いホイールベースで、店内の巡回によい。 

• 共に独⼒で⾞椅⼦を動かせる：ダーヴィドは駆動輪
で、ピンキーは電動⾞椅⼦を使って。 

ファイゼル 事務所仕事 • こぎやすい位置の駆動輪。 

• 背もたれは肩を動かすのにじゅうぶん低く、適切な
⽀えにじゅうぶんな⾼さ。 

• 駆動⽤⼿袋を使うと、駆動輪をこぐのに役⽴ち、ハン
ドリムを楽に押せる。 

• ひじ掛けがないので、ファイゼルは⾞椅⼦で事務机
の下へ⼊り込むのが楽。 

キース（3 輪⾞椅
⼦）とラルフ（4
輪⾞椅⼦） 

⾞椅⼦組み⽴て⼯
房で仕事 

• ラルフとキース：ひじ掛けがないので、⼯具を使う仕
事や作業台での仕事が楽で、物を膝に乗せて運びや
すい。 

• キースの 3 輪⾞椅⼦はブーム［中央の前輪フレーム］
が他の物や機材の間へ簡単に⼊り、取りたい物へ近
寄れる。 

• ラルフの⾞椅⼦はホイールベースが短いため、作業
⾯へ近寄れる。 

• ラルフとキース：駆動輪がこぎやすい位置にあり、背
もたれが低いため⾃由に動ける。 

ライアン ⾃動⾞の乗り降り • ライアンの⾞椅⼦は、折りたためて駆動輪を外せる
（クイックリリース⾞輪）ため、⾃⼒で⾞椅⼦を持ち
上げて⾞に載せられる。この機能なしでは、かれはひ
とりで⾃動⾞を乗り降りできない。 

イェニア ダンス • ⾞椅⼦の全⻑が短く、たいへん⼩回りが利く。 

• 短いホイールベースは、操縦性をよくする。 

• 背もたれが低いと、たいへん⾃由に動ける。 

• 転倒防⽌装置は、⾞椅⼦の後⽅転倒（短いホイールベ
ースだと起こりがち）を防ぐ。 
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 ⾞椅⼦ユーザーの環境に合う（30 分） 

説明：異なる種類の⾞椅⼦は、それぞれ異なる環境に適しています。⾞椅⼦が、それぞれの環境で
どれくらいうまく働くかに影響する主な仕様は： 

• 前輪と駆動輪の間隔、 
• 駆動輪の径と幅です。 

これからその例を挙げます： 
 

説明： 

• 前輪と駆動輪の間隔は重要です。 

• 前輪と駆動輪が離れていることを「ホイールベ
ースが⻑い」といいます。 

• 前輪と駆動輪が互いに近いことを「ホイールベ
ースが短い」といいます。 

説明： 

• ⾞椅⼦のホイールベースが⻑いと、より安定し、前へ転倒しにくくなります。 

• ホイールベースが⻑い⾞椅⼦は、⼤半の時間を屋外で過ごす⼈や、荒れた、あるいは凸凹な地⾯
を移動するのに適しています。 

 

• 3 輪⾞椅⼦は、ホイールベースが⻑い⾞椅⼦の⼀
例です。いっぱんに安定性が⾮常に⾼く、屋外の
荒れ地に向いています。 

• 3 輪⾞椅⼦は、だれにでも向くわけではありませ
ん。 

• 例えば、3 輪⾞椅⼦は⽴ち上がって⾞椅⼦を乗り
降りしたい⼈には向きません。⾜台が固定して
おり、前輪フレームが通る邪魔になるからです。 
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• ホイールベースが⻑い 4 輪⾞椅⼦も凸凹の地⾯

でうまく使えます。 

• この例では前⽅キャスター輪が⾜台の後ろでは
なく下に付いています。そのためホイールベー
スが⻑くなり、より安定します。 

説明： 

• ホイールベースが短い⾞椅⼦は、平らである程度滑らかな地⾯に適しています。 

• ⾞椅⼦のホイールベースが短いと、坂を下る時や前輪が凸起にぶつかった時、前に転倒しやすく
なります。 

 

説明： 

• これはホイールベースが短い、病院型⾞椅⼦の
⼀例です。 

• この⾞椅⼦で荒れ地をこぎ進むのは、容易では
ありません。 

 

説明： 

• ホイールベースが短い⾞椅⼦は、屋内で⻑時間
過ごす⼈にはよい選択です。 
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説明： 

• 「活動的」な型36の 4 輪⾞椅⼦は、たいていホイ
ールベースが短くなっています。 

• 移動技能に優れた⾞椅⼦ユーザーにはホイール
ベースが短い⾞椅⼦を、凸凹な地⾯でもうまく
使える⼈がいます。例えば、駆動輪だけでバラン
スを取って坂を下り、荒れ地を越えて⾏きます。 

 

説明： 

• 駆動輪径が⼤きいほど、凸凹な地⾯、⽯や⽊の枝
などの障害物をこぎ越えるのが楽になります。 

• 幅広の駆動輪や前⽅キャスター輪は、⾞椅⼦が
砂地やぬかるみへはまり込むのを防ぎます。 

• 標準の駆動輪径は 24インチです。しかし多くの
地域で、24インチ⾞輪は⾒つけるのが困難です。
この理由から、26 インチ⾞輪の⾞椅⼦をつくる
⽣産者もあります。 

• ⼦ども⽤⾞椅⼦の駆動輪は 20 あるいは 22 イン
チ径です。 

• 駆動輪と前輪には、空気を充填する（空気⼊り）タイヤとソリッドタイヤとがあります。 

• 空気⼊りタイヤは、空気をポンプで注⼊しないとうまく働きません。 

• パンクが起こりがちな場所もあります。そうした場所に住んでいる⼈には、⾃分でパンクを修理
できるか、パンク修理のできる⼈を簡単に⾒つけられる必要があります。 

• その代替としてはソリッドタイヤがあります。ソリッドタイヤは空気⼊れの必要がなく、パンク
しません。しかし凸凹した地⾯でソリッドタイヤは、⾞椅⼦ユーザーには「硬く」感じられます。 

• すべてのソリッドタイヤが、屋外使⽤で⻑持ちするとは限りません。質の悪いソリッドタイヤは、
⾞輪のリムから「剥がれる」ことがあります。 

• ソリッドタイヤには 2 種類あり： 

o ソリッドゴムタイヤ：重くてかなり硬く、品質がよければ⾮常に耐久性があります。 
o ポリウレタン（PU）タイヤ：軽量です。しかし、よほど品質がよくない限り、この種のタイ
ヤは屋外ではすぐに摩耗し、使⽤不能になります。 

 
36  [原⽂] ʻActiveʼ style 
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動画を紹介：「⾞椅⼦ユーザーの環境に合う」 

受講者へ、注意深く視聴し、さまざまな環境で⼈びとの移動に役⽴つ⾞椅⼦
のさまざまな特⾊を⾒つけておくよう指⽰せよ。動画の後で、それについて
話し合うことを説明せよ。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 

 
説明：動画では、たくさんの⾞椅⼦ユーザーが⾮常に異なった地⾯、例えば屋内、屋外の路地、ま
た荒れた/ぬかるんだ地⾯を移動していましたね。 

質問：⼆⼈の⾞椅⼦ユーザー、ヴェンカラマントゥとシオーネは、とても荒れてぬかるんだ地⾯を
移動していました。⼆⼈の⾞椅⼦で、それがやりやすくなる特⾊には何がありましたか？ 

答え： 
• 3 輪⾞椅⼦：凸凹な地⾯でも安定。 
• 幅広の前⽅キャスター輪：障害物を乗り越え、ぬかるみ/砂地へはまりにくい。 
• 駆動輪がこぎやすい位置にある：⾞椅⼦を動かしやすくなる。 

 
質問：台所で料理していたジャンとジムでトレーナーの仕事をしていたジャックは、⼆⼈とも屋内
にいました。⼆⼈の⾞椅⼦で、屋内で動き回りやすくなる特⾊には何がありましたか？ 

答えの例： 
• 短いホイールベースおよび短い全⻑。 
• ⼩さい/細い前⽅キャスター輪は、滑らかな⾯を動きやすい。 

 
質問：もうひとりの⾞椅⼦ユーザー（レリタンマ）は屋外をこぎ進んでいました。こいで⾏く路地
はわりと滑らかでしたが、排⽔管を乗り越えなければなりませんでした。彼⼥の⾞椅⼦で、それが
やりやすくなる特⾊には何がありましたか？ 
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答えの例： 

• ⻑いホイールベースの 4 輪⾞椅⼦：⻑いホイールベースによる⾼い安定性（それはレリタンマ
が⽔を運ぶのにも役⽴っていた）。 

• 幅広の前⽅キャスター輪 
• 駆動輪がこぎやすい位置にあるため、⾞椅⼦を動かしやすい。 

 
⼩グループ活動 
グループ： 相異なる 3種類の⾞椅⼦と共に、全員を連れて荒れ地の区域へ出よ 
指導内容： 受講者へ安全ルールを念押しせよ：⾜台の上に⽴たない、スポークやブレー

キに指を近づけない、⾞椅⼦に乗って坂を登り下りする時は、後⽅転倒に備
え、助⼿に背後へ⽴ってもらう。 

希望者を 2 ⼈募れ： 

• 希望者のひとりに、荒れ地をこぎ進むのがいちばん楽だと思われる⾞椅⼦
を選んでもらう。 

• もうひとりの希望者に、荒れ地をこぎ進むのがいちばん難しいと思われる
⾞椅⼦を選んでもらう。 

• それぞれの希望者に，荒れ地を５メートル進んで戻って来てもらう。 

もう 2 ⼈の希望者でくり返し、全員に順番が回るまで⾏なう。 

モニター： この活動が、安全に⾏なわれるようにせよ。危険なので、受講者に競争を煽
るな。 

時間： 20 分取っておけ。 
フィードバック： 質問：荒れ地をこいで⾏くのに、どちらの⾞椅⼦が楽だと判りましたか？ 

• なぜでしょうか？受講者に駆動輪の径および幅、ホイールベース⻑、こぐ
ための駆動輪への⼿の届きやすさ、および背もたれ⾼について考えるよう
促せ。 

説明：受講者の中には、運よく⾃分に合った⾞椅⼦に当たったら、他の⼈た
ちよりも楽だったのになあ、と感じた⼈もいるでしょうね！ 
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 適切にフィットし姿勢を⽀える（15 分） 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーの体格は、みな異なっています。⾞椅⼦が適切な⽀えをもたらすには、ユーザー
へ正しくフィットしていなければなりません。幸い、多くの⾞椅⼦にはさまざまなサイズがあり、
サイズ調節機能を備えています。こうした⾞椅⼦は、サイズがただ⼀つしか⼿に⼊らない⾞椅⼦
よりも、ユーザーへフィットさせるのが簡単です。 

• これから述べる⾞椅⼦の部材や特⾊は、⾞椅⼦がどれだけうまくフィットし、またユーザーがま
っすぐに座るためにどれだけ役⽴つかに影響します。 

背もたれと座⾯ 

スライドを上映せよ：また教室にある⾞椅⼦の特⾊も指摘せよ。 

 

説明： 

• ⾞椅⼦座⾯には、スリング37座⾯やソリッド38座⾯
があります。 

• ソリッド座⾯は⽊製あるいはプラスチック製で
す。ソリッド座⾯には、必ずクッションを置きま
す。 

• （このスライドのような）スリング座⾯は、通常
はキャンバス地でつくります。 

• ⾞椅⼦の「サイズ」は、通常は座幅39で表します。 

 

説明： 

• スリング座⾯はキャンバス製で、通常はフレーム
の両側に取り付けます。 

• 質の悪いスリング座⾯は、すぐに伸びるかたるみ
ます。こうした座⾯は、しっかりと⽀えてくれま
せん。 

• このスライドの⾞椅⼦ユーザーは、まっすぐに座
れていません。なぜなら、座⾯がしっかりと⽀え
てくれないからです。このため、まっすぐに座る
のが難しくなります。 

 
37  [訳注] 布状の素材を意味し, 原⽂はスラング slung. 同義で⽇本での⼀般的呼称であるスリング slingとして訳出. 
38  [原⽂] solid 
39  [原⽂] seat width, [ISO 7176-26:2007] seat width, [JIS T9201:2016][⽤語集] シート幅 
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説明： 
• クッションは快適さをもたらし、除圧に役⽴ちま

す。 
• またクッションは、⾞椅⼦ユーザーが滑って姿勢

が崩れるのを⾷い⽌めます。 
• クッションについては、次回の授業で詳しくお話

しします。 

 

説明： 
• 背もたれは、スリングかソリッドのものになりま

す。ソリッド背もたれには、すべてパッド/クッシ
ョンが必要です。 

• ⾞椅⼦には、さまざまな背もたれ⾼のものがあり
ます。⾼さ調節式の背もたれを備えた⾞椅⼦もあ
ります。適切な背もたれ⾼は、それぞれの⾞椅⼦
ユーザーに合わせて選ぶ必要があります。これは、
後で説明します。 

• 背もたれ⾓度が調節できる⾞椅⼦もあります。 

 

説明： 
• ⾜台は、⾞椅⼦ユーザーの⽀えになります。⾜台

を正しく調節することはたいへん重要です。この
ため通常、⾜台〜座⾯⾼は調節できます。 

• ⾓度や、⾞椅⼦との距離を調節できる⾜台もあり
ます。 

 

説明： 
• ひじ掛けも、⽀えに使われます。 
• ⾼さを調節できるひじ掛けもあります。 
• そうでない場合、⽀えがより多く必要なユーザー

のために改造することもあります。 
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 ⾞椅⼦をユーザーのニーズへマッチさせる（30 分） 

活動 
グループ： 各グループ 2〜3 ⼈ 
指導内容： 各グループへ指⽰せよ：  

• ワークブック中のワークシートの、ユーザーの例話を読みなさい。 

• ⼿に⼊る⾞椅⼦のうち、各ユーザーのニーズにいちばん合っているのはど
れか、またそれはなぜか話し合いなさい。 

• 答えを書き出しなさい。 

モニター： グループをモニターし、必要なら⼿助けせよ。 
時間： 20 分と、フィードバックに 10 分取っておけ。 
フィードバック： 1 グループずつ前に出てもらい： 

• ⾞椅⼦ユーザーのひとりについて、⼿に⼊る⾞椅⼦のうち、そのユーザー
にいちばん合っているのはどれだと考えるか述べる。 

• それを選ぶのが最適だと考える理由を、3 つ以上挙げる。 

• 他の受講者に、そのグループの決定に賛成かどうか尋ねよ。 

• (各回、フィードバックに 2〜3 分取っておけ) 

フィードバックの最後に、受講者の決定はあくまで⾞椅⼦ユーザーと話し合
うための推奨事項です、と念押しせよ。最終決定はユーザーのものである。 

 
ユーザーの例話 学習の要点 
バオは村に住んでいます。かれは膝上で両脚を切断し
ています。事故に遭う前、かれの村を通る街道に店を
構え、⾷料品などを商っていました。今は⼿助けがな
ければ店まで⾏けません。村から街道へ抜ける道が⻑
く（約 1 km）凸凹で、しばしばぬかるむからです。そ
のためかれと家族は、店を続けるのが困難です。 

ずっと前に、バオは寄付品の病院型⾞椅⼦を⼿に⼊れ
ました。その⾞椅⼦は錆び、座⾯の張り布は破れてい
ます。前⽅キャスター輪は⼩さく、駆動輪タイヤはた
いへん細くてすり減っています。駆動輪が道に埋もれ
るので、かれは⾃分の⼩屋から村までの道を、⾞椅⼦
をこいで⾏けません。かれは店までひとりで⾏けるよ
うになりたい、そうすれば妻や他の⼈びとに頼らなく
て済む、と考えています。 

• バオには荒れた軟らかい地⾯を⾃⼒
でこいで⾏ける⾞椅⼦が必要。 

• こぐためには、駆動輪へ⼿が届きやす
いことが重要。 

• ⾞椅⼦に乗って、毎⽇⻑時間を店で過
ごすので、よい姿勢⽀持が役⽴つ。 

• 3 輪⾞が⼿に⼊る場合は、3 輪⾞は体
⼒があり、より⻑距離を移動する必要
がある⾞椅⼦ユーザーには⾮常に効
率的な移動⼿段であることを教習員
は指摘するとよい。 
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ユーザーの例話 学習の要点 
アマンティは 24 歳、⼩さな町で家族と暮らしていま
す。18歳のとき⾃動⾞事故に遭い、対⿇痺になりまし
た。アマンティには最近褥瘡ができ、治るまでに 6か
⽉かかりました。 

アマンティは病院型⾞椅⼦を持っていますが、しっか
りと⽀えてくれないので、乗るととてもくたびれます。
クッションも付いていません。彼⼥は、褥瘡が悪くな
ったのは多分そのせいだと考えています。 

アマンティは秘書科講習に誘われ、⾏きたがっていま
す。しかし、今の⾞椅⼦では⼀⽇じゅう座っていられ
ないのではないか、と⼼配しています。 

• アマンティには、移乗しやすく、姿勢
をしっかりと⽀え、除圧クッションの
付いた⾞椅⼦が必要。 

• ⾞椅⼦が机の下へ納まることは重要。 

• 前⽅キャスター輪のサイズは、彼⼥が
移動する道路の種類による。 

フィリップは 62 歳、⼩さな島の集落で暮らしていま
す。 

かれは 6か⽉前に脳⾎管障害を患いました。⾞椅⼦な
しでひと⽉⼊院し、家に戻りました。家ではベッドに
横になるか、ベランダの椅⼦に座って過ごしています。 

フィリップの左⼿⾜は動きません。しかし⽇増しに⼒
が付き、いまは家族が⼿伝ってまっすぐに⽴てます。
彼は右腕を訓練しており、より動き回れて家族に頼ら
ないで済むよう、⾞椅⼦を欲しがっています。 

かれが望んでいるのは、⼩さな平屋の⾃宅の中、およ
び地元の地域を動き回れることです。地⾯はたいへん
砂地です。かれの孫のひとりは⾞を持っており、⾞椅
⼦があればかれを外へ連れて⾏くと⾔っています。 

• フィリップには、⽴ち上がって移乗で
きる⾞椅⼦が必要。跳ね上げ式⾜台が
あれば、より楽である。 

• ⼤きい前⽅キャスター輪と太い駆動
輪があれば、地域を楽にこぎ回れる。 

• 短距離なら右腕と右脚でこげそうな
ので、⾞椅⼦の（クッション込みの）
座⾯は、⾜をべったり床に着けて座れ
る⾼さにする。 

• クロス型折りたたみ式や、背もたれを
折りたたんで駆動輪を取り外せる⾞
椅⼦なら孫の⾞での移動が楽になる。 

サビーナは 56歳、⼩さな島の集落で暮らしています。
ずっと前に 4 ⼈めの⼦を産んだ後、両脚がほとんど使
えなくなりました。少しは⽴てますが、歩けません。
⾞椅⼦は持ったことがありません。 

サビーナは海に近い⼩さな村に住んでおり、家の周り
の地⾯は荒れた砂地です。彼⼥は孫の世話を⼿伝い、
料理や織物をして過ごしています。家の中に⾞椅⼦を
置く余地はありませんが、⾼床式住居なので階下に納
められます。 

• サビーナには、荒れ地や砂地を楽にこ
ぎ越えられる⾞椅⼦が必要。⼤きい前
⽅キャスター輪が重要。⻑いホイール
ベースが⾞椅⼦の安定性を⾼める。 

• サビーナは⽴てるので、⾞椅⼦へ⽴ち
上がって移乗するために動線を塞が
ない⾜台を好むだろう。 

• ⾞椅⼦には彼⼥の屋外での⽣活様式
に合わせた強度と頑丈さが必要。 
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 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 

 
 

A.7: クッション 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ ⾞椅⼦ユーザーにとって、クッションの有益な点を列挙する。 
¨ 現地で⼿に⼊る、さまざまな種類のクッションを列挙する。 
¨ 「除圧クッション」とは何か説明する。 
¨ 除圧クッションが除圧しているかどうか、検査する⽅法をやってみせる。 
¨ 除圧クッションへウレタンフォーム製の「かさ上げ」を付加して、減圧できることを
説明する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：A.7: クッション 
¨ 受講者⽤参考書（p.29） 
¨ 受講者⽤ワークブック（p.21） 
¨ 動画：圧⼒検査のデモ 

¨ 各種 1枚以上の現地で⼿に⼊るクッションの⾒本、受講者 3 ⼈につき 1枚の、⾞椅⼦
に設置された除圧クッション、「かさ上げ」を加えた除圧クッション 1枚 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 

¨ 受講者の現場で⼿に⼊るクッション。この授業ではウレタンフォームおよび液体/ゲ
ルクッションの情報を与えているが、他種のクッションが受講者の現場で⼿に⼊る場
合は、授業にそのクッションを含めよ。 

¨ 除圧クッションが⼿に⼊らなければ、この授業の実施は難しく、また受講者も、この
教習後に安全な⾞椅⼦を処⽅するのは難しい。安価な除圧クッションを導⼊する⽅策
を、教習の前に探っておけ。例えば現地⽣産、外部機関へ連絡して⽀援を求めるなど。 
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準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 
¨ 除圧クッションの付いた⾞椅⼦があることを確かめておく。 
¨ 現地で⼿に⼊るクッションを各種１枚ずつと「かさ上げ」⼊りクッションを 1枚、教

室の前⽅に⽤意しておく。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. クッションは何のためにあるのか？ 
3. いろいろな種類のクッション 
4. 除圧クッション 
5. 除圧クッションが効いているかどうかの検査法 
6. 減圧のためにやるべきことは何か？ 
7. 要点のまとめ 

2 
5 
5 

25 
30 
5 
3 

授業時間計 75 
 

 はじめに（2 分） 

 

説明：この授業では、クッションについて話し合
います。なぜクッションは重要なのか、さまざま
な種類のクッション、またクッションが正しくフ
ィットしているかどうかの確かめ⽅を学びます。 

 クッションは何のためにあるのか？（5 分） 

質問：⾞椅⼦ユーザーにとって、クッションの有益な点は何でしょうか？ 

励まして回答を促せ。 
 
最も重要な答え： 
• 除圧 
• 姿勢⽀持 

• 快適さ 

  



 

 89 

教習員⽤指導書 

 
説明： 

• クッションは、どの⾞椅⼦ユーザーの、どの⾞
椅⼦にも不可⽋な⼀部です。 

• ユーザーに最適なクッションの種類は、そのユ
ーザーのニーズによって異なります。 

• 褥瘡発⽣の危険がある⾞椅⼦ユーザーは、必ず
除圧クッションを使うべきです。 

• 除圧クッションは、どの⾞椅⼦ユーザーにも必
要というわけではありません。 

• しかし⾞椅⼦ユーザーは、みな⾞椅⼦に⼼地よ
く座るべきで、快適にまっすぐに座れる⽀えは
あらゆる⾞椅⼦ユーザーにとって有益です。 

 

 いろいろな種類のクッション（5 分） 

説明：⾞椅⼦クッションの種類は、多種多様です。 

質問：さまざまなクッションの、どれについて⾒聞きしたことがありますか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 
 
答えの例： 
• ウレタンフォームクッション 
• ココナッツ繊維（コイヤー、コイア）の

クッション 
• 空気を充填したクッション 
• 液体やゲルを充填したクッション 

• 平⾯40（平らな）クッション 
• 成形41（起伏を付けた）クッション 
• モールド42（型取りした成形）クッション 
• 多層構造43クッション 

  

 
40  [原⽂] flat, [⽤語集]平⾯型 (plane type) 
41  [原⽂] contoured, [ISO 7176-26:2007] pre-contoured, [JIS T9201:2016] コンター型 
42  [原⽂] moulded (英語. ⽶語では molded), [ISO 7176-26:2007] custom-contoured, [JIS T9201:2016] モールド式 
43  [原⽂] layered 
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説明：クッションの種類は、多種多様です。クッシ
ョンは、次のようなさまざまな観点から分類でき
ます： 

• 素材（例：ウレタンフォーム、コイヤー（コイア）） 
• 充填材（例：空気、液体、ゲル） 
• 主な機能（例：除圧、快適さ、姿勢⽀持） 
• 形状（例：平⾯、成形） 
• 製法（例：ウレタンフォームクッションでは、⼀

個のウレタンを型取りした「モールド」か、異な
るウレタンを層状に重ねた「多層構造」） 

現地で⼿に⼊るクッションを⼀つひとつ掲げよ。各々のクッションについて、素材、主機能、形
状、モールドか多層構造か、を⾔い表せ。 

それぞれの⾒本のクッションを、グループで回覧せよ。 

 除圧クッション（25 分） 

説明：褥瘡の授業で、褥瘡発⽣の危険がある⾞椅⼦ユーザーは、みな必ず除圧クッションを持つべ
きだ、とお話ししましたね。この授業で、除圧クッションとは何か⾒て⾏きます。 

質問：⾒本のクッションのうち、除圧クッションとして働くのはどれでしょうか？ 

答え： 
• 成形クッションのすべて 

• 気体・液体充填クッションのすべて 
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説明：除圧クッションは、次のようにして圧⼒を緩
和します： 

• ⾞椅⼦ユーザーの体重を座⾯全体へ、なるべく均
等に分散します。 

• 強い圧⼒がかかる危険のある部位（座⾻、仙⾻、
尾⾻）の下の圧⼒を減らします。 

• ⾞椅⼦ユーザーがまっすぐに座るように⽀え、剪
断を減らします。 

ウレタンフォーム除圧クッション 

説明：最初に、ウレタンフォーム除圧クッションについてお話しします。 

 

説明：堅い安定した基層 

• 除圧クッションの基層は、堅固でなければなりま
せん。 

• これがクッションを、ユーザーをしっかりと⽀え
てユーザーの体動に対して動かないようにしま
す。 

 
説明：表層 

• これは、より柔らかいウレタンフォームの（⼀つ
または複数の）層からなります。 

• 表層は、座⾻が沈み込む程度に柔らかく、しかし、
座⾻が完全に底まで沈んで堅い基層や⾞椅⼦の座
⾯を打って⽌まるほど柔らかくはないことが必要
です。 

 

説明： 

ウレタンフォーム除圧クッションの多くには、座る部分に何らかの形状（輪郭）が加えられていま
す。形状を加えることによって： 

• ユーザーへの⽀えに役⽴ちます。 
• 体重を座⾯全体へ、より均等に分散します。 
• 座⾻の下、および尾⾻にかかる圧⼒を緩和します。 
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除圧クッションの明瞭な形状には、次のものがあり
ます（スライドをクリックして⽮印を表⽰）： 

• 座⾻下の「座⾻井44［ざこつせい］」：圧⼒を緩和し
ます。 

• 座⾻前⽅の棚状段差45［座⾻前⽅サポート、アンカ
ーサポート］：⾻盤をよりまっすぐに保ち、前⽅へ
滑るのを防ぎます。 

• ⼤腿⾻上部46の下で、体重を分散する⽀え。 

• ⼤腿が据わる凹みあるいは溝。 

空気/液体/ゲル除圧クッション 

説明：ここから、空気/液体/ゲル除圧クッションについて⾒て⾏きます。 

 
説明： 

• 浮揚式クッション47には空気が詰まっているもの
や液体やゲルを充填したものがあります。 

• ゲル充填クッションには、成形ウレタンフォーム
クッションと全く同様に、堅い基層が必要です。 

• ゲル/液体パックは、基層の上に置きます。 

• ゲルパックは⾞椅⼦ユーザーの⾝体形状へ⾃動的
に合います。これは⾞椅⼦ユーザーの体重を均等
に分散し、⾻ばった部位の下の圧⼒を緩和します。 

どのクッションを⽤いるべきだろうか？ 

説明：成形ウレタンフォームクッション、空気/液体/ゲルクッションの両⽅に、⻑所と短所があり
ます。 

下の表をホワイトボードに（答えは⼊れないで）書け。 

質問：その⻑所や短所にはどんなものがあるでしょうか？ 

受講者が提案した⻑所と短所を書き込め。下の表がすべて網羅されるようにせよ。 
  

 
44  [原⽂] “well” under the seat bones. 後出の seat bones well と同じものであるため, 共に「座⾻井」と訳した. 
45  [原⽂] a shelf in front of the seat bones. 中級教習では pre-seat bone shelf. 
46  [原⽂] the upper part of thigh bones. [訳注] 受講者⽤参考書ではここが「寛⾻ hip bones」になっている. 
47  [原⽂] flotation cushions 
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 ⻑所 短所 
成形ウレタ
ンフォーム
クッション 

• （⾼品質のウレタンフォームがあれ
ば）現地でつくれる。 

• 現地で、さまざまなニーズに対応する
改造ができる。 

• 「突発的潰滅48」（パンクすると、クッ
ションから空気や液体が放出されて
除圧しなくなる「突発的潰滅」が起こ
りうる）の恐れがない。 

• 成層クッションでは、表層を簡単かつ
（クッション全体を交換するよりも）
安価に交換できる。 

• ウレタンフォームは、時間が経つと圧
縮される（扁平で硬くなる）。このた
め、ウレタンフォームクッションは定
期点検し、1〜2 年ごとに交換すべき
である。 

• 乾燥に相当時間がかかる（失禁がある
⼈の場合問題になる）。 

• ウレタンフォームには断熱性がある
ため、⾝体組織の温度を上昇させる可
能性がある。 

空気/液体/
ゲル 
クッション 

• 圧⼒が座⾯へ均等に分散される。 
• ゲルパックは、⾞椅⼦ユーザーが動

き、あるいは体位を変えた時も、⾃動
的に⾝体に合う。 

• 空気/液体/ゲル充填クッションは、ウ
レタンフォームクッションより⾼価
で⼊⼿しにくいことが多い。 

• ⾞椅⼦ユーザーによっては、空気/液
体/ゲル充填クッションを不安定に感
じる。 

• 「突発的潰滅」の恐れがある。これは、
⾞椅⼦ユーザーが交換⽤クッション
をすぐに得られない状況では問題に
なる。 

 
クッションカバー 

説明：どんなクッションにも、クッションカバーが必要です。カバーの種類は重要です。 

⼿に⼊るさまざまなクッションカバーを、各種 1枚ずつ回覧させよ。 
 

受講者に、カバーを注意深く観察してスライドの
問いについて考えるよう指⽰せよ。 

• カバーは耐⽔または防⽔か？ 
• カバーに耐久性はありそう（⻑持ちしそう）か？ 
• カバーに伸縮性はあるか？ 
• カバーは薄地か厚地か？ 
• カバーは、洗濯のために簡単に取り外して置き
戻せるか？ 

 
48  [原⽂] “sudden collapse” 
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質問： 

• （あれば）どのクッションカバーが耐⽔または防⽔でしたか？ 

• その特⾊はどんな場合に役⽴ちますか？ 
 
答え： 
• 失禁のある⾞椅⼦ユーザーに。 
• ⾞椅⼦を屋外に置いておく必要があるか、よく屋外にいる⾞椅⼦ユーザーに。 

 
説明： 
• 湿気は、⾞椅⼦ユーザーに褥瘡が起こる機会を⾼める、危険因⼦の⼀つです。したがって、クッ

ションを乾いた状態に保つことはたいへん重要です。 

• ⾞椅⼦ユーザーには必ず、クッションやクッションカバーが濡れたらすぐ乾かすよう指導しなさ
い。クッションはカバーを外し、直射⽇光を避けて乾かすようにしなさい。 

• 失禁がある⾞椅⼦ユーザーには、クッションを 2枚供与することを検討しなさい。 
 
教習員への注記：受講者から、耐⽔または防⽔性のカバーが⼿に⼊らないところで⾞椅⼦ユーザー
に失禁がある場合はどうしたらよいか、聞かれることもあろう。選択肢としては： 

• ⾞椅⼦ユーザーが失禁を減らすために、どんな⽀援ができるか調べる。 

• 予備のクッションを供与する。そうすれば 1 枚へ座っている間にもう 1 枚を乾かせる。 

• カバーの内側で、クッションを⾮常に薄いビニール袋に⼊れて保護する。 

ビニール袋を⽤いる場合は： 
o ビニール袋のためにユーザーがクッションの上で「滑ら49」ないことを確認。 

o ⾞椅⼦ユーザーは、褥瘡の危険を⾼める体液の「⽔たまり50」が、絶対にビニールの上にで
きないようにすること。 

o ⾞椅⼦ユーザーはカバーが濡れたら乾かし、ビニール袋を洗うか取り替えること。 
 
質問： 

• （あれば）どのクッションカバーに耐久性がありそう（⻑持ちしそう）でしたか？ 

説明：どんなクッションでも、耐久性のあるカバーは重要な特⾊です。 

質問： 

• どのクッションカバーに伸縮性がありましたか？ 
• なぜその特⾊は役に⽴つのでしょうか？ 
  

 
49  [原⽂] “slide” 
50  [原⽂] “pool” 
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答え： 

• 伸縮性のあるカバーはクッションの輪郭に沿いやすい。カバーに伸縮性がない場合、カバーに
は輪郭にはまるための「ゆとり」がより多く必要である。 

 
質問： 
• いちばん薄かった⽣地はどれですか？いちばん厚かった⽣地はどれですか？ 
• なぜ⽣地の薄さ/厚さが重要なのでしょうか？ 

答え： 

• 厚い⽣地は⻑持ちするがクッションの輪郭に沿いにくく、厚い⽣地の折り⽬は褥瘡を起こす可
能性がある。 

• 薄い⽣地は、クッションの輪郭に沿いやすく、褥瘡を起こす可能性が少ない。しかし、⽣地の
品質にもよるが⻑持ちしないことがある。 

 
質問：どのカバーが、洗濯のために付け外しできるようになっていましたか？ 

説明：これは、失禁があったり、屋外にいる時間が⻑かったり、⾞椅⼦を屋外に保管しなければな
らない、あらゆる⾞椅⼦ユーザーにとって重要な特⾊です。 

説明：⾞椅⼦に、さまざまなサイズのクッションがあります。重要なことは、⾞椅⼦ユーザーのた
めに選んだクッションが、⾞椅⼦ユーザーにとって正しいサイズであるはずの⾞椅⼦の座⾯サイズ
と⼀致することです 

 除圧クッションが効いているかどうかの検査法（30 分） 

説明：⾞椅⼦ユーザーへ除圧クッションを供与した場合はつねに、そのクッションがじっさいに除
圧しているかどうかの検査が⽋かせません。 

質問：⾞椅⼦ユーザーが座っていて、褥瘡発⽣の危険が最も⾼いのは⾝体のどの部分でしょうか？ 

励まして回答を促せ。 

答え： 

• 座⾻ 

• 尾⾻：特に⾞椅⼦ユーザーがずっこけた姿勢［slumped posture］で座っている場合。 

 

 

動画を紹介：「圧⼒検査のデモ」：この動画では、除圧クッションがユーザー
の座⾻の下を除圧しているかどうか検査する、簡単な検査を視聴します。動
画の後にこれを練習してもらうので、注意深く視聴して下さい。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 
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圧⼒の各レベルを説明せよ： 

レベル１： • 指先を上下にくねらせられる51。（指の）組織は多少圧迫されるものの、指先の
⾻を 5 mm以上動かせる。 

レベル２： • 指先はくねらせられないが、容易に座⾻の下から引き抜ける。 

レベル３： • 指先が固く締めつけられる。指を動かして引き抜くのが困難。 

 
説明：つねに座⾻を⽚側ずつ検査します。 

レベル 圧⼒ 対策の必要 

1 安全 なし 

2 注意 あり、褥瘡の危険因⼦がいくつかあれば 

3 危険 あり 

 
説明：何をすべきかは、この授業の後半でお話しします。 

活動 
グループ： 各グループ 2〜3 ⼈ 

同じジェンダーどうしでペアを組むようにせよ。 
各グループへ 1台、除圧クッションを備えた⾞椅⼦を与えよ。 

指導内容： 受講者へ指⽰： 

• ⽚側ずつ、座⾻下の圧⼒を検査しなさい。 

• グループ各⼈の圧⼒レベルを、ワークブックへ記録しなさい。 

• 全員に「検査者」と「⾞椅⼦ユーザー」役をやる機会があるように、必ず
せよ。 

モニター： • グループを巡回し、注意深くモニター/観察せよ。 

• 必要なら技法を訂正せよ。 

時間： 活動に 15 分、フィードバックに 5 分取っておけ。 
フィードバック： 質問：⾞椅⼦ユーザーになって、どんな感じでしたか？ 

説明：ユーザーへ、何をやろうとしているのか、またなぜそれが重要なのか
をはっきりと説明し、この検査をしてもよいか確かめることが⼤切です。 

質問：この技法について、何か質問がある⼈はいますか？ 
  

 
51  [原⽂] Finger tips can wriggle up and down. 
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教習員への注記：⼩グループをモニターする時、以下の⼿順を踏んでいることを確かめよ。 

A 

 

• ⾞椅⼦ユーザーへ、何をやろうとしているのか、またなぜ
それが重要なのか、分かりやすく説明する。 

 
 
 
 

B 

 

• ⾞椅⼦ユーザーに、プッシュアップするか前にかがんで
もらい、指先を（掌を上に）ユーザーの⽚⽅の座⾻の下へ
置く。 

• ⾞椅⼦の後ろから、背の張り布の下を通して⼿を伸ばす
と、いちばんうまく⾏く。 

C 

 

• ⾞椅⼦ユーザーに、指の上へ深く腰を下ろしてもらう。 

• ユーザーは、顔を正⾯に向け、⼿を⼤腿の上に置いてまっ
すぐに座らせる。これは、別の部位の検査へ移るごとに、
同じ体位で座ってもらうためである。 

• 指が、座⾻下の圧⼒をうまく感じる位置にない場合は、⾞
椅⼦ユーザーに再度プッシュアップしてもらい、指を置
き直す。 

D 

• ⽚⽅の座⾻下の圧⼒が、レベル 1、2、3 のどれか判定する： 

レベル１＝安全：指先を上下に 5 mm以上くねらせられる。 

レベル２＝注意：指先はくねらせられないが、容易に引き抜ける。 

レベル３＝危険：指先が固く締めつけられる。指を引き抜くのが困難。 

E 

反対側の座⾻でくり返す。 
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 減圧のためにやるべきことは何か？（5 分） 
 

説明： 

• 安全でない圧⼒を座⾻下に認めた場合は、圧⼒
を減らす52⼿を打たねばなりません。 

• 座⾻下の⾼い圧⼒への簡便な解決策に、硬いウ
レタンフォームの層を⼀つ追加することがあ
ります。これを「かさ上げ53」と呼びます。 

• かさ上げの厚みは約 20 mm必要で、座⾻下の
部分は切り抜いて⽳を開けます。 

• かさ上げは、基層のいちばん上かつ柔らかいウ
レタンフォーム層より下に置きます。 

説明：層が⼆つ以上必要なこともあります。職員は、⼀層を付加したら圧⼒を検査して下さい。圧
⼒がそれでもレベル 2あるいは 3の場合は、さらに層を追加して下さい。 

かさ上げ、および減圧のためにかさ上げを追加したクッションの⾒本を回覧せよ。 

説明：ウレタンフォームの層を追加する練習は、教習後半の実習で⾏ないます。 

 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 

  

 
52  [原⽂] to reduce pressure. 「除圧 (pressure relief)」とは区別した。 
53  [原⽂] “lift” 
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A.8: 移乗 

⾞椅⼦の乗り降り 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ ⾞椅⼦の乗り降りの際に考慮すべき、安全上の注意点を列挙する。 
¨ ⾞椅⼦を乗り降りする、さまざまなやり⽅をやってみせる。 
¨ 個別の⾞椅⼦ユーザーへの最適な移乗⽅法を、⼀つ以上選択する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：A.8: 移乗 
¨ 受講者⽤参考書 
¨ 受講者⽤ワークブック 
¨ 動画：移乗のデモ 
¨ 3 ⼈のグループにつき 1台の⾞椅⼦ 
¨ 移乗の練習⽤の評価ベッド：3 ⼈のグループにつき 1台 
¨ 移乗⽤スライディングボード（あれば） 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦は、教える移乗⽅法に影響する。例えば⽴ち上がっての移乗を、
跳ね上げ式⾜台の付いた 4 輪⾞椅⼦の代わりに 3 輪⾞椅⼦で⾏なう場合、⽅法を変更
する必要がある。 

¨ 受講者の現場で最も⼀般的に⽤いられる移乗⽅法によって、教習員は⽅法を変更する
か、⽅法を追加するか選択することになろう。 

¨ 移乗⽅法を 4種類以上教える場合、追加分の移乗の教授に各 20〜25 分⾒ておく。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 
¨ ⾞椅⼦の乗り降りの各⽅法を練習し、楽々とやってみせられるようになっておく。 
¨ 可能であれば、移乗のデモと練習の補助ができる⾞椅⼦ユーザーを招く。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. なぜ⾞椅⼦ユーザーは移乗のやり⽅を学ぶ必要があるのか？ 
3. 安全な⾞椅⼦の乗り降り 
4. 3通りの⾞椅⼦の乗り降りと個別フィードバック 
5. 床から⾞椅⼦への⾃⼒移乗 
6. 移乗⽅法の選択 
7. 要点のまとめ 

2 
5 

10 
60 
20 
20 
3 

授業時間計 120 
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 はじめに（2 分） 

 

説明： 

• 介助のあるなしを問わず、⾞椅⼦を容易にかつ
安全に乗り降りする能⼒は、⾞椅⼦ユーザーの
⽇常⽣活に役⽴ちます。 

• ⾞椅⼦の乗り降りは「移乗」とも呼びます。 

• この授業で受講者は、⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦
に移乗する 4通りの異なる⽅法を練習します。 

 なぜ⾞椅⼦ユーザーは移乗のやり⽅を学ぶ必要があるのか？（5 分） 

質問：⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦を乗り降りしなければならないのは、どんな時でしょうか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

答えの例： 
• ベッドの上がり下り 
• トイレに⾏く 
• 椅⼦/ベッド/3 輪⾞/床との往来 
• ⾃動⾞/バス/タクシー/ミニバン/リキシャーなどの乗り降り 

 
 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーは、⼀⽇に何度も⾞椅⼦を乗り
降りする必要があります。 

• そのため、⾞椅⼦ユーザーには安全で、素早く、
あまり労を要しない⽅法が必要です。 

• ⾞椅⼦ユーザーは、能⼒に応じたさまざまな⽅
法を⽤います。⾃⼒で乗り降りできる⾞椅⼦ユ
ーザーもいれば、介助が必要な⼈もいます。⽴ち
上がって移乗できるユーザーもいれば、それが
できない⼈もいます。 

• 職員には、⾞椅⼦ユーザーが⾃分に合った⽅法
を学ぶ⼿助けができます。 
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 安全な⾞椅⼦の乗り降り（10 分） 

説明：移乗の時は、安全が肝⼼です。 

質問：移乗の時に気を付けるべき、安全上の注意点は何でしょうか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 
• ブレーキを掛ける。 
• ⾏き先を確認し、途中に何もないことを確かめる。 
• 必ず抱え上げ、ドスンと落とさない、引きずらない。⽪膚を傷め、褥瘡につながるため。 
• 介助する前に、相⼿の体重を⽀えられるかどうか確かめる。 
• 妊娠している時や、腰を痛めている時は介助しない。 

 

 

3 つの主な安全上の注意点を強調せよ： 

• ブレーキを掛ける。 

• ⾏き先を確かめる。 

• 必ず抱え上げ、ドスンと落とさない、引きずら
ない。 
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 3 通りの⾞椅⼦の乗り降りと個別フィードバック（60 分） 

説明： 

• これから⾞椅⼦を乗り降りする、違う 3通りのやり⽅を観察して、練習します。 

• 移乗の 1つは「⾃⼒」での移乗で、他の 2つは「介助による」移乗です。 

⾞椅⼦ユーザーに移乗⽅法や練習を勧める前に、そのユーザーが⾃⼒移乗できるか、それとも介助
が必要か知っておく必要があります。分からなければ、⾞椅⼦ユーザーと確かめるか検査しなさい。 
  

• 座りながら⾃⼒移乗するには、⾞椅⼦ユーザーが、
腕でプッシュアップして体重を上に持ち上げられ
ることを確かめなさい。これができない場合、移
乗には介助が必要です。 

• ⽴ち上がって⾃⼒移乗するには、⾞椅⼦ユーザー
が脚で体重を⽀えて⽴ち上がれることを確かめな
さい。これができない場合、移乗には介助が必要
です。 

 

説明：どの移乗でも、受講者は必ず次のことに留意
しなさい： 

• その⾞椅⼦ユーザーが⾃⼒移乗できるか、あるい
は介助が必要か確かめなさい。 

• ⾞椅⼦は、⾞椅⼦ユーザーが乗り移る先のベッド
/床⾯の近くに置きなさい。 

• ブレーキを掛けなさい。 

• ⾞椅⼦にひじ掛けがあって邪魔になる場合は、取
り外せるかどうか確かめなさい。 

• ⽴ち上って移乗する場合、（可能ならば）⾜台を動線からどけなさい。 

• 必ず抱え上げ、引きずらないこと。引きずると⽪膚を傷め、褥瘡につながります。 

• 介助による移乗の間も、できる限り⾃⼒で移乗するよう⾞椅⼦ユーザーを励ましなさい。 

• ⾞椅⼦ユーザーを介助して抱え上げる際、服やベルト通しを掴んではなりません。服を引っ張ら
れるのは、⾞椅⼦ユーザーにとってたいへん不快なことです。 
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活動 
グループ： 各グループ 3 ⼈。各グループに⾞椅⼦とベッドを 1台ずつ与えよ。 
指導内容： 説明せよ：「移乗のデモ」：3 通りの違った移乗のデモ動画を視

聴します。移乗ごとにデモの後で動画を停⽌します。受講者は
視たばかりの移乗を、ペアを組んで練習して下さい。必要なら、
受講者⽤参考書を参照してもかまいません。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 

モニター： デモ動画の各パートの後、下にまとめた要点を強調せよ。 
モニターし、必要なら技法を訂正せよ。 
全員に移乗と介助をやる機会があるように、必ずせよ。 

時間： 60 分取っておけ。 
フィードバック： 何か質問がないか尋ねよ。 

練習でグループに共通して⾒られた問題や間違いがあれば、明確にせよ。 
 
1. 座りながらの⾃⼒移乗（⾞椅⼦からベッドへ） 

   
デモ動画の後、練習へ⼊る前に下記の要点を強調せよ。 
• ⾞椅⼦をベッド近くに停め、ブレーキを掛ける。 
• ⾜を⾜台から外し、（適切ならば）⾜台を跳ね上げるか取り外す。 
• ベッド寄りのひじ掛けを取り外す。 
• ⼿でプッシュアップし、⾞椅⼦の前へ移動する。 
• ベッドに置いた⼿と⾞椅⼦へ置いた反対側の⼿でプッシュアップし、ベッド上へ押し上がる。 
• ⾞椅⼦ユーザーがバランスに乏しいか、じゅうぶん⾼く押し上がれない、あるいは横への移動
距離がじゅうぶんでない場合は、必要ならスライディングボードを⽤いるとよい。 

 

説明： 

• ベッドへ移乗する場合に、⾞椅⼦ユーザーが、両脚をベッド
上に乗せてから移乗するのを好む場合もあります。 
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2. 介助による座りながらの移乗（⾞椅⼦からベッドへ） 
デモ動画の後、練習へ⼊る前に下記の要点を強調せよ。 

  

• ⾞椅⼦をベッド近くに停めブレーキを掛ける。 
• ⾜を⾜台から外し、（適切ならば）⾜台を跳ね上
げるか取り外す。 

• ベッド寄りのひじ掛けを取り外す。 
• ユーザーが前へ移動するのを介助する。 
• スライディングボードをユーザーの臀部の下に
置いて、⾞椅⼦とベッドの間に渡す。 

• ユーザーに、体重をできる限りベッドと⾞椅⼦
からプッシュアップし、⽀えてもらう。 

• 介助者は⾞椅⼦ユーザーの背後に⽴ち、ユーザ
ーの⾻盤をベッド上へ動かす。 

3. 介助による⽴ち上がっての移乗（ベッドから⾞椅⼦へ） 
デモ動画の後、練習へ⼊る前に下記の要点を強調せよ。 

  

• ⾞椅⼦をベッド近くに停めブレーキを掛ける。 
• ⾜を⾜台から外し、（適切ならば）⾜台を跳ね上
げるか取り外す。 

• ベッド寄りのひじ掛けを取り外す。 
• ユーザーがベッド上で前へ移動するのを介助

し、⾜底を床に着ける。 
• ユーザーの両膝を左右から⽀える（膝を前から

押してはならない）。 
• 肩甲⾻周りを⽀えながら、ユーザーの⾝体を前
上⽅へ運ぶ。 

• ⾞椅⼦ユーザーを⾞椅⼦の⽅へ回旋し、ゆっく
りと座らせる。 

 床から⾞椅⼦への⾃⼒移乗（20 分） 

説明： 

• この移乗には、⾞椅⼦ユーザーの腕⼒が強く、バランスがよいことが必要です。 

褥瘡発⽣の危険がある⾞椅⼦ユーザーは、床に座る時は、つねに⾃分の除圧クッションへ座るべき
です。 
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活動 
グループ： 各グループ 2 ⼈。各ペアへ⾞椅⼦ 1台を与えよ。 
指導内容： もしやれれば移乗をやってみせよ（あるいはこの移乗をやってみせられる⾞

椅⼦ユーザーに依頼）。下にまとめた要点を強調せよ。 

受講者へ、ペアで練習するよう指⽰せよ。 

モニター： モニターし、必要なら技法を訂正せよ。 
全員に練習する機会があるように、必ずせよ。 

時間： 10 分取っておけ。 
フィードバック： 質問：この移乗ができた⼈は何⼈いましたか？ 

確認：上半⾝の体⼒が相当必要ですよね。これは、腕⼒のある活動的で健康
な⾞椅⼦ユーザーには練習する価値があります。 

 
床から⾞椅⼦への⾃⼒移乗 

    
説明：床から⾞椅⼦へ移乗する時は： 

• ⾞椅⼦の前に座り、両膝を⾝体の近くへ引き付ける。 
• 下を向き、⾝体を持ち上げる間、下を⾒続ける。 
• ⽚⼿を床に置き、もう⽚⽅の⼿を⾞椅⼦の座⾯前部に置く。 
• 両肩と両腕で下を押して、⾞椅⼦の座⾯前部に向かって臀部を持ち上げる。 
• ⾞椅⼦へ腰を下ろし、⼿を下に伸ばして⾞椅⼦クッションを拾い上げる。 
• 体重を右か左へ移し、⾞椅⼦クッションを定位置へ押し込む。 

説明：⾞椅⼦から床へ移乗する場合は： 

• ⾞椅⼦へ前寄りに座る。 
• 両⾜を、正⾯の⾜台から浮かせて少し脇（移乗先と反対側）に置く。 
• ⾞椅⼦クッションを床へ置く。 
• ⽚⼿を⾞椅⼦座⾯に置いたまま、もう⽚⽅の⼿を床へ着ける。 
• 両肩と両腕で臀部をうまくコントロールして動かし、床へ置いたクッションへ下ろす。 
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 移乗⽅法の選択（20 分） 

説明： 

• ⾞椅⼦サービス職員が⾞椅⼦ユーザーへ⾞椅⼦を供与する際、⾞椅⼦ユーザーが安全かつ楽に移
乗できるようにすることは、⾞椅⼦サービス職員の任務のひとつです。 

• 多くのユーザーには、すでに⾃分の移乗のやり⽅があるものです。 

• ふだん、どうやって乗り降りしているのか、必ず実演してもらって下さい。 

• ⾏なっている移乗⽅法が安全で効果的であれば、それ以上何かする必要はありません。 

• そうでない場合は、⾞椅⼦サービス職員は⾞椅⼦ユーザーへ、より安全で楽な⾞椅⼦の乗り降り
⽅法を教えることができます。 

• その第⼀歩は、ユーザーに最適な移乗⽅法を決めることです。 

これから⾏なう活動は、受講者が、さまざまなユーザーに最適な移乗⽅法を考えるための練習です。 

活動 

グループ： 各グループ 3 ⼈。 

指導内容： 各グループへ指⽰せよ： 

• ワークブックの、ユーザーの例話を読みなさい。 

• それぞれのユーザーに最適な、移乗⽅法を決めなさい。 

モニター： グループをモニターし、必要なら補助せよ。 

時間： 10 分取っておけ。 

フィードバック： 各グループへ、それぞれのユーザーにどの移乗⽅法を選んだかフィードバッ
クし、理由を簡潔に説明するよう指⽰せよ。 
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ユーザーの例話 学習の要点 
ファリダーは 60 歳、⾞椅⼦サービスには地域の病院
から紹介・相談されました。さいきん脳⾎管障害を患
い、歩けないため⾞椅⼦を必要としています。 

ファリダーは、ちょっと⽴って体重を⽀えることはで
きます。しかし、⾜元がたいへん不安定です。彼⼥は、
娘およびその家族と暮らしています。 

彼⼥の娘は働いていないので、家で⺟親の⼿助けがで
きます。ファリダーは、開き式⾜台を備えた 4 輪⾞椅
⼦を持っています。 

• ファリダーには、介助による⽴ち上っ
ての移乗が可能だろう。 

• 娘は家にいるので、介助が可能。彼⼥
は移乗の教習に参加すべきである。 

ホセは 45歳、⾞椅⼦を使って 10年になります。かれ
は膝上で両脚を切断しており、地元の市場のラジオ修
理店で働いています。 

ホセが新しい⾞椅⼦を求めて⾞椅⼦サービス事業所を
訪れたのは、古いものがボロボロになったからです。 

• ホセには、座りながらの⾃⼒移乗が可
能であろう。 

タヒールは 14歳、樹から落ちて脊髄損傷を負い、さい
きん⾞椅⼦サービスへ紹介・相談されました。 

タヒールは両腕をうまく使えますが、まだあまり強く
ありません。彼は両脚が全く使えません。 

• タヒールには、スライディングボード
を⽤いるか介助による、座りながらの
移乗が可能だろう。練習すれば、⾃⼒
移乗が可能かもしれない。 

 

 要点のまとめ（3 分） 
 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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B: ⾞椅⼦サービスのステップ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 



 

 109 

教習員⽤指導書 

B.1: 紹介・相談および⾯接予約 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ ⾞椅⼦ユーザーが、どうやって⾞椅⼦サービスへ紹介・相談されるか説明する。 
¨ 現地の⾞椅⼦サービス事業で⽤いる、⾯接予約のしくみを説明する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：B.1: 紹介・相談および⾯接予約 
¨ 受講者⽤参考書 
¨ ⾞椅⼦サービス紹介・相談フォーム（あれば） 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ 受講者の地元では、どうやって⾞椅⼦ユーザーがサービスへ紹介・相談されるか。 

¨ 受講者が属する⾞椅⼦サービス事業に、紹介・相談⽅法と⾯接予約システムが確⽴し
ている場合は、それをこの授業の⼀部として教える。使われているフォームをすべて
紹介し、それを使う練習の機会を受講者に与える。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、授業計画を読み通す。 

¨ ⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦サービスへ紹介・相談される、さまざまな⽅途の⼀覧を⽤意
する、あるいは受講者に持参してもらう。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. 紹介・相談 
3. ⾯接予約 
4. 要点のまとめ 

2 
12 
13 
3 

授業時間計 30 
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 はじめに（2 分） 

 

説明：紹介・相談と⾯接予約は、⾞椅⼦サービス
提供の最初のステップです。この授業では、⾞椅
⼦ユーザーが⾞椅⼦サービス事業へ紹介・相談さ
れるさまざまな道すじ、およびさまざまな⾯接予
約のしくみについて検討します。 

 紹介・相談（12 分） 

質問：「紹介・相談」とはどういう意味でしょうか？励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 

• ケアや⽀援のため、⼈を適切な場所へ送り届けるか案内すること。 

 
 

スライドを映せ。 

 
説明：⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦サービス事業へ紹介・相談されるには、さまざまな道すじがありま
す。例えば、⾞椅⼦ユーザーは： 

• サービス事業について聞き、⾃分でやって来たり、 

• 地域の病院、地域保健センター、地域に根ざしたリハビリテーションサービス、村/評議会/教会
の指導者、障害者団体、他の⾞椅⼦ユーザーから⾞椅⼦サービス事業へ案内されたりします。 

質問：⾞椅⼦ユーザーを⾞椅⼦サービス事業へ紹介・相談しそうな団体や個⼈には、他にどこがあ
るでしょうか？ 

励まして回答を促せ。  
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答えの例： 
• 医師 
• 村/評議会/教会の指導者 
• リハビリテーションセンター 

• 障害者団体 
• 他の⾞椅⼦ユーザー 
• ⾮政府組織 

 
 

説明：これらの組織、サービス、⼈びとはすべて
「紹介・相談元」です。⾞椅⼦サービス事業が、
サービス事業へ紹介・相談される⾞椅⼦ユーザー
の数を増やすには、紹介・相談元として可能なす
べてのところへ、サービス事業について周知する
とよいでしょう。 

 
受講者へ、受講者⽤参考書の⾞椅⼦サービス紹
介・相談フォームの⾒本を⾒るよう指⽰せよ。 

あるいは 

現地の⾞椅⼦サービス紹介・相談フォームがあれ
ば、配布せよ。 

説明： 

• 紹介・相談元には⾞椅⼦サービス紹介・相談フ
ォームを渡しておくと、⾞椅⼦ユーザーに関す
る簡潔な基本情報を⾞椅⼦サービス事業へ伝
えるのに役⽴ちます。 

• 各⾞椅⼦サービス事業で、そのサービスにとっ
て⾞椅⼦サービス紹介・相談フォームが有⽤か
どうか、どんな情報を盛り込むべきか、フォー
ムの扱い⽅（例えば、サービス事業所へ郵送す
る、または⾞椅⼦ユーザーに渡して持参させ
る）を決めておく必要があります。 
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 ⾯接予約（13 分） 

 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦サービス事業に紹介・
相談されたら、事前評価の⾯接予約を取る必要
があります。⾯接は⾞椅⼦ユーザーがサービス
事業所/センターを訪れるか、⾞椅⼦サービス
職員がユーザーを訪れるかの、どちらかになる
でしょう。 

• ⾯接予約制は、⾞椅⼦サービス職員の時間管理
に役⽴ちます。また、ユーザーが⾞椅⼦サービ
ス職員と会うために待たされなくて済みます。 

• ⾯接予約を取る⽅法は、⾞椅⼦ユーザーへどれ
だけ簡単にメッセージを送れるかによります。 

 
質問：⾞椅⼦サービス事業がユーザーへメッセージを送るには、どんな⼿段があるでしょうか？ 

励まして回答を促せ。 

答えの例： 
• 電話 
• 郵便 
• 地域ワーカーへメッセージを送る 
• 無線通信 

• メッセージを紹介・相談元へ返送し、⾞椅⼦ユ
ーザーへ連絡するよう依頼する 

• 友⼈/家族を通してメッセージを送る 

 
説明：⾞椅⼦ユーザーが、⾯接予約なしで現れることもあります。ユーザーが遠⽅から来られた場
合は、なんとか会うように努め、調整することが⼤切です。 

受講者の、地元の⾞椅⼦サービス事業に決まった⾯接予約システムがあれば、そのシステムを説明
せよ。 
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 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 

 
 

B.2: 事前評価 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ 事前評価の⽬的を説明する。 
¨ 事前評価の 2 つのパートを列挙する。 
¨ 事前評価の間に集める情報を列挙する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：B.2: 事前評価 
¨ 受講者⽤参考書 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ 受講者のサービス事業での、事前評価の実施⽅法 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、授業計画を読み通す。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. だれに⾞椅⼦が必要なのか？ 
3. なぜ事前評価が必要なのか？ 
4. どこで事前評価を⾏なうべきか？ 
5. 事前評価の 2 つのパート 
6. 要点のまとめ 

2 
5 

10 
5 
5 
3 

授業時間計 30 
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 はじめに（2 分） 
 

説明： 

• 事前評価は、⾞椅⼦サービス提供の第 2 ステッ
プです。 

• この授業では、事前評価がなぜ重要なのか説明
し、事前評価の 2つのパートを紹介します。 

• 事前評価の各授業では、⾞椅⼦ユーザーは積極
的に事前評価へ参画する必要があることに留意
して下さい：ユーザーに答えと意⾒を尋ね、傾聴
しなさい。 

 だれに⾞椅⼦が必要なのか？（5 分） 

説明：だれかが⾞椅⼦を求めて⾞椅⼦サービス事業所へ来たら、その⼈に必要なものが本当に⾞椅
⼦なのか、確かめることが重要です。 

質問：ある⼈に⾞椅⼦が必要かどうか、どうやったら判るでしょうか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 

• その⼈が歩けない。 

• 歩けるが、歩くことに困難があるか、ほんの短い距離だけ歩ける。 

 
 

説明： 

• 短い距離なら歩ける⼈でも、⻑距離のために⾞
椅⼦が必要な場合があります。 

• ⾞椅⼦を使うことが、その⼈の歩く能⼒の妨げ
になることは通常ありません。 

• 正しい選択とは、ユーザーが最⼤限の移動性、
および最⾼の⽣活の質を得るのに役⽴つもの
です。それを選ぶ権利はユーザーにあります。 

 
  



 

 115 

教習員⽤指導書 

 なぜ事前評価が必要なのか？（10 分） 

質問：なぜ事前評価が必要なのでしょうか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 

• ⾞椅⼦ユーザーが、⼿に⼊るものから最適な⾞椅⼦を選択できるように。 

• ⼿に⼊るものから最適な⾞椅⼦部材を選択できるように。 

• ⾞椅⼦ユーザーおよび/またはその家族が⾞椅⼦を最⼤限に使いこなすには、どんな教習が必
要か⾒出すために。 

 
質問：受講者は、事前評価で集めるべき情報には、どんなものがあると考えますか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

答えの例： 

• 名前、年齢、住所 

• 住んでいる場所：地⾯の種類、家のサイズ、
階段その他 

• ユーザーが働くか、通学している場所 

• ⾞椅⼦ユーザーがやっている、あるいはや
りたいこと（⽣活様式） 

• ⾞椅⼦ユーザーが、1 ⽇に移動しなければ
ならない距離 

• ⾞椅⼦ユーザーの、⾞椅⼦を乗り降り（移
乗）するやり⽅ 

• 同居⼈ 

• ⾞椅⼦ユーザーの⽋損あるいは障害 

• ユーザーの⾝体能⼒ 

• ⾞椅⼦ユーザーが、毎⽇⾞椅⼦に乗って過ごす
時間の⻑さ 

• 健康：褥瘡の危険など 

• 体格 

• ⾞椅⼦ユーザーがすでに⾞椅⼦を持っている
か、またそれがその⼈のニーズを満たしている
かどうか 

• ⾞椅⼦ユーザーの移動⽅法：例えば公共交通機
関を利⽤するかどうか 
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説明： 

• これらの情報はすべて、⾞椅⼦ユーザーと職員
が、以下を⾏なうために役⽴ちます： 

o 最適な⾞椅⼦やクッションを選ぶ。 
o 最適な⾞椅⼦の部材/特⾊を選ぶ。 
o ⾞椅⼦ユーザーに、どんな教習や⽀援が必

要か⾒極める。 

• 例えば： 

o ⼀⽇じゅう⾞椅⼦に乗って過ごし、⻑距離
を移動する⾞椅⼦ユーザーには、快適で、⾝
体をしっかりと⽀え、頑丈で、屋外でこぐの
に向いた⾞椅⼦が必要になります。 

o ⾞椅⼦の効率的な乗り降りのやり⽅を知ら
ない⾞椅⼦ユーザーには、移乗のやり⽅を
学ぶ⼿助けが必要でしょう。 

 どこで事前評価を⾏なうべきか？（5 分） 
 

説明： 

• 事前評価は、つねに静かで清潔なスペースで⾏
なうべきです。 

• ⾞椅⼦サービス事業所内、他の保健医療や地域
の施設、⾞椅⼦ユーザーの家が、そうしたスペ
ースになるでしょう。 

 
質問：受講者の⾞椅⼦サービス事業では、どこで事前評価を実施していますか？ 

回答を受けとめ承認せよ。受講者が知らない場合は、⾞椅⼦事前評価の実施に使える、清潔で静か
なスペースを確保する必要があることを念押しせよ。 
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 事前評価の 2 つのパート（5 分） 

 

説明： 

事前評価は、以下の 2パートを実施します： 

• 事前評価インタビュー 
• ⾝体的事前評価 

 
情報は、⾞椅⼦事前評価フォームへ記録します。受講者はこれから数回の授業で、⾞椅⼦事前評価
実施の練習を始めます。 

 要点のまとめ（3 分） 
 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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B.3: 事前評価インタビュー 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ 事前評価インタビューをやってみせる。 
¨ 事前評価インタビューからの情報を、⾞椅⼦事前評価フォームへ記録する。 
¨ 事前評価インタビューでの質問が、最適な⾞椅⼦を選択し、⾞椅⼦ユーザーが学ぶ必

要があることを⾒極めるために、どう役⽴つのか説明する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：B.3: 事前評価インタビュー 

¨ 受講者⽤参考書 

¨ 受講者⽤ワークブック 

¨ 3 ⼈のグループごとに 1台の⾞椅⼦ 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。 

¨ 現地の状況による⾮常に⼀般的な種類の障害で、⾞椅⼦事前評価フォームに載ってい
ないものがあれば、⾞椅⼦事前評価フォームへ追加し授業に盛り込む。 

¨ ⾞椅⼦ユーザーの例話が、現地の事情に合わない場合は変更する。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、授業計画を読み通す。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. ⾞椅⼦ユーザーに関する情報 
3. ⾝体条件 
4. ⽣活様式および環境 
5. 既存の⾞椅⼦ 
6. 事前評価インタビュー演習 
7. 要点のまとめ 

2 
10 
15 
15 
5 

40 
3 

授業時間計 90 
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 はじめに（2 分） 
 

説明： 

この授業で受講者は： 

• 事前評価の最初のパートであるインタビューの
実施⽅法を学びます。 

• 事前評価インタビューの各項⽬を⾒ながら、事
前評価インタビューの質問に対する答えが⾞椅
⼦の選択にどう影響するのかを学びます。 

各受講者に、インタビュアーになって練習する機
会があります。 

 ⾞椅⼦ユーザーに関する情報（10 分） 

説明：インタビューの質問を⾒て⾏く前に、質問する際に留意すべきことがいくつかあります： 

• 始める前に⾞椅⼦ユーザーへ、これからする質問が、⾃分と⾞椅⼦ユーザーが最適な⾞椅⼦を選
ぶ役に⽴つことを必ず説明しなさい。 

• ⼩さい⼦どもや、質問を理解できないか答えられない⼈でない限り、つねに⾞椅⼦ユーザー本⼈
に（その介助者/家族ではなく）話しかけなさい。 

• 優れたコミュニケーション技法を⽤いなさい。 

質問：優れたコミュニケーション技法には、例えば何があるでしょうか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 
• はっきりと話す。 
• 簡明なことばを⽤いる。 
• 起きようとしていることを、起こる前に説明する。 
• 説明した後、⾞椅⼦ユーザーが理解していることを確かめる。 
• 傾聴し、⾃分が⾞椅⼦ユーザーを正確に理解しているかどうか確かめる。 
• （適切ならば）アイコンタクトを⽤いる。 
• 敬意を払う。 
• ⾃分がいちばん知っているつもりにならない。 
• 「あなたに関⼼を持っている」のだと⽰す。 
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各受講者へ⾞椅⼦事前評価フォームを配布せよ。PPT スライド「B.3 事前評価インタビュー」を開
始せよ。 
 

説明： 
• 事前評価インタビューでは、4項⽬にわたる情

報を集めます。 
• これから、それぞれの項⽬について⾒ながら、
事前評価インタビューへの答えが⾞椅⼦の選
択へどのように影響するのか説明して⾏きま
す。 

• 質問を、フォームの順番通りに聞く必要はあり
ません。⾞椅⼦ユーザーが聞かれる前に⾃ら情
報をもたらすことや、順番を変えた⽅が⾃然な
こともあります。 

 
説明： 

• 「⾞椅⼦ユーザーに関する情報」の質問は、⾞
椅⼦ユーザーへ、後でフォローアップの連絡が
取れるようにするためです。 

• ⾞椅⼦サービス事業は、サービスを利⽤した⾞
椅⼦ユーザーに関する統計情報も集められま
す。 

 ⾝体条件（15 分） 
 

説明： 

• 「⾝体条件」の項⽬で、職員は、判っていれば
⾞椅⼦ユーザーの⾝体条件を指定し、⾞椅⼦の
選択に影響を及ぼす⾝体条件が⾞椅⼦ユーザ
ーにあるかどうか、注記して下さい。 

• 最も⼀般的な⾝体条件は、チェックボックスを
付けて列記してあります。すなわち脳性⿇痺、
ポリオ、脊髄損傷、脳⾎管障害です。 

• また「その他」のチェックボックスもあります。
「その他」に印を付けたら、その横に⾝体条件
を記⼊します。 
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説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーの⾝体条件を知っておくと、（つねに必要とは限りませんが）役に⽴ちます。 

• なぜなら、それぞれの⾝体条件の特徴には、⾞椅⼦の選択に影響するものもあるからです。 

• これから、⾞椅⼦を処⽅（選択）する際の、それぞれの⾝体条件に関する最も重要な留意事項を
⾒て⾏きます。 

• この情報は、受講者⽤参考書にも載っています。 

 

 

説明： 

• 脳性⿇痺の症状は、⼈によって⼤きく異なります。 

• 脳性⿇痺を抱えながらまっすぐに座れる⼈の場
合、重要な留意事項は、疲れのために座位を保つ
のが難しくなることです。このため、何かするの
がさらに難しくなり、より疲れるようになります。 

• しっかりした⽀えがたいへん重要です。 

• 脳性⿇痺がある⼈には、⾞椅⼦に付加的姿勢⽀持
が必要になることもあります。これを安全かつ効
果的に⾏なうには、中級レベルの教習が必要です。 

留意すべき要点を強調するため、スライドをクリッ
クせよ。 
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説明： 

• ポリオを患う⼈は⾝体に虚弱な、あるいは「萎縮
した」部分があるものです。ポリオの障害は脚、
腕、体幹に現われますが、最も多いのは脚です。 

• 筋⾁や⾻が細くなり、⼿⾜は成⻑が遅れるため
に短くなります。 

• 体幹が障害を受けると、背が低く⾒えることが
あります。 

• ポリオを患う⼈に感覚はありますが、クッショ
ンは快適さのために重要です。 

• クッションを⾼くすると、より快適な位置でこ
げます。 

留意すべき要点を強調するため、スライドをクリ
ックせよ。 

 
説明： 

• 脊髄損傷がある⼈は、褥瘡発⽣の危険がたいへ
ん⾼くなります。 

• それは、脊髄損傷があるほとんどの⼈には損傷
部位より下の感覚がないためです。 

• 必ず除圧クッションを処⽅して下さい。 

留意すべき要点を強調するため、スライドをクリ
ックせよ。 
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説明： 

• 脳⾎管障害を患った⼈は、通常、⾝体の⽚側が
障害を受けます。このため、⾞椅⼦上で⽚側へ
倒れることがあります。 

• 脳⾎管障害を患った⼈は、⾝体の障害を受けた
側に、通常の感覚がない場合があります。 

• 脳⾎管障害の既往歴がある⼈には、⽴ち上がっ
て⾞椅⼦を乗り降りできる⼈もいます。 

• しっかりした⽀えが重要です。 

• その⼈に感覚があるか、すなわち除圧クッショ
ンが必要かどうかを確かめて下さい。 

• 脳⾎管障害の⼈には、⽴ち上がって移乗できる
よう動線を塞がない⾜台が好まれます。 

留意すべき要点を強調するため、スライドをクリ
ックせよ。 

説明： 

• ここから、その他の障害について、⾞椅⼦の選択へそれらがどう影響するか⾒て⾏きます。 

 
説明： 

• 両下肢を切断した⼈には、⾞椅⼦の後⽅転倒を
防ぐ両脚の体重がありません。 

• 脚を切断した⼈が初めて⾞椅⼦を試す時は、必
ず気を付けなさい。 

• ⾞椅⼦のバランスを確かめなさい。駆動輪を後
ろへ移し、さらに安定させる必要があるかもし
れません。 

留意すべき要点を強調するため、スライドをク
リックせよ。 
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説明： 

• ⾼齢者は、さまざまな理由から⾞椅⼦を必要と
します。通常は歩くのが困難だからです。⾞椅
⼦によって、家族や地域⽣活の⼀員であり続け
ることが容易になります。 

• ⾼齢者には⽴ち上がって移乗できる⼈もいる
ため、跳ね上げ式または開き式の⾜台が好まれ
るでしょう。 

• ⾼齢者は、みな快適さと⽀えに優れた⾞椅⼦を
持つべきです。それによってうまく座れ、不良
姿勢による問題を避けられます。 

• 跳ね上げ式または開き式の⾜台が、最良の選択
です。 

留意すべき要点を強調するため、スライドをク
リックせよ。 

 
説明： 

• ⾃分で制御できない、突発的にビクっと跳ね上
がる運動（筋攣縮1［きんれんしゅく］）の問題
を抱える⼈もいます。 

• 筋攣縮によって体重が後へ投げ出されると、⾞
椅⼦が後⽅転倒しやすくなります。この場合
は、安全な駆動輪位置を検討して下さい。 

• 筋攣縮によって、⾜が「ジャンプ」して⾜台か
ら外れることがあります。これが⾛⾏中に起こ
ると危険です。下腿ベルトは、⾜の位置を保つ
のに役⽴ちます。また腰ベルトも有効です。 

• ベルトは、ユーザーが⾞椅⼦から落ちた時に外
れるよう、⾯ファスナー留めにして下さい。 

留意すべき要点を強調するため、スライドをクリ
ックせよ。 

 
1  [原⽂] spasms 
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説明： 

• 膀胱や腸の制御が困難な⼈もいます。この問題
は脊髄損傷を負う⼈に⾮常によく⾒られます。 

• この問題は、適切な器具、服薬、膀胱や腸の訓
練プログラムによって克服できます。⾃分の地
域で、例えば専⾨の医師や看護師など、膀胱や
腸の管理について助⾔や訓練ができる⼈を⾒
つけておいて下さい。 

• 膀胱や腸の問題がある⼈は、湿った、または汚
れたクッションに座っては絶対になりません。
たちどころに⽪膚が破壊されるからです。さら
に糞便に含まれるバクテリアが、感染を伴う褥
瘡をただちにもたらします。 

• クッションには防⽔性のカバーを付けて下さ
い。クッションの洗い⽅および乾かし⽅を、⾞
椅⼦ユーザーに教えて下さい。 

• ⾞椅⼦ユーザーが、クッションが乾くのを待っ
ている間も⽇常活動を続けられるように、たい
てい予備のクッションが必要になります。 

留意すべき要点を強調するため、スライドをクリ
ックせよ。 

 ⽣活様式および環境（15 分） 
 

説明： 

• ⽣活様式および環境に関する質問では、⾞椅⼦
ユーザーの⽣活場所、および⾞椅⼦に乗って、
やる必要があることに関する情報を集めます。 

質問/要点を⼀つずつ読み上げては以下を質問：
この質問への答えは、最適な⾞椅⼦を選び、何を
⾞椅⼦ユーザーは学ぶ必要があるか⾒極めるう
えで、どう役⽴つでしょうか？ 

回答を受けとめ承認し、必要なら例を⽰せ。 
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質問： 最も重要な答え 
⾞椅⼦ユーザーが、ど
こで⾞椅⼦を使うか
の詳細 

• ⾞椅⼦は、⾞椅⼦ユーザーの家、職場、学校などで実⽤的であること
が必要。例えば： 

o ⾞椅⼦を家で使う場合、⾞椅⼦ユーザーは家じゅうを楽に移動で
き、重要な⽇常活動を果たせる必要がある。 

o 事務所で働く⾞椅⼦ユーザーには、事務所スペースへの収まりが
よい⾞椅⼦が必要。 

o 学校へ通う⾞椅⼦ユーザーには教室や机の下へ容易に収まる⾞椅
⼦が必要で、そうでなければ⾞椅⼦に組み付けたテーブルが必要。 

o 市場への通勤に悪路を⾏く必要がある⾞椅⼦ユーザーには、荒れ
地でもうまく使える⾞椅⼦が必要。 

１⽇の移動距離？ • 短距離は歩くが⻑距離には⾃転⾞を使う⼈と同様に、⾞椅⼦ユーザー
は短距離に⾞椅⼦、⻑距離には 3 輪⾞を⽤いてもよい。 

• 同じ距離を⾛るには、3 輪⾞の⽅が労⼒は少なく、また速い。 

１⽇に⾞椅⼦を使う
時間数？ 

• ⾞椅⼦に座る時間が⻑いほど、疲労や褥瘡の危険が増す。本⼈に⽀え
がどれくらい必要か、またクッションが除圧と快適さをもたらしてい
るかどうか考慮せよ。 

• ⽇中、「活動的」に⾞椅⼦を使う⼈には、⾞椅⼦をこぐなどの活動をな
るべく効率的にやれるよう設定すべきである。駆動輪の位置は重要。
また背もたれが、ユーザーを⽀えながらも肩の⾃由な動きを制限して
いないかの確認も重要。 

⽤いる移乗⽅法 • ひじ掛けと⾜台は、⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦を乗り降りするやり⽅に
影響する。 

o ⽴ち上がって移乗する場合、動線を塞がない⾜台、およびプッシ
ュアップに使えるひじ掛けが役に⽴つ。 

o ⽴ち上がらない移乗の場合、着脱式か、駆動輪のへりに沿った形
状のひじ掛けがあると、移乗が楽になる。 

トイレの種類 トイレの種類およびトイレへの物理的アクセスは、⾞椅⼦ユーザーにと
っての使いやすさに影響する。 

設計によっては使えないトイレもある。例えば、ほとんどの⾞椅⼦ユー
ザーにとり、しゃがみ式トイレを使うのは⾮常に困難である。 

職員は、トイレやトイレの場所について聞くことで、トイレ移動の⽅法
を助⾔できる場合もある。職員は、トイレを適合させる⽅法を助⾔して
もよい。 
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⾞椅⼦ユーザーが、
公共の/私的な交通機
関をよく使うかどう
か？ 

⾞椅⼦ユーザーが交通機関をひんぱんに利⽤する場合、⾞椅⼦は簡単に
運べる必要がある。⾞椅⼦の輸送が楽になるさまざまな特⾊： 

• ⾞椅⼦は軽量なほど、持ち上げての乗せ降ろしが楽。 

• 着脱式の駆動輪や折りたたみ式のフレーム/背もたれがあると、⾞椅
⼦を運ぶのが楽。 

公共交通機関を使う場合、着脱できる部品には⾞椅⼦が載せやすくなる
利点がある。ただし着脱できる部品には外れて紛失しやすい、あるいは
盗まれやすいといった難点もある。 

 既存の⾞椅⼦（5 分） 
 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーがすでに⾞椅⼦を持っている場合
は、なぜその⾞椅⼦がユーザーのニーズを満たし
ていないのか、評価することが重要です。 

• ⾞椅⼦事前評価フォーム「既存の⾞椅⼦」の質問
を、⼀つひとつ読んで下さい。 

これらの質問への答えに⼀つでも「いいえ」があれば、⾞椅⼦職員はその問題を「注記」に記載す
べきです。使えるリソースによっては既存の⾞椅⼦を改造か補修する途も処⽅で検討しなさい。 

すべての問いに答えが「はい」であれば、ユーザーに新しい⾞椅⼦はまず必要ないでしょう。これ
は⾞椅⼦ユーザーと話し合うべきです。 

 事前評価インタビュー演習（40 分） 

活動 
グループ： 各グループ 3⼈。 

指導内容： 受講者⽤ワークブックの⾞椅⼦ユーザーの例話を⽤い、事前評価インタビュ
ーのロールプレイをするよう、各グループへ指⽰せよ。 

できれば、例話は⾞椅⼦ユーザー役の⼈だけが読むよう強調せよ。 

毎回違う⼈が⾞椅⼦ユーザー役を演じ、そのユーザーの例話の情報を使って
インタビューの質問に答える。⾞椅⼦ユーザー役は、例話を⾳読してはなら
ない。他の受講者 2⼈は協⼒してインタビューを⾏ない、ワークブックの⾞
椅⼦事前評価フォームのインタビュー欄へ情報を記録する。 
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モニター： グループをモニターし、必要なら補助せよ。 

時間： 各インタビューに 10 分、全体でのフィードバックに 10 分取っておけ。 

フィードバック： 例話の中に登場する⾞椅⼦ユーザーについて、⼿短かに話し合う。 

各ユーザーのスライドを映し、スライド上の質問を受講者へ尋ねよ。 

• インタビュアーは、フェリシア/アントン/チャントゥに最適な⾞椅⼦を選
ぶために、何を⾒出しましたか？ 

• インタビュアーは、フェリシア/アントン/チャントゥが⾞椅⼦を使いこな
すために学ぶ必要があることを特定するうえで、何を⾒出しましたか？ 

• アントンとチャントゥの既存の⾞椅⼦は、かれらのニーズを満たしていま
すか？なぜそう/そうでないのでしょうか？ 

教習員は、以下の学習ポイント案を参照するとよい。 

 
ユーザーの例話 学習ポイント案 
フェリシアは⾼齢の⼥性で、重い関節炎を患
っています。両腕、両⼿、両脚に痛みがありま
す。痛みのために数歩しか歩くことができず、
⾝の回りのことをするのも困難です。 

フェリシアは、家の⼿伝いもしてくれている
娘と事前評価に来ました。彼⼥は⼩さな町に
住み、家の⽞関には階段が 3 段あります。関
節炎以外、健康上の問題はありません。以前は
定期的に教会へ通ったものですが、もうそれ
はできません2。 

彼⼥の家族は⾞を持っておらず、公共交通機
関が頼りです。事前評価へ来るためにはタク
シーを呼びました。しかし、かれらにそれは⾼
価です。いま彼⼥は⾞椅⼦を持っていません。 

最適な⾞椅⼦を選ぶために役⽴つ情報： 

• フェリシアには強い痛みがある：痛みのため、
介助して押す必要がありそうだ。 

• フェリシアは数歩なら歩ける：⽴ち上がって
の移乗ができそうで、跳ね上げ式⾜台が有益
だろう。 

• フェリシアの家族は、⾞を持っていない：公共
交通機関で⾞椅⼦を運ぶ必要もありそうなの
で、折りたためると便利だろう。 

 
フェリシアが学ぶ必要があることを特定するの
に役⽴つ情報： 

• フェリシアの娘が家で⼿伝っている：フェリ
シアも娘も、安全な移乗技法、および⾞椅⼦の
階段の昇り降りのやり⽅を学ぶ必要がある。 

  

 
2  [訳注] ワークブックの設問では、この後に「家のトイレは洋式です。」の⼀⽂が加わっている. 
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ユーザーの例話 学習ポイント案 
アントンはポリオを患っています。かれは 26
歳で⼩さな町に住んでいます。コンピュータ
ー技能を勉強し、将来は⾃分の事業を始めた
いと熱望しています。事前評価には妻と来ま
した。 

ずっと前、アントンは寄付品の病院型⾞椅⼦
を⼿に⼊れました。その⾞椅⼦は錆び、座⾯の
張り布は破れています。前⽅キャスターは⼩
さくて細く、駆動輪タイヤはたいへん細くて
すり減っています。その⾞椅⼦をこぐのは、不
快で困難です。 

町の路地はたいへんな悪路で、かれの⾞椅⼦
はしばしば⽴ち往⽣してしまいます。しかし
アントンは、家から職業訓練センターへ⾃⼒
で⾏けるようになりたいと願っています。そ
の距離は約 1.5 km、現在は弟の助けが必要で
すが、いつも時間通りに彼を連れて⾏けると
は限りません。 

最適な⾞椅⼦を選ぶために役⽴つ情報： 

• アントンが住むところの道は悪いが、かれは
家と通学先の間を移動できるようにしたい：
荒れ地を⾃⼒でこいで⾏ける⾞椅⼦が必要で
ある。 

• アントンは⾞椅⼦に座って⻑時間過ごす：訓
練中は毎⽇⾞椅⼦に座って⻑時間過ごすの
で、よい姿勢⽀持が重要。 

 
アントンが学ぶ必要があることを特定するのに
役⽴つ情報： 

• アントンは厄介な地⾯を越えて、相当な距離
を移動する必要がある：⾞椅⼦の移動技能教
習は、たいへん役⽴つだろう。 

• アントンは、荒れ地で⾞椅⼦を使⽤すること
が多い：⾞椅⼦がうまく動作し続けるための
メンテナンス⽅法を学ぶのは、たいへん有益
だろう。 

 
アントンの既存の⾞椅⼦： 

• アントンの既存の⾞椅⼦は修理が不⼗分で、
環境によるニーズも⾝体的ニーズも満たして
いない。 

 
特記事項：3 輪⾞が⼿に⼊る場合、教習員は、こ
の⾞椅⼦ユーザーが訓練センターまでの距離を
毎⽇移動するには、3 輪⾞がよい解決策になると
助⾔できる。 
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ユーザーの例話 学習ポイント案 
チャントウは 13 歳の少⼥です。地震のため
に、両脚を膝上まで失いました。彼⼥は、近く
の町のアパートに家族と住んでいます。事前
評価には、⺟親と姉と来ました。 

彼⼥は⾃分へ寄贈された⾞椅⼦を持ってい
て、それは⼤⼈サイズの病院型⾞椅⼦です。そ
の⾞椅⼦は、チャントウには⼤きすぎます。⼿
は上に伸ばしてひじ掛けを越さないと、ハン
ドリムに届きません。これは彼⼥にはたいへ
ん困難です。背もたれも⾮常に⾼く、クッショ
ンもありません。 

チャントウは学校へ戻りたがっていますが、
⾞椅⼦に乗ると⾝体は不快です。彼⼥は、⾃⼒
で動き回れないことを恥ずかしく感じていま
す。彼⼥は、⾃分でこげ、もっと⾝体を⽀える
⾞椅⼦を求めています。彼⼥は、もし⾞椅⼦を
いっしょに載るならスクールバスを利⽤した
いそうです。 

最適な⾞椅⼦を選ぶために役⽴つ情報： 

• チャントウに現在の⾞椅⼦は不快だが、⾞椅
⼦に座って⻑時間過ごす必要がある：チャン
トウには彼⼥に正しくフィットする⾞椅⼦が
必要で、それでしっかりと⽀えられる。しっか
りした姿勢⽀持は、彼⼥が学校へ通うために
必要な⽇中の持久⼒をもたらす。 

• チャントゥはスクールバスに乗る必要があ
る：いっしょに移動できる⾞椅⼦が必要。 

 
チャントウの現在の⾞椅⼦： 

• 彼⼥がいま使っている⾞椅⼦は⼤きすぎ、⾃
⼒で動き回る役に⽴たない。軽量の⾞椅⼦で、
よい姿勢⽀持を備えたものが、現在の⾞椅⼦
よりニーズに合っているだろう。 

 

 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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B.4: ⾝体的事前評価 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 

¨ 褥瘡の有無・危険・既往歴を記録する。 

¨ ⾞椅⼦ユーザーに褥瘡がある、あるいは褥瘡発⽣の危険がある場合に、何をすべきか
説明する。 

¨ ⾞椅⼦ユーザーの⾞椅⼦のこぎ⽅を特定し、記録する。 
¨ ⾞椅⼦の⼨法（座幅、座⾯奥⾏き、⾜台〜座⾯⾼、背もたれ⾼）を⾞椅⼦ユーザーか

ら採⼨する正確な⽅法をやってみせる。 
¨ ⾝体⼨法が、⾞椅⼦のサイズへどう関係するのか説明する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：B.4: ⾝体的事前評価 
¨ 受講者⽤参考書 
¨ 受講者⽤ワークブック 
¨ 動画：⾝体計測のデモ 

¨ 動線を塞がない⾜台付き⾞椅⼦（あれば）：受講者 3 ⼈につき 1台 
¨ ⾞椅⼦事前評価フォーム：各⾞椅⼦ユーザーにつき 1 部 
¨ ⾝体計測練習⽤の巻尺：各受講者につき 1巻 
¨ ⾜乗せブロック 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ 受講者が事前評価をいちばん実施しそうな場所はどこか：例えば⾞椅⼦ユーザーの家、
地域の診療所、⾞椅⼦サービスの専⽤スペースなど。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 
¨ 教室じゅうに⾞椅⼦を配置する。 
¨ 最低 1台の⾞椅⼦には、跳ね上げ式または開き式の⾜台が付いていることを確認する

（⾜こぎの練習⽤）。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. 準備 
3. 褥瘡の有無・危険・既往歴 
4. ⾞椅⼦のこぎ⽅ 
5. ⾝体計測 
6. ⾝体⼨法の取り扱い 
7. 要点のまとめ 

2 
5 

10 
20 
30 
20 
3 

授業時間計 90 
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 はじめに（2 分） 

 

説明：この授業では、⾞椅⼦事前評価の⾝体的なパ
ートを練習します。これから： 

• ⾞椅⼦ユーザーの褥瘡の有無・危険・既往歴3の
記録⽅法を学びます。 

• ⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦をこぐさまざまなやり
⽅について検討し、⾜でのこぎ⽅を練習します。 

• ⾞椅⼦ユーザーへ正しいサイズの⾞椅⼦を選ぶ
ための、主要な⾝体⼨法の測り⽅を学びます。 

 準備（5 分） 

説明：⾝体的事前評価では、⾞椅⼦ユーザー（が座っていれば）に、⾞椅⼦から評価ベッドへ移乗
して頂きなさい。 

そうすると、⾞椅⼦ユーザーの姿勢の観察や⾝体計測がやりやすくなります。また、⾞椅⼦ユーザ
ーの移乗のやり⽅を知る機会にもなります。以下、注意点を挙げます。 

  

 
3  [原⽂] presence, risk of, or history of, pressure sores 
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説明： 
• インタビューと同じく、この事前評価も清潔で
静かなスペースで実施して下さい。 

• 褥瘡の評価が必要な場合は、⼈⽬に触れないこ
とが重要です。 

• 何をしようとしており、なぜそれをするのか、
つねに⾞椅⼦ユーザーへ説明しなさい。 

• ⾞椅⼦ユーザーが移乗するさい、ユーザーが⾃
⼒では安全かつ楽に移動できないのを⾒て取
ったら、介助する準備をしておきなさい。 

• ⾞椅⼦ユーザーが評価ベッド上にいる時： 

o ⾜が楽に床へ届かない場合は、⾜乗せブロ
ックを設けなさい。 

o ⾞椅⼦ユーザーがひとりで安全かつ快適
に、まっすぐに座れることを確かめるまで
は、ずっとそばに付いていなさい。 

 褥瘡の有無・危険・既往歴（10 分） 

説明：褥瘡予防の重要さについては、すでに詳しくお話ししました。 

質問：最も重⼤な危険因⼦、つまり褥瘡が起こる可能性を⾼める要因を思い出せる⼈はいますか？ 

励まして回答を促せ。 

以下列記する褥瘡の危険因⼦を、すべて引き出すよう努めよ。 

最も重要な答え： 
• 感覚がない（感覚の低下） 
• 動けない 
• 汗・⽔分・失禁からの湿気 
• 栄養不良および⽔分摂取不⾜ 

• ⽼化 
• 不良姿勢 
• 以前あったか、現在ある褥瘡 
• 体重：低体重や過体重 
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説明：この事前評価フォームは、受講者が、褥瘡の
危険を評価するのに役⽴ちます。 

スライドを映し、クリックしながら以下の要点を
説明せよ： 

• 感覚がない⼈には褥瘡発⽣の危険があります。 

• その他の褥瘡の危険因⼦を 3 つ以上抱える⼈に
は、褥瘡発⽣の危険があります。 

受講者へ、⾃分の⾞椅⼦事前評価フォームを⾒るよう指⽰せよ。 
 

説明：受講者は⾞椅⼦ユーザーへ、フォームの次の
質問をしなくてはいけません。 

• 通常の感覚がありますか？ 

• 褥瘡の既往歴がありますか？もしあれば、 

o ユーザーへ部位を聞きなさい。そこをフォー
ムの⼈体図に印しなさい。 

• 現在、褥瘡がありますか？ 

o もしあれば、⾒せてもらうよう頼みなさい。
それにより、どこに褥瘡があり、どれくらい
重度か確かめられます。 

o 褥瘡を⾒せてもらうよう頼む時は、気を遣い
なさい。 

o ⾞椅⼦ユーザーが⼈⽬に触れないよう、事前
評価区域の周囲を⽬隠ししなさい。 

o その褥瘡は傷が開いているかどうか明記し、
部位をフォームの⼈体図に印しなさい。 

o ⾞椅⼦ユーザーへ、その褥瘡がどうやって起
こったと考えるか、またできてどれくらい経
つのか聞きなさい。 

• 危険因⼦があれば◯で囲みなさい。 

• ⾞椅⼦ユーザーに褥瘡発⽣の危険があるかどう
かに印を付けなさい。 
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質問：⾞椅⼦ユーザーにステージ 2以上の傷が開いた褥瘡がある場合、何をすべきでしょうか？ 

励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 

• 治療へ紹介・相談する。 

• 褥瘡から圧⼒を取り除くよう指導する（⾞椅⼦を使わないことになる場合もある）。 

 
質問：⾞椅⼦ユーザーに褥瘡発⽣の危険がある場合、何をすべきでしょうか？ 

励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 

• 除圧クッションを設ける：座⾻検査を実施し、クッションが効いているかどうか確かめる。 

• 予防に関する教育を実施する：除圧動作や、活動的に過ごし定期的に体位を変えることの重要
さを教える。発⾚がないか毎⽇点検する。 

 
教習員への注記：この質問は、褥瘡が起こる「危険がある」⼈に関するものである。褥瘡がすでに
ある場合、やるべきことは異なる。 

 ⾞椅⼦のこぎ⽅4（20 分） 

 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーが、今後どうやってこぐのか、
⾒出すことは重要です。これは⾞椅⼦の選択に
影響します。 

• ⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦をこぐやり⽅は、さま
ざまです。 

• 腕でこぐ⼈もいれば脚でこぐ⼈もおり、介助者
に押してもらう⼈もいます。 

 
質問：どんな⾝体能⼒が、⾞椅⼦ユーザーのこぎ⽅に影響するでしょうか？ 

励まして回答を促せ。 

  

 
4  [原⽂] method of pushing 
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答え： 

• 腕の⼒とコントロール 

• 脚の⼒とコントロール 

• まっすぐに座る能⼒ 

• 全⾝の安定性とコントロール：安定しない、あ
るいはバランスに乏しい⼈は、腕を「つかまる」
ために使う必要があり、こげないこともある。 

 
• 腕や脚の⼒やコントロールと並び、全⾝の安定性も重要です。⾞椅⼦が正しくフィットし、しっ

かりした姿勢⽀持を与えれば、バランスや安定に乏しい⼈も⾞椅⼦をこぐのが楽です。 

 

質問：⾞椅⼦ユーザーが腕でこぐ場合に、理想的な
駆動輪位置はどこでしたか？ 

解答：⾞椅⼦ユーザーがハンドリムの頂部を握っ
たとき、ひじが 90度に曲がる所でしたね。 

 

説明： 

• ⾜こぎ⽤の⾞椅⼦は、⾞椅⼦ユーザーのかかと
が床へ楽に届き、⾻盤を背もたれがしっかりと
⽀えるように設定する必要があります。 

• 動線を塞がない⾜台を備えることが重要です。
⾞椅⼦ユーザーには⻑距離移動の際に押しても
らう場合に備え、⾜台も必要なことがあります。 

• ひじ掛けも⾞椅⼦ユーザーがこぐために前にか
がんだ時、寄りかかれるので有⽤です。 

• ⾞椅⼦ユーザーには⾜でこぐ必要があるのに、
⾞椅⼦の設定が⾜こぎに適切でなければ、その
⾞椅⼦ユーザーはこぐために姿勢を変えなけれ
ばなりません。これは⾮常にくたびれ、⻑期にわ
たる姿勢の問題を引き起こすことがあります。 
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説明：⼿こぎの練習は、⾞椅⼦の移動技能の授業でやりました。こんどは皆さんが、⾜こぎを経験
する機会です。 
 
活動 
グループ： 各グループ 3 ⼈（⾜が地⾯へ届くかどうかが問題になるよう、⾝⻑がまちま

ちだと理想的）。⾞椅⼦を各グループに 1台与える。 

指導内容： 各グループへ、順番に⾞椅⼦を⾜で動かしてみるよう指⽰せよ。⾻盤を背も
たれにぴったり着けて座れるのが理想。それができない場合に、⾜を床に着
けてこぐにはどうすればよいか実験させよ。これは、⾞椅⼦の設定が⾜こぎ
に適切でないと何が起こるか、実感するのによい。 

受講者へ、前傾して、後傾して、かかとで、つま先で⾜こぎを実験してみる
よう指⽰せよ。 

モニター： グループをモニターし、活動が安全に実施されるようにせよ。 
時間： 練習に 10 分、フィードバックに 5 分取っておけ。 
フィードバック： グループへ尋ねよ： 

• ⾜が床へ楽に着かなかった⼈たちへ：⾜を床へ着けるには、どうしなけれ
ばなりませんでしたか？（答え：前にかがむか、前へせり出して座る)。 

• 前傾するのと後傾するのとでは、どちらがこぎやすかったですか？（答え：
前傾〜理想的には⾻盤を背もたれにぴったり着けて） 

• 何があれば前傾しやすくなるでしょうか？（答：ひじ掛けやテーブルなど、
前へもたれかかれる⾯） 

• つま先とかかと、どちらでやる⽅がこぎやすかったですか？（答え：かか
とで） 

 
説明： 
• この活動から皆さんは、⾜こぎ⽤に設定していない⾞椅⼦では⾜こぎがどんなに難しく、またく

たびれるか実感したでしょう。 

• ⾞椅⼦を正しく設定するとは、地⾯からの座⾯の⾼さを⾞椅⼦ユーザーにとって適切にする、と
いうことです。そのやり⽅としては： 
o （クッションの厚みを勘案したうえで）座⾯〜床の⾼さがユーザーに適切な⾞椅⼦を選ぶ、 
o クッションを薄くして、全体の⾼さを下げる、 
o 元の座⾯より低い、ソリッド座⾯を取り付ける、などがあります。 

• ユーザーが⾜でこぐ場合、⾞椅⼦職員は、⾻盤を背もたれにぴったり着けて座り、前傾し、かか
とから先に下へ置きながら「引き⾜で」前進する⽅法を教えるべきです。 

• つねに後⽅ではなく、前⽅へこぐよう教えて下さい。 
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質問：⾞椅⼦ユーザーがつねに、あるいは時どき
介助者に押してもらう場合、それは⾞椅⼦の選択
へどう影響するでしょうか？  

解答： 

• 頑丈な⼿押しハンドルが重要です。 

• ⼦どもの場合、⼤⼈が⼦どもを押すには、⾼い
⼿押しハンドルが楽です。 

 
説明：押し⽅は、ユーザーや（適切であれば）その家族や介助者に必要な教習にも影響します。 

 ⾝体計測（30 分） 
 

説明： 

• 事前評価で、⾞椅⼦サービス職員は⾞椅⼦ユー
ザーの⾝体⼨法を計測します。それによって、
⾞椅⼦サービス職員は⼿に⼊る⾞椅⼦の⼨法
を調べ、いちばんよくフィットするものを知る
ことができます。 

• ⼨法は事前評価フォームへ記録します。 

• それぞれの⼨法の測り⽅は、受講者⽤参考書に
載っています。 

 

 

動画を紹介：「⾝体計測のデモ」：この動画では、⾞椅⼦ユーザーの 5 つの基
礎的な⼨法の測り⽅を視聴します。 

後でこの技能を練習してもらうので、受講者には注意深く視聴するよう指⽰
せよ。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 
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活動 
グループ： 各グループ 3 ⼈ 
指導内容： 各グループへ指⽰せよ： 

• 各々を計測して、⼨法を記録しなさい。 

• 全員がグループの他の全員を測りなさい：この演習の終わりに、各々の計
測を⽐較できます。 

• ⼨法は、ワークブックの所定の欄へ記録しなさい。 
モニター： グループを巡回し、注意深くモニターせよ。受講者が正しい技法を⽤いてい

るかどうか確認するため、下の⼿引きを活⽤せよ。 

受講者がどれだけ精確に計測したか評価するため、測った⼨法を確認せよ。 

教習員は測った⼨法をホワイトボードへ記録し、違いを強調してもよい。 

時間： 練習に 15 分（1 ⼈につき 5 分）、フィードバックに 15 分取っておけ。 
フィードバック： • 質問：同じ⼈を測った⼨法は、すべて同じでしたか？ 

• 質問：違った原因は何でしょうか？（答え：正しい技法を⽤いていない。
例えば、⾞椅⼦ユーザーにまっすぐに座ってもらっていない、巻尺を正し
い場所へ当てていない、巻尺を正しく読み取っていない） 

• 質問：計測を間違った場合、何が起きるでしょうか？（答え：⾞椅⼦がユ
ーザーへフィットしない） 

 

教習員は、受講者が正しい技法を⽤いていることの確認に、この⼿引きを⽤いよ。 

すべての計測について、巻尺がまっすぐに保たれ、かつ⾞椅⼦ユーザーがまっすぐに座っている
ことを確かめよ。⾞椅⼦ユーザーの両⾜を床⾯か、⾜が床へ楽に届かなければ⾜乗せブロックが
⽀えるようにせよ。 

 

A 計測前に、⾞椅⼦ユーザーのポケットが空なのを確認す
る。臀部または⼤腿の、いちばん幅広いところを測る。ク
リップボード/本を 2枚、⾞椅⼦ユーザーの両側に当てて
測ると精確。 

B クリップボード/本を⾞椅⼦ユーザーの背中に当てて測
ると精確。⾻盤背⾯から膝裏までの直線距離を測る。 

つねに両脚を測る。左右差がある場合は、⾞椅⼦ユーザー
が⾻盤を⽔平にして座っているか確認する。それでも差
があれば、短い側に合わせて⾞椅⼦を処⽅する。 
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C 膝裏からかかとの底までを測る。⾞椅⼦ユーザーの⾜⾸
が（できる場合は）90度に屈曲しているのを確認する。
つねに両脚を測る。⾞椅⼦ユーザーが靴を履く場合は、
（あれば）ふだん履きの靴を履いて測る。 

D 座⾯から胸郭下端までを測る。胸郭下端を⾒つけるには
両⼿を⾻盤の両側へ当て、両⼿を内側へ優しく絞り込み
ながら上へ滑らせる。胸郭下端は腰のすぐ上である。 

E 座⾯から肩甲⾻下端までを垂直に測る。⾞椅⼦ユーザー
に肩をすくめてもらうと、肩甲⾻下端を⾒つけやすい。 

 ⾝体⼨法の取り扱い（20 分） 

説明：⾞椅⼦ユーザーから⾝体⼨法を取る練習ができました。では、その⼨法がどう⾞椅⼦に関係
するのか⾒て⾏きましょう。 
 

受講者へ、⾃分の⾞椅⼦事前評価フォームを⾒る
よう指⽰せよ。 

計測表の 3列⽬を指せ。 

説明：ここは、⾝体⼨法がどう⾞椅⼦に関係するか
の説明です。では、それぞれを⾒て⾏きます。 

 
説明： 

• ⾝体⼨法 Aの座位臀幅5に、⾞椅⼦の座幅6は等し
くなります。 

• ⾞椅⼦の座幅は、ユーザーの座位臀幅になるべ
く近い⽅がよいですが、それより⼩さくなって
は絶対にいけません。 

• ⾞椅⼦ユーザーに感覚がない場合、⾞椅⼦の両
脇が⾻盤や⼤腿を圧迫していないのを確かめる
ことが重要です。 

 
5  [原⽂] hip width, [ISO 7250-1:2017] hip breadth, sitting, [JIS Z8500:2002][⽤語集] 座位臀幅 
6  [原⽂] seat width, [ISO 7176-26:2007] seat width, [JIS T9201:2016][⽤語集] シート幅 
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説明： 

• ⾝体⼨法 B の座底⻑7 引く 約 30〜60 mmが理
想的な⾞椅⼦の座⾯奥⾏き8です。 

• 正しくフィットすると、⼤腿がしっかりと⽀え
られます。それは座⾻下の圧⼒を減らし、褥瘡防
⽌に役⽴ちます。 

• ⾞椅⼦ユーザーの脚が⻑ければ、すき間が広く
ても構いません。60 mmまでが許容範囲です。 

• 座⾯奥⾏きが⻑すぎると、ユーザーはまっすぐ
に座れません。ふくらはぎの裏が座⾯前縁と擦
れ、不快感や褥瘡を引き起こします。 

• 左右差がある場合、処⽅には短い側の脚の⼨法
を選びます。 

 
説明： 

• ⾝体⼨法Cには次のどちらかが等しくなります： 

o クッション上端から⾜台までの⼨法、または 
o （⾜こぎ⽤）クッション上端から床までの⼨

法。 
• 適切な⾜台〜座⾯⾼9は、⼤腿がしっかりと⽀え

られ、⾜台が⾜全体を⽀えるようにするために
重要です。 

• ⾜台〜座⾯⾼は、ユーザーが座った時にクッシ
ョンがどれくらい圧縮されるかの予想が難しい
ため、つねにフィッティングでの最終調整が必
要です。 

• ⾜でこぐ⼈にとって、⾞椅⼦にしっかりと⽀え
られて座りながら⾜が床へ楽に届く適切な座⾯
⾼は、効率よくこぐ上で重要です。 

 
7  [原⽂] seat depth, [ISO 7250-1:2017] buttock-popliteal length, [JIS Z8500:2002] 座位臀-膝窩距離 
8  [原⽂] wheelchair seat depth, [ISO 7176-26:2007] seat depth, [JIS T9201:2016][⽤語集] シート奥⾏ 
9  [原⽂] footrests height, [ISO 7176-26:2007] foot support to seat, [JIS T9201:2016] フットサポート・シート間距
離. たんに「⾜台⾼」とすると、⽇本では床から⾜台までの⾼さを指すことが多いため訳語では区別した. 
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説明： 

• ⾝体⼨法 Dあるいは Eに、クッション上端と背
もたれ上端との距離が等しくなります。 

• 正しくフィットすると、⾞椅⼦ユーザーに必要
な⽀えをもたらし、活動的な⾞椅⼦ユーザーが、
肩を⾃由に動かしてこげるようになります。 

 

説明： 

• ⾝体⼨法 D の⾼さの背もたれは、⾞椅⼦ユーザ
ーの胸郭下端と同じ⾼さになります。 

• これは、次のような⾞椅⼦ユーザーによい⾼さ
です： 

o 健康で活動的。 
o 容易にバランスよくまっすぐに座れる。 

 
• ⾝体⼨法 E の⾼さの背もたれは、⾞椅⼦ユーザ

ーの肩甲⾻下端と同じ⾼さになります。 

• これは、次のような⾞椅⼦ユーザーによい⾼さ
です： 

o すぐにくたびれがち。 
o まっすぐに座るのが難しい。 

• 説明：背中の⾼さは、つねに 2通りの⼨法を測っ
ておいて下さい。ユーザーにはどちらの⾼さの
背もたれの⽅が快適か、事前評価でははっきり
しない場合もあるからです。 
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説明：では、計測表をどうやって完成させるか、⾒て⾏きましょう。 

 

受講者へ、⾝体⼨法が記⼊された計測表を⽰せ。 

質問：この⼈の場合： 

• ⾞椅⼦の座幅は？（クリックして正解を⽰せ） 

• ⾞椅⼦の座⾯奥⾏きは？（クリックして正解を
⽰せ） 

• ⾜台〜座⾯⾼は？（クリックして正解を⽰せ） 

• 胸郭下端までの背もたれ⾼は？（クリックして
正解を⽰せ） 

• 肩甲⾻下端までの背もたれ⾼は？（クリックし
て正解を⽰せ） 

質問：⾞椅⼦ユーザーの座底⻑に左右差がある場合はどうしますか？ 

励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 
• 座底⻑に左右差がある場合、⾞椅⼦の座⾯奥⾏きは短い側に必要な⽅にする。 

 
説明：これらは、あくまで理想的な⼨法であることに留意しなさい。職員は、⾞椅⼦ユーザーに合
う最も近いサイズを選択するため、⼿に⼊る⾞椅⼦の⼨法を知る必要があります。これについては、
次の授業で詳しくお話しします。 

 要点のまとめ（3 分） 
 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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B.5: 処⽅（選択） 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ 処⽅（選択）プロセスの内容を列挙する。 
¨ 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦の、主な特⾊を説明する。 
¨ ⾞椅⼦ユーザーのニーズへ、現地で⼿に⼊る最適な⾞椅⼦をマッチさせる。 
¨ ⾞椅⼦ユーザーへ、適切なサイズの⾞椅⼦を選択する。 
¨ ⾞椅⼦処⽅（選択）フォーム上に、決定した処⽅を書き出す。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：B.5: 処⽅（選択） 

¨ 受講者⽤参考書 

¨ 受講者⽤ワークブック：ワークブックには B.5 の項が 2 つあることに注意 

¨ 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦の⾒本を各種 1台以上。クッション付きのもので、あれば⾞椅
⼦のパンフレットあるいは仕様の概要 

¨ 巻尺と調節可能な部材（例：⾜台）をゆるめるのに必要なすべての⼯具 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦の数量によって時間を調整する。 
¨ ⾞椅⼦別の処⽅（選択）フォームを準備して追加する：⾞椅⼦別の処⽅（選択）フォ

ームは、さまざまなオプションや調節機能がある⾞椅⼦について便利である。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、授業計画を読み通す。 
¨ 参考資料として、⼿に⼊る⾞椅⼦ごとの⾞椅⼦概要フォームを完成する。 

¨ ⼿に⼊る各⾞椅⼦についてよく調べ、特⾊、調節範囲、オプション、⾞椅⼦の調節⽅
法を熟知する。 

¨ （⾞椅⼦別の処⽅（選択）フォームがなければ）⾞椅⼦処⽅（選択）フォームを調整
し、現地で⼿に⼊る⾞椅⼦のオプションや調節機能をすべて盛り込む。 

¨ ⾞椅⼦を、製造者が提供したその⾞椅⼦に関するあらゆる資料（例えばパンフレット
や製品情報）と共に、教室じゅうに配置する。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. 処⽅（選択）とは何か？ 
3. 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦とクッション 
4. 正しい⾞椅⼦および⾞椅⼦部材を選ぶ 
5. 正しい⾞椅⼦サイズを選ぶ 
6. 処⽅を記録する 
7. 要点のまとめ 

2 
5 

60 
15 
25 
10 
3 

授業時間計 120 
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 はじめに（2 分） 
 

説明： 

• 処⽅（選択）はサービス提供の 8つのステップの
うち 3番⽬です。 

• この授業で受講者は、事前評価で得た情報を⽤
いた、⾞椅⼦の処⽅（選択）のやり⽅を学びます。 

 処⽅（選択）とは何か？（5 分） 
 

説明： 

• 処⽅（選択）とは、⼿に⼊る⾞椅⼦と⾞椅⼦ユー
ザーのニーズの間に、可能な限り最⾼のマッチン
グを⾒出すことです。 

• 処⽅（選択）は必ず⾞椅⼦ユーザー、および適切
ならばその家族や介助者と共に決定すべきです。 

• 処⽅（選択）の内容は： 

o ⾞椅⼦およびクッションの適切なサイズの選
択 

o 適切な⾞椅⼦、クッション、⾞椅⼦部材の選択 
o ⾞椅⼦およびクッションの活⽤と⼿⼊れのた

めに、⾞椅⼦ユーザーに必要な教習について
の、ユーザーとの合意 
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説明：これを⾏なうために職員が最初にやるべきことは： 

• ⾞椅⼦ユーザーのニーズを理解する：⾞椅⼦事前評価を実施し、ユーザーの話を傾聴する。 
• ⼊⼿できる、さまざまな⾞椅⼦やクッションについて知る。 
• ⾞椅⼦ユーザーと選択肢を話し合う。 

 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦とクッション（60 分） 
 

説明：職員は、⼊⼿できる⾞椅⼦およびクッショ
ンに関して、たいへん知識豊富でなければなりま
せん。職員は、次のことについて知っている必要
があります： 

• フレーム：例えば、ホイールベースが⻑いか短
いか、フレーム⻑10、クロス型折りたたみフレ
ームあるいはリジッドフレームか。 

• 特⾊：座⾯、背もたれ、⾜台、ひじ掛け、キャ
スター輪、駆動輪の種類など。 

• ⾞椅⼦のサイズ：これは通常は座幅で表し、座
⾯奥⾏きが加わる場合もあります。床から座⾯
までの⾼さを知っておくのも有益です。 

• 調節可能部分：どの部品が調節でき、また調節
できる範囲はどれくらいか？通常は調節によ
って、複数の異なる位置が可能になります。例
えば、ほとんどの⾞椅⼦は、等間隔でさまざま
な⾼さに調節できる⾜台を備えています。調節
の「範囲」は、⼨法の最⼩から最⼤までです。 

• クッション：（あれば）どの種類のクッションを
⾞椅⼦が備えているか、別途⼊⼿できるか？ 

  

 
10  [原⽂] frame length 
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• ⾞椅⼦供給者が提供する場合もあるもの： 
a. パンフレットまたは製品概要 
b. 製品（⾞椅⼦）の仕様書 

• たいてい、これらの情報には⾞椅⼦の⼨法、重
量、特⾊、時にはオプション部品表が載ってい
ます。 

• 処⽅しようとする⾞椅⼦について、⼿に⼊る情
報があるかどうか、つねに確かめて下さい。そ
れらの情報を読み、製品を熟知して下さい。 

• 供給者がそうした情報を提供しない場合は、請
求しなさい。 

説明：この授業で受講者は、現地で⼿に⼊る⾞椅⼦のいくつかを、たいへん詳しく観察できるよう
になります。受講者は、⾃分のワークブックに載っている⾞椅⼦概要フォームへ記⼊して⾏きます。
これには、⾞椅⼦の計測も含まれます。 

ここからは、⾞椅⼦の計測⽅法です。 
  

説明： 

• 座幅は、⽚⽅のシートパイプの外側から、もう
⽚⽅の外側までを測ります。 

• ひじ掛けがシートパイプの真上に付いていれ
ば、ひじ掛けの間隔を測ります。 

 
• 座⾯奥⾏きは、背もたれ下縁から座⾯前縁まで

を測ります。 
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• 座⾯⾼は、座⾯前縁から真下の床までを測りま

す。 

 
• （クッションを除いた）背もたれ⾼は、座⾯後
縁の中央から背もたれ上端までを測ります。 

 
• ⾜台〜座⾯⾼は、⾜台後縁から座⾯までの最短
距離を測ります。 

• ⾜台〜座⾯⾼の範囲を測るには、⾜台を最も低
くした位置と、最も⾼くした位置で測ります。 

 
• ⾞椅⼦の全⻑［原⽂：frame length］は、駆動
輪後端から⾜台（⾜台より前に出ていればキャ
スター輪）前端までを測ります。 
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• ホイールベースは、駆動輪中央から前輪中央ま

でを測ります。 

 
説明： 

• ⾞椅⼦の⼨法および調節範囲は、たいてい製品
に関する印刷物上で⾒つかります。 

• ただし、その情報がいつも⼿に⼊るとは限らな
いので、⾃前で測るやり⽅は知っておくように
しましょう。 

• 特定の⾞椅⼦について、異なるサイズが供給者
から⼿に⼊るかどうか、つねに確かめなさい。 

 
活動 
グループ： 各グループ 3 ⼈。グループごとに、現地で⼿に⼊る各種⾞椅⼦の 1台を割り

当てよ。⾞椅⼦の種類がじゅうぶんなければ、同種の⾞椅⼦に当たるグルー
プが出てもよい。 

指導内容： 各グループへ指⽰せよ： 

• 与えられた⾞椅⼦を、注意深く調べなさい。 

• ワークブックの⾞椅⼦概要フォームを、その⾞椅⼦について（⾞椅⼦の計
測も含め）完成しなさい。 

• 調節範囲を⾒出しなさい。それぞれの調節可能部分について、最⼤の設定
から最⼩の設定まで調節してみる必要があります。 

モニター： グループを巡回し、注意深くモニターせよ。 

受講者が⾒落としている特⾊/部材があれば指摘せよ。 

受講者が調節範囲を導出できるようにせよ。どんな質問にも答えよ。 

時間： 20 分⾒ておき、さらに全体でのフィードバックに 20 分取っておけ。⾞椅⼦
が 1、2台だけであれば、この活動にそれほど時間はかからない。 
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フィードバック： • 各グループで、調べた⾞椅⼦について（5 分以内で）発表するよう指⽰せ
よ。主な特⾊、部材、サイズの選択肢、調整可能な部材とその調節範囲を
指摘しているか確かめよ。じっさいの⼨法を⽰す必要はない。 

• それぞれの特⾊の⻑所と短所を強調し、グループが取り上げなかった情報
はすべて補⾜せよ。 

• 例えば、ある⾞椅⼦がキャンバス地のスリング座⾯でクッションがない場
合、その⾞椅⼦が⼀時的または短期のユーザーには適しても、脊髄損傷を
負った⼈には不適当であることを説明せよ。 

説明：受講者は各⾞椅⼦について、ワークブックの⾞椅⼦概要フォーム（計
3 部の概要フォームが載っています）を完成するとよいでしょう。 

教習員への注記：この授業の後、完成した各⾞椅⼦の概要フォームを掲⽰す
るとよい。これは、⾞椅⼦ユーザーとの実習で参考にできる。 

 正しい⾞椅⼦および⾞椅⼦部材を選ぶ（15 分） 

説明： 

• これから受講者には、⾞椅⼦ユーザーに関する情報を⾒出し、現地で⼿に⼊る⾞椅⼦に関する情
報を得る練習をしてもらいます。⾞椅⼦ユーザーへ、最適な⾞椅⼦をマッチさせる練習の時が来
ました。 

 
説明： 

• ここでは 2 ⼈の⾞椅⼦ユーザーの例話を⾒て
⾏きます。いっしょに、最適な⾞椅⼦および部
材を、それぞれの⾞椅⼦ユーザーへマッチさせ
る作業をしましょう。 

• 留意すること：じっさいの場⾯では、⾞椅⼦を
選ぶチームの中に⾞椅⼦ユーザーがいます。 

 

最初の⾞椅⼦ユーザーの例話を読め（望むならば、この例話のスライドを映せ）。 

質問：どんな種類の⾞椅⼦、およびどの部材がピーターには最適でしょうか？ 

それはなぜでしょうか？励まして回答を促せ。 
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ピーター ⾞椅⼦および部材 理由 
ピーターは農村に住んでいます。たいへん活
動的で頑健です。バランス感覚はよいです。
ピーターは、毎⽇ほぼ 1 km、⼟の道を⾏っ
て仕事との間を往復します。⾬が降ると、道
はたいへんぬかるみます。 

⻑いホイールベース（前
輪と駆動輪が離れてい
る） 

⼿に⼊れば：3 輪⾞ 

屋外に向く 

3 輪⾞は⻑距離移動に
よい選択肢 

幅広い前⽅キャスター
輪 

未舗装路/ぬかるみ/砂
地に強い 

活動的な駆動輪位置 荒れ地/⼩障害物に対し
て前輪を持ち上げやす
い 

かれのバランス感覚は
よい 

低い背もたれ こぐ邪魔にならない 
 
2番⽬の⾞椅⼦ユーザーの例話を読め（望むならば、この例話のスライドを映せ）。 

質問：どんな種類の⾞椅⼦、およびどの部材がナターシャには最適でしょうか？ 

それはなぜでしょうか？励まして回答を促せ。 

ナターシャ ⾞椅⼦および部材 理由 
ナターシャは町でアパートに住んでいます。
脳⾎管障害を患っていますが、移乗のために
⽴ち上がれます。腕の⼒がたいへん弱く、⾃
⼒では⾞椅⼦をこげません。ナターシャは時
どき座⾯上を横滑りすることがあり、家族
は、彼⼥が不快なのではと⼼配しています。 
 

動線を塞がない⾜台 ⽴ち上がって移乗でき
る 

⾜こぎを可能にする/促
すため 

床からの座⾯⾼は、⾼す
ぎないように 

前かがみに座った時、ナ
ターシャの⾜が難なく
床に着いて⽴ち上がれ
るように 

除圧クッション 圧⼒を緩和し、快適さと
姿勢⽀持をもたらす 

ソリッド背もたれ しっかりした姿勢⽀持
を与える 

⾼いひじ掛け 姿勢をよくする 

⼿押しハンドル 家族/介助者が押しやす
いように 
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説明：時には、⾞椅⼦ユーザーのニーズをすべて満たす⾞椅⼦が⾒つからないこともあります。こ
の場合は、⾞椅⼦ユーザーと話し合い、最も重要なニーズを満たすようにします。 

 正しい⾞椅⼦サイズを選ぶ（25 分） 

質問：なぜ⾞椅⼦のサイズが適切であることは重要なのでしょうか？ 

励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 
• サイズが適切なことで、⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦に正しく座れる。 
• サイズが適切な⾞椅⼦では、⾞椅⼦ユーザーの体重が均等に分散される。 
• サイズが適切な⾞椅⼦はより快適で、⾞椅⼦ユーザーがこぎやすい。 

 
活動 
グループ： 各グループ 2〜3 ⼈。 

指導内容： 各グループへ指⽰せよ： 

• ワークブックのワークシートに載っている、⾞椅⼦ユーザーの⾝体⼨法を
⾒なさい。 

• 各ユーザーについて、理想的な⾞椅⼦サイズを決定しなさい。そのうえで 

• ⼿に⼊る⾞椅⼦から、最もフィットするものを選びなさい。 

説明： 

• クッションの厚さは、50 mmとしなさい。 

• ⾞椅⼦ユーザーは、⾜ではなく⼿でこぐと仮定しなさい。 

モニター： グループをモニターし、必要に応じて補助せよ。 

時間： 25 分取っておけ。 

フィードバック： 各グループが、正しい「理想のサイズ」、および⼿に⼊る⾞椅⼦の中から最も
マッチするサイズの⾞椅⼦を選んでいることを確認せよ。 

質問：2番⽬の⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦を⾜こぎしたい場合、⾞椅⼦座⾯の
床からの理想的な⾼さはどれだけでしょうか？ 
（正解：310 mm） 

質問：⼿に⼊る⾞椅⼦の床から座⾯までの⾼さがそれより⾼い場合、どうし
たらいいでしょうか？  
（正解：クッションの厚みを減らす） 
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説明：職員は、座⾯奥⾏き, 座幅, 背もたれ⾼を確認するだけでなく、⾞椅⼦ユーザーに合わせる
ため、⾜台〜座⾯⾼の調節範囲も確認しなければなりません. 下腿が⾮常に⻑い、あるいは⾮常に
短い⾞椅⼦ユーザーもいます。もしこれらが⾞椅⼦の調節可能範囲から外れる場合は、改造が必要
になり、またそれは可能です。これについては、後の授業で説明します。 

教習員⽤の正解： 

1 ⾝体計測 ⾝体⼨法 
(mm) 

⾝体⼨法を理想的な⾞椅⼦⼨法へ換算 ⾞椅⼦⼨法 
 (mm) 

A 座位臀幅 380 mm 座位臀幅＝座幅 380 mm 

B 座底⻑ 右 400 mm B 引く 30〜60 mm＝座⾯奥⾏き 
（⻑さが異なる場合は、短い⽅を採⽤） 

370 mm 
左 400 mm 

C 座位 
下腿⻑11 

右 420 mm ＝⾜台〜クッション上端⾼、 
または 
＝⾜こぎの場合、床⾯〜クッション上端⾼ 

370 mm（クッシ
ョン 50 mm厚） 左 420 mm 

D 座 ⾯〜胸郭下
端12［の⾼さ］ 

― ＝クッション上端〜背もたれ上端 
（ユーザーの必要に応じて D または E を
測る） 

― 

E 座 ⾯〜肩甲⾻
下端13［の⾼さ］ 

380 mm 430 mm（クッシ
ョン 50 mm厚） 

 
⾞椅⼦ユーザーにとって、理想的な
⾞椅⼦のサイズ： 

座幅： 380 mm 
座⾯奥⾏き： 370 mm 
背もたれ⾼： 430 mm 

⼿に⼊るもので、どの⾞椅⼦および
サイズが、そのユーザーに最適か？ 

 

  

 
11  [原⽂] calf length, [ISO 7250-1:2017] popliteal height, sitting, [JIS Z8500:2002] 座位膝窩⾼ 
12  [原⽂] bottom of ribcage 
13  [原⽂] bottom of shoulder blade. [⽤語集] 座位肩甲⾻下⾓⾼. 肩甲⾻下⾓に相当する英語は inferior angle of the 

shoulder blade であるため, 原⽂の表現に近い訳語を採った. 
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2 ⾝体計測 ⾝体⼨法 
(mm) 

⾝体⼨法を理想的な⾞椅⼦⼨法へ換算 ⾞椅⼦⼨法 
 (mm) 

A 座位臀幅 420 mm 座位臀幅＝座幅 420 mm 

B 座底⻑ 右 460 mm B 引く 30〜60 mm＝座⾯奥⾏き 
（⻑さが異なる場合は、短い⽅を採⽤） 

430 mm 
左 460 mm 

C 座位 
下腿⻑ 

右 360 mm ＝⾜台〜クッション上端⾼、 
または 
＝⾜こぎの場合、床⾯〜クッション上端⾼ 

310 mm（クッシ
ョン厚 50 mm） 

左 360 mm 

D 座 ⾯〜胸郭下
端［の⾼さ］ 

260 mm 
＝座クッション上端〜背もたれ上端 
（ユーザーの必要に応じて D または E を
測る） 

310 mm（クッシ
ョン厚 50 mm） 

E 座 ⾯〜肩甲⾻
下端［の⾼さ］ 

― ― 

 
⾞椅⼦ユーザーにとって、理想的な
⾞椅⼦のサイズ： 

座幅： 420 mm 
座⾯奥⾏き： 430 mm 
背もたれ⾼： 310 mm 

⼿に⼊るもので、どの⾞椅⼦および
サイズが、そのユーザーに最適か？ 

 

 処⽅を記録する（10 分） 

説明：処⽅（選択）は書き出しておかなければなりません。⾞椅⼦サービス事業には、決定した処
⽅（選択）を書き出すためのフォームが必要です。この教習パッケージで⽤いる⾞椅⼦処⽅（選択）
フォームは⼀例であって、それぞれの⾞椅⼦サービス事業に合わせた調整が必要でしょう。 
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説明： 

• ⾞椅⼦処⽅（選択）フォームには、4つのパー
トがあります。 

• 最初のパートは⾞椅⼦ユーザーに関する情報
です。この情報は事前評価フォームから持っ
て来れます。 

• また、フィッティング予定⽇の記⼊欄もあり
ます。 

 
説明： 

• 第２のパートには、選択した⾞椅⼦の種類と
サイズを記録します。 

• ⾞椅⼦にオプション（例えば、調節できる背
もたれ、さまざまな種類の⾜台）がある場合
は、選んだオプションも記録します。 

• ⾞椅⼦の供給者が、そこの⾞椅⼦⽤に詳しい
⾞椅⼦処⽅（選択）フォームを持っている場
合もあります。それも完成し、⼀般的な処⽅
フォームへ添付します。 

 
説明： 

• 第 3のパートには、選択したクッションの種
類を記録します。 
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説明： 

• 最後に、⾞椅⼦の処⽅（選択）への、参画した
全員の合意署名欄があります。 

• 署名者の顔ぶれは、サービス事業によって異
なるでしょう。しかし、⾞椅⼦ユーザー、お
よび事前評価を⾏なった⼈が署名すること
は、たいへん重要です。 

 
質問：⾞椅⼦処⽅（選択）フォームの記⼊について、何か質問はある⼈はいますか？ 

どんな質問にも答えよ。 

説明：処⽅（選択）には、⾞椅⼦ユーザーとの、⾃分の⾞椅⼦およびクッションを使い、⼿⼊れす
るために、どんな教習や助⾔が必要かについての合意も含まれます。 

 要点のまとめ（3 分） 
 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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B.6: 資⾦調達および発注14 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ 処⽅した⾞椅⼦を、⾃分のサービス事業の発注システムに従って発注する。 

教
材 

この授業には： 
¨ 受講者⽤参考書 
¨ 発注フォーム（教習パッケージには含まれない。現地に⽤意されている場合のみ使⽤） 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。 

¨ この授業を、受講者が働く⾞椅⼦サービス事業での、⾞椅⼦の発注⼿順を教えるため
に活⽤する。 

¨ ⾞椅⼦の明確な発注システムがないところでは、教習員には⾞椅⼦サービス事業と協
⼒して、発注プロセスを確⽴するよう奨励する。 

¨ 受講者には、発注を練習する機会を与えよ。これには（現地に⽤意されていれば）発
注フォームを完成させることを含む。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、授業計画を読み通す。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. 資⾦調達 
3. 発注 

2 
3 

10 

授業時間計 15 
 

 はじめに（2 分） 

説明：資⾦調達および発注は、⾞椅⼦サービス提供の第４ステップです。 

 資⾦調達（3 分） 

説明： 

⾞椅⼦が処⽅されれば、推奨される製品の費⽤を精確に⾒積もれます。だれが資⾦を供与するのか、
知っておくことは⽋かせません。資⾦としては、⾃⼰負担、政府・NGO（⾮政府組織）・援助団体
からの補助⾦、保険⾦などがありえます。発展途上地域の多くの⼈には、⾞椅⼦を必要としながら
購⼊するゆとりがありません。しかし払えようが払えまいが、⾞椅⼦が必要ならだれにでもそれを
得る権利があるのです。したがって、財政的⽀援が必要な⾞椅⼦ユーザーの利⽤に供される資⾦が
必要です。ほとんどのサービス事業では、⾞椅⼦を発注する前に財源の確定が不可⽋だからです。 

 
14  [訳注] この授業のスライドはテキストのみで内容は指導書の要約である。原著でもスライドのサムネイルは省略

されている. 
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これを担当するのは、多くの場合は臨床や技術の職員よりも、事務職員や事業管理者です。それが
⾞椅⼦サービス職員の業務の⼀部であれば、⾞椅⼦への⽀払い⽅法を確定する、何らかのシステム
が設けられるべきです。 

受講者は、⾃分の⾞椅⼦サービス事業のプログラムへの、さまざまな資⾦調達の可能性を書き出し
てみるとよいでしょう。 

 発注（10 分） 

⾞椅⼦ユーザーにとって最良の⾞椅⼦を選び、処⽅（選択）を作成したら、⾞椅⼦を発注する必要
があります。 

⾞椅⼦サービス事業が在庫を持っている場合は、仕上がった発注フォームをサービス事業管理者が
承認することがそれに当たります。続いて⾞椅⼦の下準備を、その担当職員が⾏ないます。 

⾞椅⼦サービス事業が在庫を持っていなければ、外部の供給者へ発注することになります。 

⾞椅⼦発注システムは、⾞椅⼦サービス事業によって異なります。次に、⾃分の地域の⾞椅⼦サー
ビス事業で、⾞椅⼦を発注する際の留意事項を書き出して下さい。 

説明： 

⾞椅⼦サービス職員は⾞椅⼦を発注するのは、⾞椅⼦ユーザーへの最良の⾞椅⼦を選択し、処⽅を
準備した後でなければなりません。 

納品遅れを避けるため、つねに発注は、なるべく迅速に⾏なうべきです。 

⾞椅⼦の、さまざまな発注システムについて説明せよ。受講者は、受講者⽤参考書の所定
の欄にその発注システムを書き留めるとよい。 
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実習 1: 事前評価および処⽅（選択） 

⽬
的 

この実習が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ 基礎レベルの⾞椅⼦事前評価実施を、グループで補助を受けながらやってみせる。 

¨ 基礎レベルの⾞椅⼦の処⽅（選択）作成をグループで補助を受けながらやってみせる。 

教
材 

¨ 教習員⽤観察確認表：実習 1 

¨ ⽩紙の、⾞椅⼦事前評価フォームおよび⾞椅⼦処⽅（選択）フォーム 

¨ 各⾞椅⼦ユーザーに、評価ベッドのある清潔で⼈⽬に触れない事前評価スペース 

¨ （事前評価を地域で実施しない場合）⾒本の⾞椅⼦ 

¨ 巻尺および⾜乗せブロック 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ ⽂化的要素：例えば、事前評価を男⼥混合で実施するのが適切かどうか。 

¨ ことばの要素：例えば、参加する⾞椅⼦ユーザーが全受講者と共通のことばを話すか
どうか。 

¨ ⾞椅⼦の事前評価および処⽅のさい、サービス事業が必要とする⽂書：例えば、その
サービスへアクセスする⾞椅⼦ユーザーについて、サービス事業で収集する必要があ
る追加情報（例：紹介・相談元）。 

¨ 事前評価中に起きた問題で、授業や教習内では対処しきれないものを、教習員がどう
取り扱うか。 

準
備 

¨ ⾞椅⼦ユーザー志願者と、時間や旅程を確認する。⾞椅⼦ユーザーおよびその家族/⽀
援者には、軽⾷が⽤意されるようにする。 

¨ ⾞椅⼦ユーザーが到着しだい出迎え、実習開始までの待機場所へ案内する⼈を、1 ⼈
任命する。 

¨ 受講者のペアと⾞椅⼦ユーザー志願者の各組ごとに、⽬隠しの仕切りが付いた評価ベ
ッド 1台を⽤意する。⾞椅⼦事前評価フォームや⾞椅⼦処⽅（選択）フォームなど、
事前評価に必要なすべての器材を評価ベッドに置く。 

¨ ⾞椅⼦ユーザーに⾒せる可能性がある⾒本の⾞椅⼦およびクッションが、正しく動作
することを確かめる。 

¨ 受講者が 3ペアを超えれば、他の教習員にグループのモニターを⼿伝ってもらう。 

¨ どの受講者どうしが、どの⾞椅⼦ユーザーと作業するか決めておく。 

あ
ら
す
じ 

1. 事前評価および処⽅の実習： 
• 諸指⽰と段取り 
• 事前評価 
• 処⽅ 
• フィードバック 

 
5 

45 
30 
10 

実習時間計 90 



基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ  

 160 

 事前評価および処⽅の実習（90 分） 

教習員への注記：実習 1 ⽤「教習員⽤観察確認表」を⽤い、グループが実習の全作業段階を遂⾏し
ていることを確かめ、よく⽬にした優れた、あるいは改善を要する実践の例で、フィードバックの
場で取り上げるべきものを確認表（の所定の欄）へ記しておけ。 
 
活動 
グループ： • 受講者をグループ分け（1 グループ 3 ⼈以内）せよ。 

• 各グループのリーダーを任命せよ。 

• 各グループへ、いっしょに作業する⾞椅⼦ユーザーの名前を伝えよ。 

• 各グループへ作業場所を割り当てよ。 

• すべての器材は、評価ベッドの上に置いてあることを説明せよ。 

指導内容： 以下をすべて説明せよ： 

実習の⽬的： 

• この実習の⽬的は、⾞椅⼦ユーザーに対して、事前評価および⾞椅⼦の処
⽅を実施することです。 

• 受講者には、今⽇いっしょに作業した同じ⾞椅⼦ユーザーと今後もいっし
ょに作業し、この教習教程の終盤で今⽇選択した⾞椅⼦をフィッティング
し、ユーザー教習を実施してもらいます。 

• 教習教程の間に⾞椅⼦ユーザーの⾞椅⼦が完成しなかった場合も、⾞椅⼦
が完成されるように⾞椅⼦ユーザーと調整します。受講者は、それでもな
るべく多くの作業をこなすようにして下さい。 

リーダー： 

• リーダーには、全作業段階の実施を確認する責任があります。 

• リーダーは、⾞椅⼦ユーザーやその家族/介助者と話す主役となって下さ
い。これは同時にしゃべる⼈が多すぎて皆が混乱しないためです。 

各サービスフォーム： 

• 各グループのリーダーへ、事前評価フォームと処⽅フォームを 1 部ずつ配
布せよ。 

教習員による観察および⽀援： 
• 受講者は、補助や説明はいつでも求めて下さい。 

• 実習の間じゅう、教習員は各グループをモニターし、必要に応じてできる
限り⽀援し、助⾔します。 
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• 事前評価が完了したら、受講者は教習員のひとりを呼び、来たら⾃分たち
の事前評価および⾞椅⼦事前評価フォームを確認させて下さい。 

• 処⽅（選択）が完了したら、受講者は教習員のひとりを呼び、来たら⾃分
たちの処⽅（選択）および⾞椅⼦処⽅（選択）フォームを確認させて下さ
い。 

制限時間： 

• 事前評価は 40 分、処⽅は 20 分での完了が⽬標です。 

受講者へ尋ねよ：事前評価の⼿順には何がありましたか？正解を受けとめ承
認せよ。 

受講者へ尋ねよ：処⽅の⼿順には何がありましたか？正解を受けとめ承認せ
よ。 

これらの作業のどの段階でも、積極的に⾞椅⼦ユーザーの参画を得なければ
ならないことを、受講者へ念押しせよ。 

質問：何か質問はありますか？ 

どんな質問にも答えよ。 

各グループへ、作業区域を整え、続いていっしょに作業する⾞椅⼦ユーザー
へ⾃⼰紹介してから取りかかるよう指⽰せよ。 

モニターと⽀援： グループを注意深くモニターし、実習が安全に⾏なわれるようにし、受講者
の技能を観察し評価せよ。 

教習員⽤観察確認表を⽤い、各グループへの所⾒を記録せよ。 

実習全体を通して： 

• 時間を（⼝頭で、あるいは受講者全員から⾒えるように板書して）予告し、
受講者が時間をうまく使えるようにせよ。 

• ⾞椅⼦ユーザーが、積極的に参画しているのを確かめよ。 

実習の終わりに受講者へ、⾞椅⼦ユーザーへその参加に対して感謝を述べ、
処⽅（選択）した⾞椅⼦はこれから下準備し、次の実習では試⽤する準備が
できていることを説明するよう、指⽰せよ。 

時間： 事前評価の完了に 45 分、処⽅（選択）の完了に 30 分、フィードバックに 10 
分取っておけ。 

フィードバック： 実習中に⽬にした、優れた実践例についてコメントせよ。 

受講者に特に改善を要する⾯があれば、指摘せよ（個⼈をあげつらうな）。 

質問：何か質問はありますか？ 

  



基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ  

 162 

B.7: 製品（⾞椅⼦）の下準備 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 

¨ ⾞椅⼦を、その⾞椅⼦への処⽅（選択）と合致するよう調整する。 

¨ 「⾞椅⼦の安全・準備完了」確認表を⽤い、⾞椅⼦が安全に使⽤でき、すべての部分
が動作することを確認する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：B.7: 製品（⾞椅⼦）の下準備 

¨ 受講者⽤参考書 

¨ 受講者⽤ワークブック 

¨ 動画：⾞椅⼦の安全・準備完了確認表のデモ 

¨ 実習 1 で事前評価した⾞椅⼦ユーザーへ選択した⾞椅⼦ 

¨ （実習 1 で）完成した⾞椅⼦処⽅（選択）フォーム 

¨ ⾞椅⼦の安全・準備完了確認表（各参加者へ 1 部ずつ） 

¨ 巻尺、および調整に必要なすべての⼯具（各ペアに 1セット） 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 

¨ 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦の調整に要する時間。現地で⼿に⼊る⾞椅⼦に調節の余地がほ
とんどなければ、設定に要する時間は短くなる。調節の余地が多ければ、設定に要す
る時間は⻑くなる。 

¨ 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦を、下準備の前に組み⽴てる必要がある場合、この授業の前に
組み⽴ててしまう時間を取る必要がある。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 

¨ 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦を調整する練習をやっておく。そうすると調整のやり⽅が分か
り、必要に応じて受講者へデモや補助ができる。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. ⾞椅⼦の下準備 
3. ⾞椅⼦の安全・準備完了確認表 
4. 要点のまとめ 

2 
40 
30 
3 

授業時間計 75 
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 はじめに（2 分） 
 

説明：この授業で受講者は、⾞椅⼦ユーザーが試
⽤できるように⾞椅⼦を下準備するやり⽅を学
びます。これは⾞椅⼦サービス提供の第 5ステッ
プです。 

製品（⾞椅⼦）の下準備の内容は： 

• 組み⽴てた⾞椅⼦を、⾞椅⼦ユーザーへの処⽅
（選択）と合致するよう下準備する、 

• ⾞椅⼦を点検し、使⽤するのに安全で準備でき
ており、すべての部分が正しく動作するか確か
める、などです。 

 ⾞椅⼦の下準備（40 分） 

説明：受講者は、前の実習でいっしょに作業した⾞椅⼦ユーザーへ処⽅した⾞椅⼦を、下準備して
⾏きます。⾞椅⼦の下準備の⼿順は、次の通りです。 
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説明： 

• ⾞椅⼦の座幅および座⾯奥⾏きの⼨法が、処⽅
（選択）通りか確かめます。 

 
• クッションの幅と奥⾏きが、座⾯と⼀致してい

るか確かめます。 

 
以下を（可能ならば）調節します： 

• 背もたれの⾼さと⾓度 

• ひじ掛け⾼ 

• 駆動輪位置 

• ブレーキ位置（駆動輪位置を変更したら、必ず
ブレーキ位置を設定し直して下さい） 

• ⾜台⾼ 

• ⼿押しハンドル⾼ 

• その他可能なすべての調節 
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活動 
グループ： 実習 1 と同じグループに分かれて、いっしょに作業してもらう。 

各グループへ配布せよ： 

• 担当する⾞椅⼦ユーザーへの完成した⾞椅⼦処⽅（選択）フォーム 

• 巻尺１巻 

• 担当する⾞椅⼦ユーザーへ処⽅した⾞椅⼦ 

⾞椅⼦の調整に必要なすべての⼯具を、教室前⽅に⽤意せよ。 
指導内容： 各グループへ、処⽅（選択）を⾒て、⾞椅⼦を下準備するよう指⽰せよ。 

⼀つずつ⼿順を踏んで⾏くよう念押しせよ： 

• ⾞椅⼦座⾯の幅および奥⾏きを確認する。 

• クッションの合致を確認する。 

• 調整をすべて⾏ない、担当する⾞椅⼦ユーザー向けに⾞椅⼦を設定する。 

必要なすべての⼯具が、教室前⽅にあることを念押しせよ。 

説明：⾞椅⼦ユーザーのニーズを満たすには細かい改造が必要なグループ
は、この後の授業でそれを⾏ないます。 

モニター： グループを注意深くモニターせよ。 

各作業段階を実⾏しているか確かめよ。 

終了したグループごとに、⾞椅⼦が、⾞椅⼦ユーザーへの処⽅（選択）へな
るべく近く合致させた設定になっていることを確かめよ。 

細かい改造が必要になっていたら、そのグループと何が必要なのか話し合
え。詳しくは、この後の授業で話すことを説明せよ。 

時間： 必要かつ実施可能な調整しだいで 20 分かそれ以上⾒ておき、10 分フィード
バック。 

フィードバック： 質問： 

• 各グループは、担当する⾞椅⼦ユーザーへの処⽅（選択）と合致するよう
に、⾞椅⼦を下準備できましたか？ 

• そうでなければ：何が問題でしたか？受講者全体へ、この問題に対する解
決策があるか尋ねよ。全員が理解するまで説明せよ。 
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 ⾞椅⼦の安全・準備完了確認表（30 分） 

説明：製品（⾞椅⼦）の下準備の第 2 段階は、⾞椅⼦が、使⽤するのに安全で準備できており、す
べての部分が正しく動作するのを確かめることです。⾞椅⼦の安全・準備完了確認表を各受講者へ
配布せよ。 
 

説明： 

• 確認表は、何か取りこぼしがないか確かめるの
に役⽴ちます。 

• 受講者は確認表を、⾞椅⼦を下準備するごとの
簡便な参照資料として持っておくとよいでし
ょう。 

• サービス事業で、確認表を⾞椅⼦の処⽅（選択）
ごとに記⼊するフォームとして⽤いる選択も
できます。これはサービス職員しだいです。 

 

 

動画を紹介：「⾞椅⼦の安全・準備完了確認表のデモ」。この動画では、⾞椅
⼦を調べ、⾞椅⼦ユーザーが試⽤するのに安全で準備できているか確かめる
やり⽅を視聴します。 

受講者へ指⽰： 

• ⾞椅⼦の確認を実施するところを、注意深く視聴して下さい。 

• 各確認作業を⾒ながら、⾞椅⼦が合格だと思ったら、ワークブックの⾞椅
⼦の安全・準備完了確認表へ印を付けて下さい。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 
 
活動 
グループ： 実習 1 と同じグループ。各グループへ、他のグループが下準備した⾞椅⼦を

割り当てよ。 
指導内容： 各グループへ、割り当てられた⾞椅⼦を調べ、⾞椅⼦ユーザーが試⽤するの

に安全で準備できているか確かめるよう指⽰せよ。確認すべき各事項を思い
出すには、確認表を活⽤するとよい。問題があればメモしておき、教習員と
話し合うようにせよ。 

モニター： グループをモニターし、必要に応じて補助せよ。 

何か問題が判明したら、できれば授業中に解決するよう受講者を励ませ。で
きなければ、どんな問題でも記録し実習 2 の前に解決しておく必要がある。 

時間： 15 分取っておけ。 
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フィードバック： 各グループへ、⾃分たちの⾞椅⼦が、⾞椅⼦ユーザーが試⽤するのに安全で
準備できていたかどうか、グループ全体へ報告する（1 グループにつき 2〜
3 分取っておけ）よう指⽰せよ。 

 
質問：問題があったらどうしますか？ 

励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 
• 問題点を補修/修理する。 
• ⾞椅⼦を、⾞椅⼦製造所へ送り返して修理してもらう。 
• ⾞椅⼦の供給者へ連絡し、問題点の修理を依頼する。 

 

 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 

 

確認表：⾞椅⼦は使⽤するのに安全で準備できているか？ 

⾞椅⼦全体： 教習員への注記： 
鋭い⾓がない。 □ ⾞椅⼦全体を、⽬と⼿で確認。 
部品に破損や傷がない。 □ 
⾞椅⼦がまっすぐ⾛る。 □ ⾞椅⼦を押しやり、キャスター輪が「トレ

イル」ポジション15にあることを確認。 
  

 
15  [原⽂] “trail” position, [ISO 7176-26:2007] trailing position, [JIS T9201:2016] トレーリングポジション「⾞椅⼦

が前⽅直進状態にある時のキャスタ輪の位置。通常，キャスタ輪が進⾏⽅向に対してキャスタ旋回軸の真後ろにあ
る状態」. [訳注] 例えば本書 p.149上図の⾞椅⼦の前⽅キャスターはトレーリングポジションにある. 
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前⽅キャスター輪：  
⾃由に回転する。 □ ⾞椅⼦を傾けて駆動輪で⽴たせ、キャスタ

ー輪を回転させる。 キャスターフォークに触らず回転する。 □ 
ボルトが固く締まっている。 □ 確認。しっかりした感触。締めすぎない。 
前⽅キャスター受け具：  
キャスターフォークが⾃由に旋回する。 □ ⾞椅⼦を傾けて駆動輪で⽴たせ、キャスタ

ーフォークを旋回する。 
駆動輪：  
⾃由に回転する。 □ ⾞椅⼦を横に傾けて⽚⽅の駆動輪で⽴たせ

逆側の駆動輪を回転させる。両⽅を確認。 
⾞軸ボルトが固く締まっている。 □ 確認。しっかりした感触。締めすぎない。 
タイヤへ適切に空気が⼊っている。 □ タイヤを親指で圧す。⾞輪はかすかに凹む

が、5 mm以下であること。 
ハンドリムがしっかり取り付けられている。 □ 確認。 
ブレーキ：  
適切に働く。 □ ブレーキを掛ける。⾞椅⼦が動かないこと

を確認。 
⾜台：  
⾜台がしっかり取り付けられている。 □ 確認。 
フレーム：  
折りたたみフレーム⾞椅⼦の場合、容易に折
りたためて開ける。 

□ ⾞椅⼦を折りたたみ、折りたたみ機構が正し
く動作することを確認。 

背もたれ前倒し式⾞椅⼦の場合、背もたれを
容易に折りたためて開ける。 

□ 

クッション：  
クッションがカバーに正しく収まっている。 □ 通常は、クッションカバーはクッションの

後下辺で閉じる。 
クッションが⾞椅⼦に正しく載っている。 □ 成形クッションでは「座⾻井」は座⾯後ろ

側に来る。 
クッションカバーはぴったり合っているが、
きつ過ぎない。 

□ クッションカバーが、クッションの起伏の
上でぴんと張るようではよくない。 

クッションが座⾯全体を覆っている。 □ 座⾯のどの部分も、クッションの下に隠れ
て⾒えないことを確認。これはソリッド座
⾯で特に重要。 
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B.8: クッションづくり 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 

¨ 基礎的なウレタンフォーム除圧クッションの特徴を指摘する。 

¨ 基礎的なウレタンフォーム除圧クッションをつくる。 

¨ 座⾻に安全でない圧⼒がかかるユーザーへの、「かさ上げ」の⼊れ⽅を説明する。 

教
材 

¨ PPTスライド：B.8: クッションづくり 

¨ 受講者⽤参考書 

¨ 受講者⽤ワークブック 

¨ 動画：クッションづくり 

¨ 除圧クッション、クッションカバー、クッションかさ上げの⾒本 

¨ クッション製作道具セット（詳細は前述「クッションづくり：資材および⼯具」を参
照） 

¨ 現地で⼿に⼊る⽣地で、クッションカバーに使えるものの⾒本 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。例えば： 
¨ ⾞椅⼦ユーザーへクッションをつくり、フィッティングする。 

¨ 推奨する材料の⼊⼿可能性およびその性能に応じて、あるいは現地の⼈びとの平均的
な体格に基づき、提⽰するクッションの⼨法とデザインを調整する。 

¨ 現地で⼿に⼊るクッションおよび代替素材の⼀覧表を⽤意する：受講者に、⾒本を地
元から持参してもらってもよい。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 

¨ 各 3 ⼈のグループ⽤に作業台/テーブル、およびウレタンフォーム⾒本の硬さを試験
し、クッション基層を切って接着するための資材および⼯具 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. クッションの特徴および⼨法 
3. クッション基層のつくり⽅：デモ 
4. クッション基層のつくり⽅：練習 
5. クッションの⼿⼊れ 
6. ウレタンフォーム除圧クッションに関する、よくある質問 
7. 要点のまとめ 

5 
20 
20 
60 
5 
5 
5 

授業時間計 120 
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 はじめに（5 分） 
 

説明： 

• この授業で受講者は、基礎的なウレタンフォー
ム除圧クッション16のつくり⽅を学びます。正
しくつくってフィッティングすれば、このクッ
ションは多くの⾞椅⼦ユーザーの除圧に役⽴
ちます。 

• 重要な留意事項ですが、1枚でどのユーザーに
も適切なクッションというものはありません。 

• ⾞椅⼦ユーザーへ除圧クッションを供したら、
フィッティングで必ず⾞椅⼦ユーザーの座⾻
下の圧⼒を検査して下さい。座⾻井を適切な
幅・奥⾏き・深さにする調整が必要になること
もあります。 

質問：除圧クッションをつくるか、供与した経験のある受講者はいますか？ 

励まして回答を促し、受けとめ承認せよ。 

 クッションの特徴および⼨法（20 分） 

除圧クッションの基層の⾒本を回覧せよ。表層およびカバーは⼿元へ置いておけ。 

スライドが⽰すクッションのそれぞれの特徴について、受講者へ質問せよ：クッションのこの特徴
の⽬的は何ですか？受講者には、これは教習プログラム前半の授業「クッション」で取り上げてい
ることを思い出させよ。 

励まして回答を促せ。 

スライドが⽰すそれぞれの特徴について、同じ特徴をクッション⾒本について指摘せよ。 

  

 
16  [訳注] ここで解説されている除圧クッションは,「⽤語集」では「カットアウト型」に分類される. 
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特徴 
 

堅いウレタンフォームの基層 

教習員からの注釈：この特徴は、どんな働きをす
るのでしょうか？ 

• クッションに形状を与えることです。 

 
座⾻井（ざこつせい］ 

• 座⾻および尾⾻の下の圧⼒を緩和します。 

• ⾻盤を、クッション後部でまっすぐに起こして
おくのに役⽴ちます。 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーの座⾻は、座⾻井のヘリや上で
はなく、座⾻井の内側に据わらなければなりま
せん。 

• フィッティングでは、つねに座⾻が正しくフィ
ットしているか確かめて下さい。⼿を⾞椅⼦ユ
ーザーの下に置き、座⾻がどこにあるか感じ取
りなさい。この教習プログラムで教えた圧⼒検
査を⽤いて、圧⼒を調べなさい。 

 
• このクッションをスリング座⾯の⾞椅⼦で使

う場合、クッション底⾯の左右を斜めに⾯取り
します。 

• こうするとクッションが⾞椅⼦のスリング座
⾯の形にはまり、クッション上⾯が⽔平に保た
れます。 

• 「斜⾯」を切り取るのは、クッションをスリン
グ座⾯で使⽤する時だけです。 

• ソリッド座⾯の場合、クッション底⾯は平らに
します。 
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柔らかいウレタンフォームの表層 

• いちばん上のウレタンフォーム層は、快適さを
もたらします。 

• 表層の⾒本を回覧せよ。 

 
• もっと除圧が必要になることもあります。 

• この場合、職員は基層づくりに使ったのと同じ
ウレタンフォームで「かさ上げ」をつくれます。 

• かさ上げは基層の上で、柔らかいウレタンフォ
ーム層の下に置きます。こうすると、座⾻井が
もたらす除圧効果が⾼まります。 

• かさ上げを加えたら必ず座⾻の圧⼒検査を⾏
ない、圧⼒を⾝体感覚で確かめて下さい。 

• クッションかさ上げの⾒本を回覧せよ。 

説明：クッションの特徴の最後はカバーです。カバーはクッションを保護するために⽋かせません。 

質問：クッションカバーをつくるには、どんな種類の⽣地が使えるでしょうか？ 

励まして回答を促し、「良」あるいは「可」の⽣地を板書せよ。どれが最良（良）で、どれを他に代
わりがない時には使えるか説明せよ。 

ありうる答え： 
• 薄いナイロン/⾬傘の⽣地（良） 
• 伸縮する⽣地/ライクラ（良） 
• Tシャツ⽣地/⽊綿ニット地（可） 
• ネオプレン/ウェットスーツ地（可） 
• タフタ（可） 

• ビニール/合成⽪⾰（不可） 
• 厚いキャンバスまたはナイロン地（不可） 
• テリークロス/タオル地（不可） 
• ⿇/シーツ（不可） 
• ビニール袋/ポリエチレン（不可） 
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説明： 

• 除圧クッションのカバーに向く⽣地は、通常は
耐⽔性または伸縮性のものです。 

• 耐⽔性の⽣地は、（パラシュートや⾬傘の⽣地
のように）⾮常に薄くなければなりません。そ
うすれば、折り⽬が⽪膚に痕を付けません。 

• 伸縮性があっても耐⽔性でない⽣地を⽤いる
場合は、薄いプラスチック（ビニール袋）を⽤
い、クッションカバーの内側でウレタンフォー
ムの表⾯を覆ってクッションを保護できます。 

• クッションの後部ではカバーをたるませ、カバ
ーが座⾻井の上に張ってしまう「太⿎の⽪」効
果17を防がねばなりません。 

• クッションカバーの⾒本を回覧せよ。 
 

説明： 

• 座⾻井が正しく機能するには、絶対に幅・奥⾏
き・深さが正しくなければなりません。座⾻井
の⼨法決めには、受講者は次のルールを⽤いて
下さい。 

 
スライドが⽰す通りに、座⾻井のそれぞれの⼨法
を説明せよ。 

  
 

17  [原⽂]”drum” effect 
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⼩グループ活動 
グループ： 各グループ 2 ⼈ 

指導内容： 各グループへ指⽰せよ。 

• ワークブックのワークシートの初めに載っている表を完成しなさい。 

座⾻井の幅・奥⾏き・深さを、3 ⼈の⾞椅⼦ユーザーについて計算する必要
があることを説明せよ。 

モニター： グループをモニターし、必要に応じて補助せよ。受講者が取り組んでいる間、
下の表をホワイトボードに書け（答えはまだ⼊れない）。 

 幅 奥⾏き 深さ 

⼤⼈の⾞椅⼦ユーザー：座位臀幅 360 mm 180 mm 180 mm 35 mm 

⼤⼈の⾞椅⼦ユーザー：座位臀幅 460 mm 200 mm 200 mm 35 mm 

⼦どもの⾞椅⼦ユーザー：座位臀幅 280 mm 140 mm 140 mm 20〜25 mm 

時間： 5 分 

フィードバック： 表をホワイトボードに書く。 

質問：座⾻井の幅・奥⾏き・深さは、それぞれの⾞椅⼦ユーザーについて、
いくつですか？正解をホワイトボードの表に記⼊せよ。 

質問：受講者は、この⼨法が⾞椅⼦ユーザーにとって正しいかどうか、どう
やったら判りますか？ 

解答： 必ず、フィッティングの時に座⾻井が正しくフィットしているか確
かめて下さい。⾃分の⼿を⾞椅⼦ユーザーの下に置き、座⾻がどこにあるか
感じ取りなさい。この教習プログラムで教わった圧⼒検査を⽤いて、圧⼒を
調べなさい。⾞椅⼦ユーザーの座⾻は、座⾻井のヘリや上ではなく、座⾻井
の内側に据わっていなければなりません。 

 クッション基層のつくり⽅：デモ（20 分） 

 

動画を紹介：「クッションづくり」。基礎的なウレタンフォーム除圧クッショ
ンのつくり⽅を、簡潔に紹介します。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 
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硬いウレタンフォームおよび柔らかいウレタンフォームの⾒本を回覧せよ。受講者へ、ウレタンフ
ォームを固い⾯（例えば作業台）に置き、握り拳をウレタンフォームへめり込ませて 2枚の硬さの
違いを感じ取るよう指⽰せよ。 

説明： 

• 基層と表層は、いっしょにクッションカバーへ納めます。 

• この⼆層を接着する必要はありません。 

• 表層が汚れるか、すり切れたら洗って乾かすか交換します。 

カバー内にかさ上げを加え、座⾻井をより深くするやり⽅を⽰せ。 

 クッション基層のつくり⽅：練習（60 分） 

説明：受講者には、これからクッション基層の切り出し⽅を練習してもらいます。 

活動 
グループ： 各グループ 2〜3 ⼈。各グループへ作業台/テーブル 1台、およびクッション

基層を切り出すのに必要な資材と⼯具を割り当てよ。 

指導内容： 各グループへ指⽰せよ： 

• 協⼒してクッション基層を切り出しなさい。 

• ワークブックのワークシートを活⽤し、各作業⼿順を思い出しなさい。 

安全の要点を強調せよ： 

• 受講者へ、ウレタンフォームを切る道具が⾮常に鋭利なことを忘れず、取
り扱いには細⼼の注意を払うよう念押しせよ。 

モニター： グループをモニターし、必要に応じて補助せよ。 

時間： ［活動に］50 分およびフィードバック 10 分 

フィードバック： グループへ質問せよ： 

• ウレタンフォームを切る、あるいは接着する上で、何か役に⽴つコツを⾒
つけましたか？ 

• 左右両側から切り込んで⾏くと、何が起こるでしょうか？（答え： 2 つの
切り⼝が⼀致せず、表⾯に段が残ることがあります） 
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 クッションの⼿⼊れ（5 分） 

 

説明：⾞椅⼦ユーザーは、⾃分のクッションの⼿⼊
れ⽅法を知っておく必要があります。その内容は： 

• クッションを清潔に保つ：クッションは薄くて
温かい⽯けん⽔で洗えます。交換前に、直射⽇光
を避けて乾かしておきます。 

• 表層の検査：表層は、圧したら「はね返る」こと
が必要です。はね返らず、固くて扁平になってい
たら交換が必要です。 

• 基層の検査：基層が形状を保ち、ボロボロになっ
ておらず、すり切れていないか確かめます。そう
なっていたら交換が必要です。 

• 基層の交換が必要になるまでに、表層は 2、3回
交換することになるでしょう。 

 ウレタンフォーム除圧クッションに関する、よくある質問（5 分） 

質問：このクッションについて、何か質問はありますか？どんな質問にも答えよ。 

ありそうな質問 答え 
クッションカバーに使う
⽣地は、どうやって決めた
らよいか？ 

• できれば伸縮性の⽣地を⽤いなさい。耐⽔性の⽣地が⼿に⼊れば
最⾼です。耐⽔⽣地の場合は、分厚すぎないことを確かめなさい。
さもないと、折れ⽬が⾞椅⼦ユーザーの⽪膚に痕を付け、褥瘡を
引き起こすことがあります。 

• ⼿に⼊る⽣地しだいで選択も変わります。選択肢が限られる場合
もあります。 

• 選択の余地があって判断が付かない場合は、⾞椅⼦ユーザーにい
ろいろな選択肢を試してもらいなさい。 

• ⾞椅⼦サービス職員が経験を深めるには、さまざまな⽣地を試し
てみることです。 

このクッションは、あらゆ
る⾞椅⼦ユーザーに有効
だろうか？ 

• いいえ。このクッションは、あらゆる⾞椅⼦ユーザーに対して有
効というわけではありません。 

• しかし、このクッションの⻑所の⼀つは、簡単に調整できること
です。 
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このクッションは、暑さや
汗かきの原因になるだろ
うか？ 

• ウレタンフォームクッションは、暑さや汗かきの原因になること
があります。しかしこのクッションは、性能が他の多くの⾯で優
れているため、暑さは妥協点の⼀つです。 

除圧クッションは、あらゆ
る⾞椅⼦ユーザーに必要
だろうか？ 

• いいえ。あらゆる⾞椅⼦ユーザーに除圧クッションが必要という
ことはありません。しかし、ソリッド座⾯の⾞椅⼦には、必ずク
ッションが必要です。 

• この教習プログラムで学んだ褥瘡の危険因⼦を検討し、⾞椅⼦ユ
ーザーに褥瘡発⽣の危険があるかどうか判断しなさい。 

• このクッションが除圧のためには不要な場合も、褥瘡発⽣の危険
がない⾞椅⼦ユーザーも含め、このクッションは快適さや姿勢を
改善できます。 

 
このクッションを、前後や
裏表を逆にして使ったら
どうなるだろうか？ 

• 適切に機能しない上、褥瘡発⽣の危険を増やしかねません。 

• つねに、⾞椅⼦ユーザーおよび（適切ならば）家族が、クッショ
ンの取り扱いや⼿⼊れを正しく理解しているか確かめなさい。 

• 必要なら、クッションに「前」「後」「上」「下」の印を付けなさい。 

このクッションは、⼦ども
にも有効だろうか？ 

• はい。このクッションは、うまく座れて褥瘡発⽣の危険がある⼦
どもには有効です。 

• ⾞椅⼦を使う⼦どもの多くには姿勢⽀持の追加が必要ですが、こ
のクッションだけでは、じゅうぶんに与えられません。 

 

 要点のまとめ（5 分） 
 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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B.9: フィッティング 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ フィッティングの作業段階を、正しい順序で列挙する。 
¨ 個別の⾞椅⼦ユーザーに対して、⾞椅⼦のサイズおよび⼀般的な調整を確認する⽅法

をやってみせる。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：B.9: フィッティング 

¨ 受講者⽤参考書 

¨ 動画：フィッティングのデモ 

¨ 3 ⼈のグループにつき 1台の⾞椅⼦ 

¨ ⾞椅⼦フィッティング確認表（受講者 1 ⼈に 1 部） 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 

¨ フィッティングの実施場所。受講者が地域でフィッティングを実施する場合、教習員
は、訪問フィッティングへ持参すべき⼯具その他の留意事項についての助⾔を盛り込
むとよい。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. フィッティングの優れた実践 
3. フィッティング演習 
4. 要点のまとめ 

2 
30 
25 
3 

授業時間計 60 
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 はじめに（2 分） 
 

説明： 

• フィッティングは、⾞椅⼦サービス提供の 8つ
のステップの 6 番⽬です。この授業で受講者
は、フィッティングでやるべきことは何か学び
ます。 

 フィッティングの優れた実践（30 分） 
 

説明：フィッティングで、⾞椅⼦ユーザーと職員
がいっしょに確かめることは： 

• ⾞椅⼦が正しいサイズで、正しく調整されてい
る。 

• ⾞椅⼦およびクッションが、⾞椅⼦ユーザーを
まっすぐに座るよう⽀えている。 

• 除圧クッションが処⽅（選択）されている場合、
クッションの除圧が効いている。 

 

説明：フィッティングの優れた実践とは： 

• サイズおよび調整の確認 

• 姿勢の確認 

• 圧⼒の確認 

• ⾞椅⼦ユーザーが動いている状態でのフィッ
ティングの確認 

⾞椅⼦が準備できているかどうかの確認 

説明： 

• ⾞椅⼦が点検済みで、安全に使⽤でき、すべての部分が正しく動作するのを確認して下さい。 
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サイズおよび調節の確認 

説明： 

• ⾞椅⼦がどうフィットすべきかについては、少しお話ししました。フィッティングでは、⾞椅⼦
が正しくフィットしているか⾝体感覚で確かめる必要があります。次はそのやり⽅です。 

 
説明： 

座幅を確かめるには： 

• 指を⾞椅⼦ユーザーの両⼤腿の外側と⾞椅⼦の
左右との間で⾛らせます。指が挟みつけられる
ことなく、⼼地よくフィットしていなければな
りません。 

 

座⾯奥⾏きを確かめるには： 

• ⾞椅⼦ユーザーが、まっすぐに座っているのを
確かめなさい。 

• ⼿をクッションと膝裏との間で滑らせなさい。
指 2 本が⼊る、じゅうぶんなすき間（30 mm）
が必要です。脚の⻑い⾞椅⼦ユーザーにはすき
間がさらに広くてもよく、60 mmまでが許容範
囲です。 

• ⼿をふくらはぎの後⾯に沿って上下に滑らせ、
座⾯にもクッションにも触れないことを確かめ
なさい。 

• 必ず、左右両側とも確かめなさい。 

 

⾜台〜座⾯⾼を確かめるには： 

• ⼿を⼤腿とクッションの間で滑らせなさい。⼤
腿に沿って圧⼒が均等にかかり、すき間があっ
てはなりません。 

• ⾜台に乗った⾜を観察します。⾜の前も後ろも、
すき間なく⽀えられていなければなりません。 
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背もたれ⾼を確かめるには： 

• ⾞椅⼦ユーザーに、背もたれが快適かどうか尋
ねなさい。 

• 体幹が、臀部の上でバランスが取れているかど
うか観察しなさい。 

• ⾞椅⼦ユーザーは、背もたれに邪魔されないで
⾞椅⼦をこげているでしょうか？ 

 
⼿こぎ⽤の駆動輪位置を確かめるには： 

• ⾞椅⼦ユーザーに駆動輪の頂部でハンドリムを
握ってもらった時、ひじが直⾓に曲がっていな
ければなりません。 

• また、駆動輪位置がバランス（前の⽅が活動的、
後ろの⽅が安全）を取るのに適切かどうかも、ユ
ーザーと確認しなさい。 

 

⾜こぎ⽤の座⾯⾼を確かめるには： 

• ⾞椅⼦ユーザーに、⾻盤背⾯を背もたれへぴっ
たり着けて座りながら、こぎ⾜を床にべったり
着けてもらいます。⾜が床にべったり据わるか
どうか確かめなさい。 

• 座⾯が⾼すぎる場合、職員が試せることは： 

o クッションの厚みを減らす。 
o ソリッド座⾯を、元の座⾯より低い位置に取

り付ける（これを⾏なうには、技術指導なり
⽀援を得なさい）。 

⽚⾜だけでこぎ、反対側の⾜は⾜台に置いたまま
の⾞椅⼦ユーザーの場合： 

• ⾜台へ置いた⾜の側の、座⾻下の圧⼒がレベル 3
でないことを確かめなさい。 
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姿勢の確認 

説明：サイズおよび調整を確かめたら、次に職員は、⾞椅⼦ユーザーの姿勢がなるべくまっすぐに
なっているか確かめなければなりません。 
 

質問：まっすぐに座っているかどうかを確かめる
には、何に着⽬すればいいのでしょうか？励まし
て回答を促せ。 

 
最も重要な答え： 
• まっすぐに起きて⽔平な⾻盤 
• ⽔平で腕が⾃由に動く両肩 
• まっすぐに起きた体幹 
• ３つの⾃然なカーブを描く背中 
• まっすぐに起き、⾝体の上でバランスが

取れた頭 

• 90度くらいに屈曲した股関節 
• わずかに開いた（外転した）脚 
• 90度くらいに屈曲した膝と⾜⾸ 
• 膝の真下かわずかに前後に位置したかかと 
• べったり床に着いた⾜ 

 
 

説明：だれもが全く同じように座るわけではない
ことを忘れないで下さい。例えば、⾜を 90度以上
に曲げ、後ろへ引き込むのを好む⾞椅⼦ユーザー
もいます。 

  



 

 183 

教習員⽤指導書 

圧⼒の確認 
 

説明： 

• 褥瘡発⽣の危険があるすべての⾞椅⼦ユーザー
について、座⾻下の圧⼒が安全かどうか確かめ
なさい。 

 
⾞椅⼦ユーザーが動いている状態でのフィッティングの確認 
 

説明： 
フィッティングの最後のパートは、⾞椅⼦ユーザ
ーが動いている状態での確認です。 

着⽬点は： 
• 背もたれはユーザーが肩を⾃由に動かしてこげ

るようになっているか？ 
• 背もたれはユーザーをじゅうぶんに⽀えている

か？ 
• ユーザーの⾜は⾜台に据わっているか？ 
• 駆動輪位置は、ユーザーにとって適切か？ 

説明：⾞椅⼦ユーザーが⾃⼒で⾞椅⼦をこげない
場合は、家族/介助者に押してもらいなさい。 

 

 

動画を紹介：「フィッティングのデモ」。これから、フィッティング全体の流
れを視聴します。これにはフィットしていることの確認、姿勢の確認、⾞椅
⼦ユーザーが動いている状態での確認などがあります。 

⾞椅⼦フィッティング確認表を配布せよ。説明：受講者はこの確認表を持っ
ておいて下さい。フィッティングの⼿順を思い出すのに役⽴ちます。 

受講者へ、動画を視聴し、それぞれのフィッティングの確認が、確認表が⽰
す通りに実施されているか確かめるよう指⽰せよ。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 
 
さらにやるべきことがあるかどうかの確認 
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 フィッティング演習（25 分） 

活動 
グループ： 各グループ 2〜3 ⼈。各グループへ、⾞椅⼦ 1台と⾞椅⼦フィッティング確

認表 1 部を渡す。 

指導内容： • 各グループで、⾞椅⼦ユーザー役 1 ⼈を選ぶよう指⽰せよ。グループの他
のメンバーは、⾞椅⼦ユーザー役と協⼒して⾞椅⼦がフィットしているか
確かめる。 

• 受講者に、⾞椅⼦ユーザーを静⽌状態で確かめてから、動いている状態で
調べるよう念押しせよ。受講者は「フィット」とユーザーの姿勢を観察し、
圧⼒を検査しなければならない。 

モニター： グループをモニターし、必要に応じて補助せよ。 

時間： 活動に 15 分、フィードバックに 10 分取っておけ。 

フィードバック： 各グループに、全体へ簡潔に報告するよう指⽰せよ： 

• ⾞椅⼦が⾞椅⼦ユーザーにフィットしていたか、いなかったか。 

• フィットしていなければ、どの部分がフィットしていなかったか。 

• ⾞椅⼦は調整すればフィットするか、あるいは⾞椅⼦の交換が必要か？ 

 
説明：調整しても⾞椅⼦がフィットしない場合、簡単な改造ができるかもしれません。これは次の
授業で説明します。 

 要点のまとめ（3 分） 
 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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B.10: 問題解決 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 

¨ ⾞椅⼦のフィッティングや調整での、よくある問題を列挙する。 

¨ ⾞椅⼦のフィッティングや調整での、よくある問題への簡便な解決策を詳述する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：B.10: 問題解決 

¨ 受講者⽤参考書 

¨ 動画：フィッティングや調整での問題解決（パート 1・2） 

¨ ⾞椅⼦１台 

¨ デモ⽤にウレタンフォーム（約 100 mm x 100 mm x 50 mm）2個 

¨ ⾜⾸/下腿ベルト（あれば） 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 

¨ 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦、および、特にそれらの⾞椅⼦に適⽤できる解決策。 

¨ 受講者の仕事場にある、資材および施設。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 

¨ この授業で詳述する解決策の、現地での実例の写真またはスライドを準備する。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. 短すぎる、あるいは⻑すぎる座⾯奥⾏き 
3. 低すぎる、あるいは⾼すぎる⾜台 
4. 脚が内転、あるいは外転しがち 
5. ⾜が⾜台から滑り落ちがち 
6. 幅が広すぎる⾞椅⼦ 
7. 要点のまとめ 

3 
10 
5 

10 
10 
5 
2 

授業時間計 45 
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 はじめに（3 分） 

説明：職員は、⼿に⼊る⾞椅⼦を⾞椅⼦ユーザーへ正しくフィットさせようとして問題にぶつかる
こともあります。問題は、次のような理由から起こります： 

• ⼿に⼊る⾞椅⼦の種類やサイズに限りがある。 

• ⾞椅⼦ユーザーが⼼地よくまっすぐに座るためには、⽀えを追加する必要がある。 
 

• この授業では、⼿に⼊る⾞椅⼦のサイズや種類
に限りがあるために起こる、よくある問題に対
する簡便な解決策を⾒て⾏きます。 

• 改造を加え、姿勢⽀持を増やす場合については、
中級教習でさらに詳しく取り上げます。 

 
この授業で検討する解決策はすべて、⼿に⼊る⾞椅⼦のうち⾞椅⼦ユーザーにいちばん近いサイズ
のものが選択されていることが前提です。このことは、⾞椅⼦の改造前に確認しなさい。 

質問：よくあるフィッティングの問題で、受講者が⾒たことがあるか、起こりそうだと思うものに
は、何がありますか？ 

最も重要な答え： 

• 座⾯奥⾏きが⻑すぎる、あるいは短すぎる。 

• ⾜台をじゅうぶん⾼く上げられない、あるい
はじゅうぶん低く下げられない。 

• 脚が内転する、あるいは外転する。 

• ⾜が⾜台から滑り落ちがちである。 

• ⾞椅⼦の幅が広すぎる。 

 
説明：この授業では、起こりうる 5つの問題について⾒て⾏きます。 
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 短すぎる、あるいは⻑すぎる座⾯奥⾏き（10 分） 

問題：短すぎる座⾯奥⾏き 
 

下に要約した解決案を説明せよ。 

⾞椅⼦を使ってやってみせよ。 

• シートパイプ18を延⻑し、張り布を交換して座⾯
奥⾏きを延⻑する： 
o 折りたたみフレームの⾞椅⼦の場合は、シー
トパイプが「差し掛け式19」である、すなわち
⾞椅⼦フレームの⼀部［シートサイドパイ
プ］を兼ねていないことを確かめる。 

o この場合は、シートパイプを延⻑し、張り布
を適切な⻑さにつくった新しいものにすれ
ばよい。 

• 張り布を交換して、座⾯奥⾏きを延⻑する： 
o ⾞椅⼦が、リジッドフレームに張り布を施し

たものであれば、シートパイプが座⾯からは
み出ているか確かめる。 

o はみ出ていれば、座⾯の張り布を新たにつく
った適切な⻑さのものに交換して、既存のシ
ートパイプで⽀えられる場合がある。 

• クッション付きの堅い板を付加して、座⾯奥⾏
きを延⻑する： 
o ソリッド座⾯は⽊、プラスチックなどたわま
ず、ひび割れしない硬い素材でつくれる。 

o 座⾯はシートパイプ上部に固定できる。 
o 新しい座⾯に幅と奥⾏きが等しい、クッショ

ンを追加する。 

 
18  [原⽂] seat rail, [JIS T9201:2016][⽤語集] シートパイプ. [訳注]「シートレール」と呼ばれる場合もある. 
19  [原⽂] “dedicated” . [訳注] クロス型折りたたみフレームが典型で, スリングとクロスバーを固定したシートパイ

プを, フレームの平⾏なシートサイドパイプの受け具から着脱し固定と折りたたみを⾏なうため, 両者は別になる. 
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説明：⾞椅⼦の座⾯を付け換える場合は、次のこと
に留意しなさい。 
• 新しい座⾯がじゅうぶん頑丈で、⾞椅⼦ユーザ

ーの体重を⽀えられることを確かめなさい。 
• ソリッド座⾯の場合は： 

o 座⾯が既存の⾞椅⼦座⾯からはみ出たとこ
ろに、たわみやひび割れがないことを確かめ
なさい。 

o ソリッド座⾯は、どの⾞椅⼦ユーザーにも、
必ずクッションと共に供与しなさい。 

o フィッティングで、背もたれと⾜台の⾼さが
適切か確かめなさい。ソリッド座⾯とクッシ
ョンによって、⾞椅⼦ユーザーの⾞椅⼦上の
位置が⾼くなることがあります。 

問題：⻑すぎる座⾯奥⾏き 

説明：有りものの、いちばん短い座⾯奥⾏きでも⾞椅⼦ユーザーには⻑すぎる場合、そのユーザー
はまっすぐに座れません。座⾯奥⾏きの短縮が必要です。 
 

下に要約した解決案を説明せよ。 

⾞椅⼦を使ってやってみせよ。 
• 既存の座⾯に、必要な座⾯奥⾏きの印を付けて

から縮める。 
o 座⾯が張り布の場合：張り布を取り外し、（⼯

業⽤ミシンを使い）短く詰めて交換する。 
o ソリッド座⾯の場合：座⾯を取り外し、短く
詰めて交換する。 

• クッションも、新しい座⾯奥⾏きに合わせ短縮。 

 

説明：座⾯奥⾏きを短縮する際の留意事項は： 
• ソリッド座⾯を切ったら、必ずすべてのふちが
滑らかで、ささくれ⽴っていないようにしなさ
い。 

• クッションを切る時は、必ず前⽅を切り落とし
なさい。そうすれば、クッション後部の除圧機能
が変化しません。 
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20説明：座⾯奥⾏きが、⾞椅⼦ユーザーの座底⻑より（⼤⼈の場合）60 mm以上短いと問題になり
ます。⾞椅⼦ユーザーが座⾯からの⽀えをじゅうぶん得られず、⼼地よく座れないからです。座⾻
など危険が⼤きい部位への圧⼒が⾼まる恐れも増します。座⾯奥⾏きの延⻑が必要です。 

 

 低すぎる、あるいは⾼すぎる⾜台（5 分） 

問題：低すぎる⾜台 

説明：⾜台〜座⾯⾼が低すぎると、⾞椅⼦ユーザーは⾜を快適に⾜台へ置けません。そのためユー
ザーは⾞椅⼦上で前⽅へ滑るか、不安定に感じます。⼼地よくまっすぐに座るために必要な⽀えも、
じゅうぶん得られません。⾜台を⾼くする必要があります。 
 

下に要約した解決案を説明せよ。 

⾞椅⼦を使ってやってみせよ。 

• レッグパイプ21を短縮して、⾜台を⾼くする。 

o ほとんどの 4 輪⾞椅⼦では、レッグパイプ
を切り詰めることができる。 

• ⾜台を積み増しして、⾜台を⾼くする。 

o ⽊材その他の頑丈な素材を⽤い、⾜台に上
乗せする。 

 
説明： 

• レッグパイプに変更を加えたら： 

o 調節機構がまだ働くことを、必ず確かめな
さい。 

• ⾜台を積み増ししたら、積み増し部分が、移乗
のために⾜台を動線からどける機能を妨げて
いないことを確かめなさい。 

  

 
20  [訳注] 原⽂のまま. この段落は受講者⽤参考書と同様に本書では p.187 l.3 に置く⽅が適切であろう. 
21  [原⽂] footrests hanger, [JIS T9201:2016][⽤語集] レッグパイプ 
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問題：⾼すぎる⾜台 

説明：⾜台〜座⾯⾼が⾼すぎると、⾞椅⼦ユーザーの⼤腿が快適に座⾯に据わりません。⾼すぎる
⾜台は、座⾻への圧⼒を増やします。⾜台を低くする必要があります。 
 

下に要約した解決案を説明せよ。 

⾞椅⼦を使ってやってみせよ。 

1. ⾜台の調整管22を伸ばして、⾜台を低くする。 
o ⾜台の調整管を、より⻑いものへ交換できる

かどうか確かめる。 
o できる場合は、同じ直径と強度の、同様の管

に交換する。 

2. クッションを⾼くする。 
o クッションの位置を⾼くするか、下に堅いも

のを⼊れてクッションを持ち上げる。 
 

説明： 

• ⾜台を下げる場合、⾜台が低くなりすぎて地⾯
に引っかからないことを確かめなさい。そうな
る場合は、代わりに選択肢 2を試みなさい。それ
でもうまく⾏かなければ、⾞椅⼦⾃体が⾞椅⼦
ユーザーに合っていません。 

• クッションを⾼くする場合： 

o クッションを⾼くするのに、柔らかいウレタ
ンフォームを⽤いてはなりません。圧縮され
る上、不安定に感じられます。 

o フィッティングで、背もたれとひじ掛けの⾼
さが適切かどうか確かめなさい。クッション
を⾼くすると、⾞椅⼦ユーザーの⾞椅⼦に座
った位置も⾼くなります。 

o クッションを⾼くして、機能に問題が⽣じな
いか確かめなさい。例えば、そのせいで⾞椅
⼦がテーブルや机の下に⼊れなくなること
があります。 

  

 
22  [原⽂] the inner extension tube 
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 脚が内転、あるいは外転しがち（10 分） 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーの脚が、内転あるいは外転することがあります。これは、ユーザーの慣れた座り
⽅や、⾝体的な理由（例えば筋⼒低下）によるものです。 

• ⾞椅⼦の座⾯やクッションへの簡便な調整が、この問題の軽減に役⽴ちます。 

 

動画を紹介：「フィッティングや調整での問題解決」。この短い動画にはゲイ
リーという⾞椅⼦ユーザーが登場します。彼の脚は外転しがちです。 

動画を上映：パート 1 〜ゲイリー 

動画の後に質問：療法⼠が供した解決策は何でしたか？ 

励まして回答を促せ。 

 
この例での解決策は、ウェッジ（くさび）をクッションに付加して⼤腿をニュートラルに⽀えるこ
とだと説明せよ。⼤腿の外側の⽴ち上がりが⼤きくなる。この問題の解決には、成形クッションを
付加することも可能。脚が内転する場合は、内側の盛り上げを⼤きくすることが可能である。 
 

下に要約した解決案を説明せよ。 

⾞椅⼦を使ってやってみせよ。 

• ⾜台〜座⾯⾼を再確認する： 

o ⾜台が、⾞椅⼦ユーザーを正しく⽀える（⾜
底の下と⼤腿の下で、圧⼒が均等であると
感じるはず）⾼さになっていることを確か
める。 

• 座⾯の張⼒が適切か確かめる： 

o ⾞椅⼦座⾯が張り布の場合、座⾯がぴんと
張っていることを確かめる。 

o 座⾯のたるみは、⾞椅⼦ユーザーの脚の内
転を助⻑する。 

• （動画および図のように）ウェッジ（くさび）
をクッションに付加して⼤腿をニュートラル
に⽀えるか成形クッションを⽤い、必要ならク
ッションを改造する。 
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 ⾜が⾜台から滑り落ちがち（10 分） 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーの⾜が、⾜台から滑り落ちることがあります。これは、たいてい⾝体的理由（例
えば筋⼒低下や筋緊張）によるものです。 

• ベルトを付加するだけで、この問題を低減できます。 
 

下に要約した解決案を説明せよ。 

⾞椅⼦を使ってやってみせよ。 

• ⾜台〜座⾯⾼を再確認する。 

o ⾜台が、⾞椅⼦ユーザーを正しく⽀える（⾜
底の下と⼤腿の下で、圧⼒が均等であると感
じるはず）⾼さになっていることを確かめ
る。 

• ⾜台⾓度を（可能ならば）調節する。 

o ⾜台⾓度が調節可能か確かめる。 
o 可能なら⾜台⾓度を⼤きくしてみる。それで

⾞椅⼦ユーザーが、⾜の位置を保てる場合が
ある。 

• ベルトを付加する。 

o レッグパイプへ、⾜⾸の⾼さにベルトを取り
付ける。 

o ⾜が後ろへ滑りがちな場合は、ベルトを脚
［下腿］の後ろに回す。 

o ⾜が前へ滑りがちな場合は、ベルトを脚［下
腿］の前に回す。 

 
説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーの⾞椅⼦の乗り降りに⽀障がな
いよう、ベルトが容易に外せることを確かめな
さい。 

• ⾞椅⼦ユーザーの⼿が介助なしでベルトに届
き、容易に着脱できることを確かめなさい。 
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説明：別の問題に、⾜台が⾜を均等に⽀えられない場合があります。たいてい、これは⾞椅⼦ユー
ザーの⾜がニュートラルな姿勢にならないために起こります。 

 

動画を紹介：「フィッティングや調整での問題解決」。この短い動画に登場す
るのはアルンという⾞椅⼦ユーザーで、⾜台が⾜を均等に⽀えていません。 

動画を上映：パート 2 ：アルン 

動画の後に質問：療法⼠が供した解決策は何でしたか？ 

励まして回答を促せ。 
 

 幅が広すぎる⾞椅⼦（5 分） 

説明：有りもののいちばん⼩さい⾞椅⼦でも、⾞椅⼦ユーザーには幅が広すぎることがあります。
⾞椅⼦の座⾯が広すぎると、⾞椅⼦ユーザーはまっすぐに座るのが難しくなり、⽚側へ崩れがちに
なります。 

ウレタンフォーム製の簡単な差し込み23で、⾞椅⼦ユーザーがまっすぐに座る⽀えをつくれます。 
 

下に要約した解決案を説明せよ。 

⾞椅⼦を使ってやってみせよ。 

• ウレタンフォーム製のパッドを、⾻盤の左右に
付加する。 

o （背中を背もたれに着けて⾞椅⼦の中央に
座った）⾞椅⼦ユーザーと、ひじ掛けの側⾯
とのすき間を計測する。 

o ウレタンフォームを切った差し込みを付加
して、⾞椅⼦ユーザーの左右と⾞椅⼦の内
側とのすき間を埋める。 

o フィットするか確かめる。 
o ウレタン製差し込みにカバーを施して取り
付ける。ソリッドな24［サイドガードのある］
ひじ掛けであれば、ひじ掛け［またはサイド
ガード］に取り付けられる。これをクッショ
ン上⾯に取り付けてもよい。 

 
23  [原⽂] inserts 
24  [原⽂] if the armrests are solid. [訳注] じっさいの製品および上図に即して語を補った. 
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説明： 

• 差し込みの前端は、ユーザー本⼈の体幹と同じ
ところまであればじゅうぶんです。 

• クッションが座幅に合致するか確認しなさい。 

• ⾞椅⼦の幅が⾮常に広いと、⾞椅⼦ユーザー
は、ハンドリムへ⼿を届かせるのも困難になり
ます。 

• ハンドリムへ腕を伸ばしすぎるのは、肩を痛め
る原因になります。処⽅（選択）の前に、⾞椅
⼦がその⾞椅⼦ユーザーにとって安全かどう
かよく考えなさい。 

 要点のまとめ（2 分） 
 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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B.11: ユーザー教習 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 

¨ 新しい⾞椅⼦を⼿にした⾞椅⼦ユーザーへ、⾞椅⼦サービス職員が教えるとよい技能
を列挙する。 

¨ 「教習の優れた実践⽅法」を列挙する。 

¨ ⾞椅⼦の技能を⼀つ、受講者仲間へ教えるところをやってみせる。 

教
材 

この授業には： 

¨ PPTスライド：B.11: ユーザー教習 

¨ 受講者⽤参考書 

¨ 受講者⽤ワークブック 

¨ 3 ⼈のグループにつき 1台の⾞椅⼦ 

¨ ⾞椅⼦ユーザー教習確認表（各受講者に 1 部） 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 

¨ ⾞椅⼦ユーザーへ、さらに多くの教習や助⾔を提供できる地元のグループ。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、授業計画を読み通す。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. ⾞椅⼦ユーザーの役に⽴つ技能とは？ 
3. ⾞椅⼦ユーザー教習の演習 
4. 要点のまとめ 

2 
10 
45 
3 

授業時間計 60 
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 はじめに（2 分） 

 

説明： 

• ユーザー教習は、⾞椅⼦サービス提供の第 7 ス
テップです。⾞椅⼦に関する情報提供と教習を
受けることで、多くの⾞椅⼦ユーザーにとって
⾞椅⼦からの益がより完全なものになります。 

• このステップが抜けると、⾞椅⼦がみすみす⾞
椅⼦ユーザーの役に⽴たないこともあります。 

• この授業では、⾞椅⼦を初めて⼿にした⾞椅⼦
ユーザーへ、職員が教えられる技能について話
し合います。また⾞椅⼦ユーザー教習確認表を
導⼊し、ユーザー教習を供する練習をします。 

 ⾞椅⼦ユーザーの役に⽴つ技能とは？（10 分） 

質問：受講者がこの教習プログラムで学んだことで、⾞椅⼦ユーザーへ教えられるものには何があ
りましたか？⾞椅⼦ユーザーの、次のことに役⽴つものを考えて下さい： 

• 健康を保つ。 
• ⾞椅⼦を家の内外で活⽤する。 
• ⾞椅⼦を⼿⼊れして⻑持ちさせる。 
 
受講者へ、サイが登場する動画で、彼⼥が学校へ⾏くために役⽴ったことの話を想起させよ。 

励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 
• 褥瘡が起こるのを防ぐ⽅法。 
• ⾞椅⼦の取り扱い⽅。 
• ⾞椅⼦を乗り降りするやり⽅。 
• ⾞椅⼦による移動。 
• 問題が起きたらどうするか。 
• ⾞椅⼦とクッションの⼿⼊れ⽅法。 
• 他の組織やサービスで役⽴つものには何があるか。 
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説明：ユーザーへ忘れずに教えるべき、６つの最
重要項⽬は： 

• ⾞椅⼦の取り扱い⽅。 

 

• 褥瘡の予防⽅法、および褥瘡ができたらどうす
るか。 

 

• ⾞椅⼦の乗り降り（移乗）のやり⽅。 

 

• ⾞椅⼦による移動：⾞椅⼦ユーザーのニーズと
合致するように。 



基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ  

 198 

 

• 家庭での⾞椅⼦とクッションの⼿⼊れ⽅法。 

説明：これに関しては、次の授業で詳しくお話し
します。 

 

• 問題が起きたらどうするか。 

 
⾞椅⼦ユーザー教習確認表を、各受講者へ配布せよ。 

説明： 

• この確認表には、⾞椅⼦ユーザーが学ぶと役に⽴つ、具体的な技能を列記しています。しかし、
⾞椅⼦ユーザーによってはこうした技能をすでに⾝に付けており、また技能の全部がすべての⾞
椅⼦ユーザーにとって重要とは限りません。 

• サービス事業によってはこの確認表をフォームとして⽤い、⾞椅⼦ユーザーのファイルで保管し
てもよいでしょう。職員は、⾞椅⼦ユーザーに何の指導が必要か、確認表に記録できます。それ
は、事前評価および⾞椅⼦ユーザーとの話し合いを通して決めます。確認表は、実施済みの教習
の記録にも使えます。 

• ⾞椅⼦ユーザーとは、教わる技能を⾃分の介助者にも学ばせたいかどうかも確かめなさい。多く
の⾞椅⼦ユーザーはその家族や介助者が⽀えているので、関わる全員が⾞椅⼦の使い⽅や⼿⼊れ
のやり⽅を学ぶことは有益です。 

 ⾞椅⼦ユーザー教習の演習（45 分） 

質問：教習がうまく⾏くようにするものとは何でしょうか？受講者は、⾃分が（たぶんこの教習で！）
経験したよい教え⽅について考えてみるとよいでしょう。 

励まして回答を促せ。 
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最も重要な答え： 
• ⾞椅⼦ユーザーが、何をすでに知っているか⾒出す。 
• 説明し、やってみせてから⾞椅⼦ユーザーに練習してもらう。 
• だれもが理解できることばを⽤いる。 
• ⾞椅⼦ユーザーから、他の⾞椅⼦ユーザーへ教えてもらう。 
• 優れたコミュニケーション技能を⽤いる。 
• 励ます⼈になる25。 

 
説明：練習は、どんな新しい技能を学ぶ際にも重要です。技能を教えるには、つねにまずやってみ
せ、それから学習者へ練習機会を与えるようにしなさい。 

⼩グループ活動 
グループ： 各グループ 2〜3 ⼈ 
指導内容： • 各グループで、ワークブックの例話を読むよう指⽰せよ。例話の各⾞椅⼦

ユーザーについて、学ぶと有益な技能を３つ以上指定させよ。 

• 各ユーザーについて、グループでその技能を最低 1 つ練習させよ。グルー
プ内で⾞椅⼦ユーザー・家族・指導員役を交替で務めること。 

• 受講者へ、「優れたコミュニケーション」と「上⼿な教え⽅」について考え
るよう念押しせよ。「やってみせ」て「練習」させる重要性を強調せよ。 

モニター： グループをモニターし、必要に応じて補助せよ。 
時間： 30 分、およびフィードバックに 15 分取っておけ。 
フィードバック： • 各グループへ、⾃分たちで試したか観察した、よい教え⽅を 1 つ挙げるよ

う指⽰せよ。 
 
モーゼス 教習員への注記 
モーゼスは 23 歳。2 年前にトラックの荷台から落ちて対⿇
痺になりました。1年間の⼊院した後、古い寄付品の⾞椅⼦
を持って故郷の村へ帰りました。⾞椅⼦はたちまち壊れ、か
れは動き回れなくなりました。褥瘡ができましたが、治って
います。 

モーゼスは⾞椅⼦サービスを通して、除圧クッションの付い
た新しい⾞椅⼦を⼿にしたばかりです。この⾞椅⼦は、荒れ
た地⾯も越えて⾏ける設計です。かれは、この⾞椅⼦と家に
帰り、もっと⾃⽴できるという希望でわくわくしています。 

最も重要な技能： 

• ⾞椅⼦の取り扱い⽅と除圧クッ
ションの使い⽅、特にモーゼス
は⾞椅⼦を初めて使うため。 

• 褥瘡の予防⽅法。 

• ⾞椅⼦の乗り降り（移乗）⽅法 

• ⾞椅⼦の移動技能 

• 家庭での⾞椅⼦とクッションの
⼿⼊れ。 

• 他の⽀援組織またはサービス。 
  

 
25  [原⽂] Be encouraging. 



基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ  

 200 

シアン 教習員への注記 
シアンは 40 歳、膝上で両脚を切断しています。かれは⾞椅⼦ユー
ザーとなって 20 年、その間に使った⾞椅⼦は 5 台に上ります。か
れは、⾃分の⾞椅⼦はすぐ壊れてしまうと感じています。 

かれは⾮常に活動的で、⼟地の商店で働いています。家から店を毎
⽇往復しています。荒れて凸凹の、よくぬかるむ道を。かれは⾞椅
⼦サービス職員に、ウィリーのやり⽅を実演してみせました。 

シアンには、新しい⾞椅⼦が処⽅されたばかりです。かれはその⾞
椅⼦が、半年で壊れた前のものより⻑持ちするよう望んでいます。 

最も重要な技能： 

• 家庭での⾞椅⼦とクッ
ションの⼿⼊れ⽅法。定
期的なメンテナンスに
よって、シアンは⾞椅⼦
をもっと⻑く使えるよ
うになる。 

 
ゾエ 教習員への注記 
ゾエは 16 歳。⼩さい時にポリオを患い。現在は歩けません。彼⼥
はとても恥ずかしがりで、学校へ通ったことがありません。⺟親は
彼⼥に家で勉強を教え、彼⼥は読み書きが上⼿です。彼⼥は新しい
⾞椅⼦を⼿にしたばかりで、⾞椅⼦サービス職員へ、その⾞椅⼦は
どんなに乗り降りが楽か披露してくれました。 

ゾエは⼟地の職業訓練校へ通いたがっていますが、学校への⾏き来
は無理だと思っています。学校の建物へ⼊るには、階段が何段かあ
ります。彼⼥には、学校でトイレへ⾏くことにも不安があります。 

最も重要な技能： 

• ⾞椅⼦の移動技能：特に
階段の昇り降り。 

• 移乗：トイレ移動のやり
⽅。 

 

 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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B.12: メンテナンスおよび修理 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 

¨ 家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ⽅法をやってみせる。 

¨ ⾞椅⼦のよくある技術的問題を特定し、そうした問題を現場の地域社会/状況でどう
やって解決できるか説明する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：B.12: メンテナンスおよび修理 

¨ 受講者⽤参考書 

¨ 受講者⽤ワークブック 

¨ 動画：家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ⽅法 

¨ ポスター：家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ⽅法 

¨ 修理が必要な⾞椅⼦。例：パンク、ブレーキの故障、クッションの破損、腐⾷、張り
布のたるみ、ネジのゆるみ、スポークのゆるみや脱落、ベアリングの破損、ハンドリ
ムの破損。1台で複数の修理が必要な⾞椅⼦でもよい。 

¨ 家庭⽤⼿⼊れ道具セット（前述の器材リストを参照） 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ 受講者の現場で、⾞椅⼦を修理できる場所。 

¨ 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦に特有の修理やメンテナンスへのニーズで特記すべきもの。 

¨ 受講者の⾞椅⼦サービス事業が、⾞椅⼦の修理も提供するかどうか：その場合、⾞椅
⼦ユーザーから修理サービスへのアクセス⽅法、および有料かどうか。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、授業計画を読み通す。 

¨ 「家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ⽅法」ポスターを、全受講者から⾒える場所に掲⽰する。 

¨ 修理⽤の⾞椅⼦を準備し、A、B、C、などのラベルを貼り、教室じゅうに配置する。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. 修理を予防する：家庭でのメンテナンス 
3. ⾞椅⼦およびクッションの⼀般的な修理 
4. 要点のまとめ 

2 
60 
55 
3 

授業時間計 120 
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 はじめに（2 分） 
 

説明： 

• 定期的な⾞椅⼦とクッションの⼿⼊れは修理
費⽤を節約し、⾞椅⼦ユーザーの⾝体へのケガ
や⻑期的な傷害を防ぎます。 

• ⼿⼊れした⾞椅⼦はより快適で楽に使えます。 

• ⼿⼊れしたクッションは、除圧と⽀えを与え続
けます。 

• ⾞椅⼦サービス職員には、⾞椅⼦ユーザーへ、
⾞椅⼦やクッションを家庭で⼿⼊れするやり
⽅を教える責任があります。 

• この授業では、家庭で⾞椅⼦とクッションを⼿
⼊れするために何ができるか、また⾞椅⼦やク
ッションに修理が必要になったらどうするか
を学びます。 

 修理を予防する：家庭でのメンテナンス（60 分） 

「家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ⽅法」ポスターを掲⽰せよ。 

教習員への注記：以下のスライドでは家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ⽅法を解説する。各スライドは、な
ぜその作業が重要なのか、そのやり⽅、やる頻度を説明している。教習員は、以下に追記した要点
を補⾜するとよい。 
 

 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーが家庭でできる、⾞椅⼦および
クッションの⼿⼊れには 6つあります。 

• （スライドを⾒て）枚挙せよ。 
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説明： 

• （スライドを⾒て）なぜやるのか、どれくらい
の頻度でやるのか、どうやってやるのか。 

補⾜： 

• 可動部、および張り布のフレーム接合部には注
意しなさい。 

 
説明： 

• （スライドを⾒て）なぜやるのか、どれくらい
の頻度でやるのか、どうやってやるのか。 

補⾜： 

• スプレー式潤滑剤を、ベアリングに施してはな
りません。ベアリングがうまく働くためのグリ
スを洗い流してしまいます。 

• 浸透性の油は、⾞椅⼦を痛める原因になるので
使ってはなりません。 

質問：受講者の地元では、どの種類の油が⼿に⼊
りますか？ 

 

説明： 

• （スライドを⾒て）なぜやるのか、どれくらい
の頻度でやるのか、どうやってやるのか。 

補⾜： 

• タイヤの空気圧を点検しなさい。 

• 空気圧を確かめるには、タイヤを親指で強く圧
しなさい。タイヤの凹みはごくわずか（5 mm
程度）でなければなりません。 

• どのタイヤも同じ空気圧にしなさい。 



基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ  

 204 

 

説明： 

• （スライドを⾒て）なぜやるのか、どれくらい
の頻度でやるのか、どうやってやるのか。 

補⾜： 

• 締めすぎてはいけません。 

• 「クロススレッド［ねじ⼭不良］」のナットは避
けなさい。 

 

説明： 

• （スライドを⾒て）なぜやるのか、どれくらい
の頻度でやるのか、どうやってやるのか。 

補⾜： 

• スポークを点検するには、スポークを 2 本ずつ
握り合わせながら、⾞輪を⼀周します。軽く握
ってスポークが「たわむ」のはゆるすぎです。 

• スポークレンチは、⾞椅⼦ユーザーの⼤事な⼯
具です。ユーザーが持っていなければ、たいて
いの⾃転⾞修理店で売っています。 

• スポークは張りすぎることもあります。スポー
クが⾮常に堅く感じる場合は、たぶん張りすぎ
なのでゆるめるべきです。 

 
説明： 

• （スライドを⾒て）なぜやるのか、どれくらい
の頻度でやるのか、どうやってやるのか。 

補⾜： 

• 張り布がくたびれ、あるいは縫い⽬がほころび
ていたら、ひどくなる前に修理しておく⽅がよ
いでしょう。 

• サビがあったら、紙ヤスリかワイヤーブラシで
サビを落として下さい。それから⾦属部分を、
塗装し直すか塗油しなさい。 
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説明： 

• （スライドを⾒て）なぜやるのか、どれくらい
の頻度でやるのか、どうやってやるのか。 

補⾜： 

• カバーおよび/またはウレタンフォームに、擦
れ、汚れ、⽳がないか点検しなさい。 

• クッションがへたっていたら、⾞椅⼦サービス
職員で点検して下さい。交換が必要な場合もあ
ります。 

 

 

動画を紹介：「家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ⽅法」。この短い動画では、⾞椅⼦ユ
ーザーが家庭で⾞椅⼦の⼿⼊れを⾏なう様⼦を視聴します。⾞椅⼦ユーザー
へ、この作業のやり⽅を教えることは重要です。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 
 
活動 
グループ： 各グループ 3 ⼈。各グループに 1台、⾞椅⼦を与えよ。家庭でのメンテナン

ス⽤のじゅうぶんな⼯具と器材を、各グループが共有できるよう教室中央に
置け。 

指導内容： 各グループで「家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ⽅法」を実⾏するよう指⽰せよ。 

「家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ⽅法」ポスターを⽰し、各作業⼿順を踏んで⾏く
よう、受講者に念押しせよ。 

モニター： グループをモニターせよ。どんな質問にも答え、必要に応じて技法をさらに
詳しく解説せよ。 

時間： 30 分取っておけ。 
フィードバック： 質問：家庭でのメンテナンス作業に関して、何か質問はありますか？ 

 ⾞椅⼦およびクッションの⼀般的な修理（55 分） 

説明：⾞椅⼦やクッションには、修理が必要なこともあります。⾞椅⼦サービス職員は、⾃分で修
理を実施できる、あるいはどこで⼿助けを得られるか、⾞椅⼦ユーザーへ教えられる必要がありま
す。⾞椅⼦ユーザーには、⾃分で修理をやりこなすのが得意な⼈もいるでしょう。ほかの⾞椅⼦ユ
ーザーには、⼿助けが必要になります。あらゆる⾞椅⼦ユーザーにとって、どこに⾞椅⼦の修理を
頼めるか、知っておくことは有益です。 

質問：⾞椅⼦ユーザーは、どこに⾞椅⼦の修理を頼めるでしょうか？ 



基礎⾞椅⼦サービス教習パッケージ  

 206 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 
• ⾃転⾞修理業者 
• バイクや⾃動⾞の整備⼠ 
• ⼯房：溶接⼯、配管⼯（⾦属部材）、⼤⼯、家具製造者（⽊製部材） 
• ⾞椅⼦ユーザー、⾞椅⼦ユーザーの家族、親戚、隣⼈ 
• 張り布修理業者 
• ⾞椅⼦サービス施設 

 
質問：⾞椅⼦に起こる不具合で、最もありがちなものは何でしょうか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 
• クッションの圧縮や破損 
• 張り布の伸びや破れ 
• ⾦属部品の腐⾷やサビ 
• スポークのゆるみ、⽋落、破損 
• ナット、ボルト、ネジのゆるみや⽋落 
• キャスター輪の破損 

• タイヤのパンク/つぶれ 
• タイヤやキャスター輪の摩耗 
• ベアリングの汚れ、摩耗、破損 
• ハンドリムの破損 
• ブレーキが効かない 

 
⼩グループ活動 
グループ： 各グループ 3 ⼈ 
指導内容： 各グループへ指⽰せよ： 

• それぞれの⾞椅⼦を調べ、故障して修理が必要な点を⾒出しなさい。 
• グループへ、板書したさまざまな問題を検討するよう念押しせよ。 
• それぞれの⾞椅⼦について、ワークブックの問いに答えなさい。 

モニター： グループをモニターせよ。 

どんな質問にも答え、必要なら受講者が修理の必要性を⾒定めるよう⼿助け
せよ。これには技術的な経験に応じて、⼈により得意不得意があろう。 

だれもが⾃分で⾞椅⼦を修理できる必要はない。最も重要な技能は、何が問
題なのか⾒極め、⾞椅⼦が修理されるために何をできるかが分かっているこ
とである。 

時間： 30 分取っておけ。 
フィードバック： グループへ、それぞれの⾞椅⼦について、修理が必要な点をフィードバック

するよう指⽰せよ。どのグループも、必ず最低 1台の⾞椅⼦についてフィー
ドバックの機会があるようにせよ。修理項⽬ごとに質問せよ：なぜそれは⾞
椅⼦ユーザーにとって問題なのですか？ 
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 要点のまとめ（3 分） 

 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 

 
 

実習 2: フィッティングおよびユーザー教習 

⽬
的 

この実習が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ 基礎レベルのフィッティングを、補助を受けながらやってみせる。 
¨ ⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦を効果的に使いメンテナンスするための、ユーザー教習実施

をやってみせる。 

教
材 

¨ 教習員⽤観察確認表：実習 2 
¨ 実習 1 で完成した、⾞椅⼦事前評価フォームおよび⾞椅⼦処⽅（選択）フォーム 
¨ ⾞椅⼦フィッティング確認表および⾞椅⼦ユーザー教習確認表（受講者へ配布済み） 
¨ 各グループに、担当する⾞椅⼦ユーザーとの作業⽤の、清潔で静かなスペース 
¨ 初回フィッティング⽤に準備できている⾞椅⼦ 
¨ 巻尺および⾞椅⼦の調整⽤⼯具：各グループへ 1セットずつ 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ ⽂化的要素：例えば、事前評価を男⼥混合で実施するのが適切かどうか。 

¨ ことばの要素：例えば、参加する⾞椅⼦ユーザーが、全受講者と共通のことばを話す
かどうか。 

¨ ⾞椅⼦供与のさいサービス事業が必要とする⽂書：例えば⾞椅⼦のシリアル番号。 

¨ フィッティングやユーザー教習中に起きた問題で、教習の枠内では対処しきれないも
のを、教習員がどう取り扱うか。 
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準
備 

¨ 受講者が 3ペアを超えれば、他の教習員にグループのモニターを⼿伝ってもらう 

¨ ⾞椅⼦ユーザー志願者と、時間や旅程を確認する。⾞椅⼦ユーザーおよびその家族/⽀
援者には、軽⾷が⽤意されるようにする。 

¨ ⾞椅⼦ユーザーが到着しだい出迎え、実習開始までの待機場所へ案内する⼈を、1 ⼈
任命する。 

¨ 各グループに、フィッティング区域（評価ベッドおよび⽬隠しの仕切り）を⽤意する。
フィッティングに必要なすべての器材を評価ベッドに置く（あるいは、地域で実施す
る場合は旅程を段取る）。 

¨ フィッティングする⾞椅⼦が、完全に準備できているようにする（処⽅フォームと照
合し、⾞椅⼦の安全・準備完了確認が完了していることを確かめる）。 

あ
ら
す
じ 

1. フィッティングおよびユーザー教習： 
• 諸指⽰と段取り 
• フィッティング 
• ユーザー教習 
• フィードバック 

 
5 

45 
50 
20 

実習時間計 120 
2. ⾞椅⼦ユーザーのフィードバック（任意：⾞椅⼦ユーザーおよび時間の都合

による） 
30 

 

 フィッティングおよびユーザー教習：フィードバックを含む（120 分） 

教習員への注記：実習 2 ⽤「教習員⽤観察確認表」を⽤い、実習中の受講者を観察する指針とせよ。
よく⽬にした優れた、あるいは改善を要する実践の例で、フィードバックの場で取り上げるべきも
のを確認表（の所定の欄）へ記しておけ。 
 
活動 
グループ： • 実習 1 と同じグループにせよ。 

• 各グループのリーダー（実習 1 と同じリーダーでも別の⼈でもよい）を任
命せよ。 

• 各グループへ作業場所を割り当てよ。 

• 器材と道具の置き場所を説明せよ。 

• 各グループが、⾞椅⼦フィッティングおよび⾞椅⼦ユーザー教習の各確認
表を持っていることを確かめよ。 
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指導内容： 以下をすべて説明せよ： 

実習の⽬的： 

• この実習の⽬的は、⾞椅⼦サービス提供の 8 つのステップ 6 と 7、すなわ
ちフィッティングとユーザー教習を、前の実習と同じ⾞椅⼦ユーザーと協
⼒して実施することです。 

• 受講者が⾞椅⼦ユーザーへ、与えられた時間内に⾞椅⼦を完成できない場
合もあるでしょう。これは初回フィッティングや、どんな改造/調整が必
要になるかにもよります。それでも受講者は実習時間をなるべく上⼿に使
い、なるべく多くの作業をこなして下さい。⾞椅⼦が完成しなかった場合
も、教習教程の後で⾞椅⼦が完成されるように、⾞椅⼦ユーザーと調整し
ます。 

リーダー： 

• リーダーには、全作業段階の実施を確認する責任があります。 

• リーダーは、⾞椅⼦ユーザーやその家族/介助者と話す主役となって下さ
い。これは同時にしゃべる⼈が多すぎて皆が混乱しないためです。 

教習員による観察および⽀援： 

• 受講者は、補助や説明はいつでも求めて下さい。 

• 実習の間じゅう教習員は各グループをモニターし、必要に応じてできる限
り⽀援し、助⾔します。 

• 適合に関わる問題が判明した場合は、教習員を呼んでそれを確認させ、ど
んな改造/調整が必要か話し合って下さい。 

• フィッティングが完了したら、受講者は教習員のひとりを呼び、来たらフ
ィッティングを確認させて下さい。フィットしているのを教習員が確かめ
るまで、ユーザー教習を始めてはなりません。 

• ユーザー教習が完了したら、受講者は教習員のひとりを呼び、来たらグル
ープや⾞椅⼦ユーザーを交えて何の教習を実施したか話し合って下さい。 

制限時間： 

• フィッティングは 45 分、ユーザー教習は 50 分での完了が⽬標です。 

各サービスフォーム： 

• 実習 1 からの（実習 2 で使⽤する）⾞椅⼦事前評価フォームおよび⾞椅
⼦処⽅（選択）フォームを、各グループのリーダーへ配布せよ。 

• 各グループが、⾞椅⼦フィッティング確認表および⾞椅⼦ユーザー教習確
認表を、最低 1 部ずつ持っていることを確かめよ。 
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受講者へ尋ねよ：フィッティングの⼿順には何がありましたか？正解を受け
とめ承認せよ。 

受講者へ、⾞椅⼦ユーザーに教える技能は、その⼈に当てはまるものだけに
すべきだと念押しせよ。例えば、褥瘡発⽣の危険がない⼈に除圧動作を教え
る必要はない。 

作業のどの段階でも、積極的に⾞椅⼦ユーザーの参画を得なければならない
ことを受講者へ念押しせよ。 

質問：何か質問はありますか？どんな質問にも答えよ。 

各グループへ、作業区域を整え、続いていっしょに作業する⾞椅⼦ユーザー
へ⾃⼰紹介してから始めるよう指⽰せよ。 

モニターと⽀援： グループを注意深くモニターし、実習が安全に⾏なわれるようにし、受講者
の技能を観察し評価せよ。 

教習員⽤観察確認表を⽤い、各グループへの所⾒を記録せよ。 

実習全体を通して： 

• 時間を（⼝頭で、および/または受講者全員から⾒えるように板書して）
予告し、受講者が時間をうまく使えるようにせよ。 

• ⾞椅⼦ユーザーが、積極的に参画しているのを確かめよ。 

実習の終わりに受講者へ、⾞椅⼦ユーザーへその参加に対して感謝を述べ、
事前評価・処⽅（選択）・フィッティング・ユーザー教習でのご⾃⾝の経験を
残って全体へフィードバックして頂けるかどうか、尋ねるよう指⽰せよ。 

時間： フィッティングの完了に 45 分、ユーザー教習の完了に 50 分、フィードバッ
クに 20 分取っておけ。 

フィードバック： 実習中に⽬にした、優れた実践例についてコメントせよ。受講者に特に改善
を要する⾯があれば、指摘せよ（個⼈をあげつらうな）。 

⾞椅⼦をユーザーへ正しくフィットさせる上で変更が必要になった点を、簡
潔に（各グループ 3 分で）まとめるよう、各グループへ指⽰せよ。 

質問：何か質問はありますか？ 
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 ⾞椅⼦ユーザーのフィードバック（任意：⾞椅⼦ユーザーおよび時間の都合によ
る）（30 分） 

教習員への注記： 
実習 1 および２に参加した⾞椅⼦ユーザーがやぶさかでなければ、めいめいを招き、ご⾃⾝が
経験したばかりのプロセスについて受講者へフィードバックしてもらえ。これは堅苦しくなく
てよい。例えば、軽⾷/ケーキを⽤意し、最初の実習 2 つをやり遂げたお祝いにするなど。⾞椅
⼦ユーザーへの質問の例は以下の通り。 

 
以下の⾯についてフィードバックを与えるよう、⾞椅⼦ユーザーへ依頼せよ。 

• 事前評価の間、どう感じたか（例えば、参画していると感じたか、インタビューの質問に答えて
いる時どう感じたか、質問がよりよい⾞椅⼦を得る役に⽴っていると感じたか）？ 

• 処⽅された⾞椅⼦に満⾜しているか？ 

• ユーザー教習から何か新しいことを学んだか？これを将来、家庭/仕事で活⽤しそうか？ 
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B.13: フォローアップ 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 

¨ 「フォローアップ」とは何を意味し、どのように⾏なうのか説明する。 

¨ ⾞椅⼦フォローアップフォームを完成する。 

教
材 

この授業には： 
¨ PPTスライド：B.13: フォローアップ 

¨ 受講者⽤参考書 

¨ 受講者⽤ワークブック 

状
況 

あらゆる⾞椅⼦ユーザーにとって、できれば⾃分が暮らす場所へ、フォローアップ訪問
を受けるのは有益である。この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考える
べきことは： 

¨ 受講者の⾞椅⼦サービス事業におけるフォローアップの運⽤形態（家庭訪問型、拠点
センター型、地域に根ざしたリハビリテーション（CBR）職員による運⽤など）に合
わせて、教習を調整する。例えば、受講者の⾞椅⼦サービス事業にフォローアップ計
画があれば、その計画を受講者へ解説すべきである。 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、PPTスライドを⾒直し、授業計画を読み通す。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに 
2. フォローアップとは何か、またどのように⾏なうのか？ 
3. フォローアップフォームの紹介 
4. フォローアップ演習 
5. 要点のまとめ 

2 
10 
5 

25 
3 

授業時間計 45 
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 はじめに（2 分） 

 

説明：「フォローアップ」は⾞椅⼦サービス提供の
第 8ステップの⼀部です。この授業では、フォロー
アップには何が含まれるのか話し合います。⾞椅
⼦フォローアップフォームを紹介し、使う練習を
します。 

 フォローアップとは何か、またどのように⾏なうのか？（10 分） 

質問：受講者は、「フォローアップ」の内容には何があると思いますか？ 

励まして回答を促せ。 

最も重要な答え： 
• ⾞椅⼦ユーザーから情報を集める。 
• ⾞椅⼦がうまく動作しているか確かめる。 
• ⾞椅⼦のフィッティングを確かめる。 

 
 

説明： 

• すべての⾞椅⼦ユーザーにとってフォローアッ
プは有益です。しかし、フォローアップがとりわ
け重要なのが： 

o ⼦ども、 
o 褥瘡発⽣の危険がある⾞椅⼦ユーザー、 
o 進⾏性疾患がある⾞椅⼦ユーザー、 
o これまでに受けた教習なり指導で、何か困難

があった⾞椅⼦ユーザーです。 
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• フォローアップをいつやるかについて決まりは

ありませんが、いっぱんに⾞椅⼦が渡ってから
６週間以内に、いちどフォローアップするのは
有効だと判っています。これは⾞椅⼦ユーザー
のニーズにもよります。しかし、⼦どもについて
は６か⽉ごとのフォローアップがあると理想的
です。それは、⼦どものニーズは成⻑に伴い急激
に変化するからです。 

 
• フォローアップ⾯接が⾏なえるのは： 

o ⾞椅⼦ユーザーの家、 
o ⾞椅⼦サービス事業所、 
o あるいはその他、ユーザーおよび⾞椅⼦サー

ビス職員に都合がよいあらゆる場所です。 

質問：受講者の⾞椅⼦サービス事業で、フォローアップはどのように運⽤すればよい（あるいは運
⽤している）でしょうか？ 

励まして回答を促し、板書せよ。 

最も重要な答え： 

• ⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦を受け取った時に、フォローアップの⾯接予約を⼊れる。 

• （可能であれば）家にいる⾞椅⼦ユーザーを訪ねてフォローアップする。 

• フォローアップ訪問を、フォローアップ実施の教習を受けた、地域に根ざしたリハビリテーシ
ョン（CBR）職員による地域への定期訪問の⼀環にする。 

• 移動が困難で、⾞椅⼦ユーザーが電話に出られる場所では、電話フォローアップを段取る。 

 フォローアップフォームの紹介（5 分） 

説明：フォローアップ訪問に必要な知識や技能は、すでに教習で網羅しました。フォローアップ訪
問では、職員は次のことを⾏なう必要があります： 

• ⾞椅⼦ユーザーから情報を集める。 
• ⾞椅⼦がうまく動作しているか確認する。 
• ⾞椅⼦のフィッティングを確認する。 
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受講者へ、各⾃のワークブックの⾞椅⼦フォローアップフォームを開くよう指⽰せよ。 

説明：⾞椅⼦フォローアップフォームは、職員がフォローアップ訪問で何を質問し、何をやるべき
か思い出すのに役⽴ちます。フォームには、必要になった「やるべきこと26」を書き留める欄も設
けています。 
 

フォローアップで通常やることを、次に挙げます。 

• さらに助⾔や教習を供する。例えば、⾞椅⼦ユー
ザーが⾞椅⼦を予想したほど使っていない場
合、それはひとりで⾞椅⼦を乗り降りする⾃信
がないせいかもしれません。移乗の教習をさら
に⾏なうとよいでしょう。 

• ⾞椅⼦を再調整する。 

• 細かい修理を実施する。例えば、タイヤの空気⼊
れなど。家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れを⾏なって⾞
椅⼦をメンテナンスするよう、⾞椅⼦ユーザー
へ奨励しなさい。 

• 修理を実施する、あるいは⾞椅⼦ユーザーが修
理を段取るのを⼿伝う。 

質問：⾞椅⼦ユーザーが、褥瘡があることを報せて来たら、何をすべきでしょうか？  

最も重要な答え： 

• 褥瘡を⾒せてもらい、褥瘡の部位および程度を記録する。 

• 褥瘡の部位が、⾞椅⼦と触れるところであれば、⾞椅⼦ユーザーは、褥瘡が治癒するまで⾞椅
⼦の使⽤を停⽌すべきである。 

• 褥瘡の程度がステージ 2以上であれば、専⾨家に処置を依頼する。 

• なぜ褥瘡が起こったのか（例えば、クッションを使⽤していない、あるいはクッションが除圧
していない、よくない移乗⽅法、失禁など）を⾒極め、問題解決を図る。 

  

 
26  [原⽂] “actions” that may be needed 
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 フォローアップ演習（25 分） 

活動 
グループ： 各グループ 3 ⼈ 
指導内容： 各グループへ指⽰せよ。 

• ワークブック中の各ユーザーの例話を読み、やるべきことは何か話し合い
なさい。 

• 各ユーザーに対する、⾞椅⼦フォローアップフォーム（ワークブックには
フォローアップフォームが 3 部載っています）を完成しなさい。 

モニター： グループをモニターし、必要に応じて補助せよ。 
時間： 20 分⾒ておき、5 分フィードバック。 
フィードバック： 質問：受講者は、ハラ、ダールン、タルハに対して、何をやるべきだと提案

しますか？ 
 
ユーザーの例話 学習ポイント 
ハラは、成⼈した娘およびその家族と家で暮らしています。彼⼥
は、半年前に⾞椅⼦を⼿に⼊れました。彼⼥は 1年ちょっと前に
脳⾎管障害を患い、歩けなくなりました。⾞椅⼦を⼿にした時、
娘が介助しながら⽴ち上がって移乗するやり⽅を学びました。彼
⼥は「⾞椅⼦が欲しかった、そうすればもっと家の役に⽴てるし、
教会にも⾏けるから」と語っていました。 

フォローアップで、ハラはもう何か⽉も家を出ていないと話しま
した。彼⼥の家までの道は荒れ、道路から家へ上がるには段差が
あります。彼⼥は、それでも⾞椅⼦を家で使い、孫の世話をして
娘を⼿伝えていました。彼⼥は⾞椅⼦にまっすぐに座り、⾞椅⼦
もきちんと⼿⼊れされています。彼⼥は、⾃⼒で⾞椅⼦から移乗
できるようになっていました。 

• なぜハラが、希望していた
通り教会へ出ていないのか
を⾒出す。 

• これが段差と荒れ地のせい
であれば、ハラと娘に、段
差や道を安全に乗り切る⽅
法の助⾔と教習を供する。 

ダールンは脊髄損傷を負っています。かれは地元の市場のラジオ
修理店で働いています。2年前、⾞椅⼦と除圧クッションを⼿に
⼊れました。フォローアップ訪問で、かれは毎⽇、⾞椅⼦を市場
への⾏き帰りに使っていると話しました。褥瘡はありません。 

ダールンは 2度パンクしたことがあり、⾃分で修理しました。⾞
椅⼦の点検で、⾞椅⼦サービス職員はスポークがゆるみ、座⾯の
ボルト 2 本がなくなっているのを⾒つけました。クッションの
柔らかいウレタンフォームは扁平になっていました。かれは⾞椅
⼦にうまく座れており、⾃分の⾞椅⼦にとても満⾜している、と
語りました。 

• クッションの柔らかい表層
の交換を⼿配する。 

• スポークの点検やボルト締
めなど、家庭での⾞椅⼦の
⼿⼊れについて助⾔する。 
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ユーザーの例話 学習ポイント 

タルハは 10歳、軽度の脳性⿇痺があり、地元の学校へ通ってい
ます。姿勢⽀持クッションの付いた 4 輪⾞椅⼦を、1年前に処⽅
されました。 

フォローアップ訪問でタルハは、⾞椅⼦を毎⽇通学に使っている
と語りました。⾃分でこげるほど⼒がないので、⽗親がかれを押
して⾏きます。⾞椅⼦は⼿⼊れが⾏き届いており、⽗親によると、
タイヤをいちど修理しました。⾞椅⼦サービス職員は、タルハが
成⻑したため⾜台が⾼すぎて、⾞椅⼦の座⾯が脚をきちんと⽀え
なくなっていることに気づきました。 

• ⼦どもへのフォローアップ
訪問は、可能ならば 3〜6か
⽉ごとに⾏なう。 

• ⼦どもの成⻑は早い。サー
ビス事業で訪問できない場
合、⼦どもを検査に連れて
くるよう親や介助者を教育
することが重要。 

• タルハには再評価を受け、
⾞椅⼦の調整または⼤きい
サイズへの交換が必要。 

 要点のまとめ（3 分） 
 

要点を読み上げよ。 
何か質問がないか尋ねよ。 
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実習 3: フォローアップ 

⽬
的 

この実習が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 

¨ フォローアップをやってみせる。 

教
材 

¨ 清潔で⼈⽬に触れない事前評価スペースおよび（実習を地域で実施しない場合）評価
ベッド 

¨ 承前の、各⾞椅⼦ユーザーに関する⾞椅⼦事前評価フォームおよび⾞椅⼦処⽅（選択）
フォーム 

¨ ⾞椅⼦フォローアップフォーム（各⾞椅⼦ユーザーにつき 1 部） 

¨ ⾞椅⼦の安全・準備完了確認表 

¨ 教習員⽤観察確認表：実習 3 

¨ 巻尺および⾞椅⼦の調整⽤⼯具 

状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 

¨ 考慮すべき⽂化的要素 

¨ ことばの要素：例えば、参加する⾞椅⼦ユーザーが、全受講者と共通のことばを話す
かどうか。 

¨ フォローアップ実施に際してサービス事業が必要とする⽂書 

¨ 例えば⾞椅⼦を交換する必要など、フォローアップ中に指摘された課題で授業内に対
処しきれないものを、教習員がどう取り扱うか。 

準
備 

¨ この実習を、地域で実施できないか検討せよ。 

¨ 過去 3〜6 か⽉間に⾞椅⼦を受け取った⾞椅⼦ユーザーで、フォローアップが必要な
⼈へ連絡を取る。かれらに頼んで、ユーザー宅か診療所へのフォローアップ訪問を予
定に⼊れてもらう。 

¨ 時間と旅程を確認する。遠⽅から教習会場へ来られる⾞椅⼦ユーザーおよびその家族
/⽀援者には、軽⾷が⽤意されるようにする。 

¨ フォローアップを教習会場で実施する場合は、受講者のペアと⾞椅⼦ユーザー志願者
の各組ごとに、評価ベッドおよび⽬隠しの仕切りを⽤意する。必要なすべての器材を
評価ベッドに置く。 

¨ 受講者が 3ペアを超えれば他の教習員にグループのモニターを⼿伝ってもらう。 

¨ どの受講者どうしが、どの⾞椅⼦ユーザーと作業するか決めておく。 

あ
ら
す
じ 

1. フォローアップ： 
• 諸指⽰ 
• フォローアップ 
• フィードバック 

 
5 

60 
25 

実習時間計 90 
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 フォローアップ（90 分） 

教習員への注記：実習 3 ⽤「教習員⽤観察確認表」を⽤い、実習中の受講者を観察する指針とせよ。
よく⽬にした優れた、あるいは改善を要する実践の例で、フィードバックの場で取り上げるべきも
のを確認表（の所定の欄）へ記しておけ。 
 
活動 
グループ： • 受講者を、同じグループ（各グループ 3 ⼈以内）に分けよ。 

• 各グループのリーダーを任命せよ。 
• 受講者へ、いっしょに作業する⾞椅⼦ユーザーの名前を伝え、先の⾞椅⼦

事前評価フォームなど、関連する記録をすべて与えよ。 
• 各グループへ作業場所を割り当て、各⾃の器材はすべて評価ベッドに置い

てあることを説明（地域で実施する場合は、移動の段取りを説明）せよ。 
指導内容： 以下をすべて説明せよ： 

実習の⽬的： 
• この実習の⽬的は、フォローアップを実施することです。 

リーダー： 
• リーダーには、全作業段階の実施を確認する責任があります。 

• リーダーは、⾞椅⼦ユーザーやその家族/介助者と話す主役となって下さ
い。これは同時にしゃべる⼈が多すぎて皆が混乱しないためです。 

教習員による観察および⽀援： 
• 受講者は、補助や説明はいつでも求めて下さい。 

制限時間： 
• フォローアップは 60 分での完了が⽬標です。 

各サービスフォーム： 
• ⾞椅⼦フォローアップフォームを 1 部ずつ、各グループのリーダーへ配布
せよ。 

• 各グループに、⾞椅⼦の安全・準備完了確認表が最低 1 部あることを確か
めよ。 

作業のどの段階でも、積極的に⾞椅⼦ユーザーの参画を得なければならない
ことを、受講者へ念押しせよ。 

質問：何か質問はありますか？ 

どんな質問にも答えよ。 

• 各グループへ、作業区域を整え、続いていっしょに作業する⾞椅⼦ユーザ
ーへ⾃⼰紹介してから招き⼊れるよう指⽰せよ。 
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モニターと⽀援： グループを注意深くモニターし、実習が安全に⾏なわれるようにし、受講者
の技能を観察し評価せよ。 
教習員⽤観察確認表を⽤い、各グループへの所⾒を記録せよ。 
実習全体を通して： 
• 時間を（⼝頭で、あるいは受講者全員から⾒えるように板書して）予告し、

受講者が時間をうまく使えるようにせよ。 
• ⾞椅⼦ユーザーが、積極的に参加しているのを確かめよ。 
実習の終わりに受講者へ、⾞椅⼦ユーザーへその参加に対して感謝を述べ、
指摘された（がまだ対処しきれていない）課題をどうフォローアップするか、
説明するよう指⽰せよ。 

時間： フォローアップの完了に 60 分、フィードバックに 25 分取っておけ。 
フィードバック： 実習中に⽬にした、優れた実践例についてコメントせよ。受講者に特に改善

を要する⾯があれば、指摘せよ（個⼈をあげつらうな）。 
各グループへ、フォローアップ⾯接の間に⾒出したことを、簡潔にまとめる
よう指⽰せよ。例えば： 
• ⾞椅⼦が、どれくらい⾞椅⼦ユーザーのニーズを満たしているか。 
• あらゆる問題点/懸念。 
• フォローアップの取り組みとして推奨するものすべて（各グループ 5 分取

っておく）。 
質問：何か質問はありますか？ 

 
実習 4: 事前評価・処⽅（選択）・製品（⾞椅⼦）の下準備・フィッティング・
ユーザー教習 

⽬
的 

この実習が終わるまでに、受講者が、チームの⼀員として以下の作業をできるようになる
こと： 

¨ 基礎レベルの事前評価・処⽅（選択）・製品（⾞椅⼦）の下準備・フィッティング・ユ
ーザー教習をやってみせる。 

教
材 

¨ 現地で⼿に⼊る⾞椅⼦ 

¨ 清潔で⼈⽬に触れない事前評価スペースおよび評価ベッド（各⾞椅⼦ユーザーにつき
1 つずつ） 

¨ 各種フォーム：⾞椅⼦事前評価フォーム、⾞椅⼦処⽅（選択）フォーム、⾞椅⼦の安
全・準備完了確認表、⾞椅⼦フィッティング確認表、⾞椅⼦ユーザー教習確認表（各
⾞椅⼦ユーザーにつき 1セット） 

¨ 教習員⽤観察確認表：実習 4 
¨ デジタルカメラおよび写真撮影同意フォーム 
¨ 巻尺 
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状
況 

この授業は、受講者が働く状況に合うよう修正せよ。考えるべきことは： 
¨ ⽂化およびことばの要素 
¨ ⼿に⼊る⾞椅⼦の種類、および下準備に要する時間 

¨ ⾞椅⼦事前評価フォームおよび⾞椅⼦処⽅（選択）フォームで収集した情報に加えて、
サービス事業が必要とする⽂書 

¨ 実習中に指摘された課題で授業内に対処しきれないものを、教習員がどう取り扱うか。 
¨ 教習プログラム後の、各⾞椅⼦ユーザーへのフォローアップの運⽤⽅法 

準
備 

¨ ⾞椅⼦ユーザー志願者の新しいグループから、各グループに 1 ⼈ずつを招く。 
¨ ⾞椅⼦ユーザーが到着しだい出迎える⼈を、1 ⼈任命する。 

¨ ⾞椅⼦ユーザーおよびその家族が、事前評価と処⽅（選択）の後、⾞椅⼦を下準備す
るあいだ待機する場所を確保しておく。 

¨ ⾒本の⾞椅⼦およびクッションが、正しく動作することを確かめる。 
¨ 教室を準備する（あるいは、地域で実施する場合は旅程を段取る）。 
¨ 受講者が 3ペアを超えれば他の教習員にグループのモニターを⼿伝ってもらう。 
¨ どの受講者どうしが、どの⾞椅⼦ユーザーと作業するか決めておく。 

あ
ら
す
じ 

1. 事前評価・処⽅（選択）・製品（⾞椅⼦）の下準備・フィッティング・ユーザ
ー教習： 

• 諸指⽰と段取り 
• 事前評価 
• 処⽅（選択） 
• 製品（⾞椅⼦）の下準備 
• フィッティング 
• ユーザー教習 
• フィードバック 
• 予備の時間 

 
 

5 
30 
20 
60 
30 
45 
30 
20 

実習時間計 240 
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 事前評価・処⽅（選択）・製品（⾞椅⼦）の下準備・フィッティング・ユーザー
教習（240 分） 

教習員への注記： 

1. 写真： 

• 各⾞椅⼦ユーザーへ、その写真撮影に対する署名⼊りの許可について、問い合わせ済みであるこ
とを確かめよ。⾞椅⼦ユーザーが、⾃分の許可が任意のもので、撮影した写真をこの教習教程の
中でさらに教習を実施するために使うことを理解しているか確かめよ。 

• 実習中、許可を得た各⾞椅⼦ユーザーの写真は、以下のように撮影せよ。 

o （⾞椅⼦を持っている場合）既存の⾞椅⼦に座っている様⼦（正⾯および横からの構図） 

o 事前評価中（姿勢の観察） 

o フィッティング後の処⽅された⾞椅⼦に座っている様⼦（正⾯および横からの構図） 
 
2. 実習へ参加する⾞椅⼦ユーザーのニーズを満たす： 

• 実習に与えられた時間内で、すべての⾞椅⼦を完成できない場合もある。 

• 実習に参加したどの⾞椅⼦ユーザーの場合も、改めて⾯接予約が必要であれば、教習員は、主催
団体/サービス事業が予約を取り、事前評価・処⽅（選択）・フィッティングに関するすべての情
報が［⾞椅⼦の最終納品のために主催団体/サービス事業へ］渡るようにすべきである。 

 
3. 受講者の実習への観察： 

実習 4⽤「教習員⽤観察確認表」を⽤い、グループが実習の全作業段階を遂⾏していることを確か
め、よく⽬にした優れた、あるいは悪い実践例で、フィードバックの場で取り上げるべきものを確
認表（の所定の欄）へ記しておけ。 

• これらの写真は、最後の授業「B.14：総まとめ」で（時間が許せば）⽤いるとよい。 

 
活動 
グループ： • 受講者を各 2〜3 ⼈のグループに分けよ。 

• 各グループのリーダーを任命せよ。 

• 受講者へ、いっしょに作業する⾞椅⼦ユーザーの名前を伝えよ。 

• 各グループへ作業場所を割り当て、各⾃の器材はすべて評価ベッドに置い
てあることを説明せよ。 

指導内容： 以下をすべて説明せよ： 

実習の⽬的： 

• この実習の⽬的は、⾞椅⼦ユーザーと協⼒して、処⽅（選択）・製品（⾞椅
⼦）の下準備・フィッティング・ユーザー教習を実施することです。 
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• 実習時間内に⾞椅⼦ユーザーの⾞椅⼦を完成できなかった場合も、⾞椅⼦
が完成されるように⾞椅⼦ユーザーと調整します。受講者は、それでもな
るべく多くの作業をこなすようにして下さい。 

リーダー： 

• リーダーには、全作業段階の実施を確認する責任があります。 

• リーダーは、⾞椅⼦ユーザーやその家族/介助者と話す主役となって下さ
い。これは同時にしゃべる⼈が多すぎて皆が混乱しないためです。 

教習員による観察および⽀援： 

• 受講者は、補助や説明はいつでも求めて下さい。 

• 実習の間じゅう、教習員は各グループをモニターし、必要に応じてできる
限り⽀援し、助⾔します。 

• サービスステップが⼀つ完了するごとに、受講者は教習員のひとりを呼
び、来たら次のステップを始める前に確認させて下さい。 

作業のどの段階でも、積極的に⾞椅⼦ユーザーの参画を得なければならない
ことを、受講者へ念押しせよ。 

質問：何か質問はありますか？どんな質問にも答えよ。 

• 各グループへ、作業区域を整え、続いていっしょに作業する⾞椅⼦ユーザ
ーへ⾃⼰紹介してから取りかかるよう指⽰せよ。 

モニターと⽀援： グループを注意深くモニターし、実習が安全に⾏なわれるようにし、受講者
の技能を観察し評価せよ。 

教習員⽤観察確認表を⽤い、各グループへの所⾒を記録せよ。 

実習全体を通して： 

• 時間を（⼝頭で、あるいは受講者全員から⾒えるように板書して）予告し、
受講者が時間をうまく使えるようにせよ。 

• ⾞椅⼦ユーザーが、積極的に参画しているのを確かめよ。 

• 受講者の作業を、ステップごとに確かめよ。 

実習の終わりに受講者へ、⾞椅⼦ユーザーへその参加に対して感謝を述べ、
処⽅（選択）した⾞椅⼦はこれから下準備し、次の実習では試⽤する準備が
できていることを説明するよう27、指⽰せよ。 

  

 
27  [訳注] 原⽂のまま. この実習が最後で, またこの⼀⽂が実習 1 の同じ部分の指⽰とまったく同⼀であることから考

えても,「近⽇中に主催団体/サービス事業からフォローアップの⾯接予約が⼊ることを説明するよう」等が適切な
場合もあろう 
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時間： 時間を以下の通り取っておけ： 

• 事前評価：30 分 
• 処⽅（選択）：20 分 
• 製品（⾞椅⼦）の下準備：60 分 
• フィッティング：30 分 
• ユーザー教習：45 分 
• フィードバック：30 分 

教習員への注記：実習中は、時間経過によく注意すること。上の時間配分は
⽬安であって、受講者の経験、⾞椅⼦ユーザーのニーズ、製品の設定に要す
る時間に従って変動してよい。教習員で調整する必要があるかもしれない。 

• 予備の 20 分は、問題解決および教習員が各ステップを確認するため。 
フィードバック： 実習中に⽬にした、優れた実践例についてコメントせよ。 

受講者に特に改善を要する⾯があれば、指摘せよ（個⼈をあげつらうな）。 

質問：何か質問はありますか？ 

 
 

B.14: 総まとめ 

⽬
的 

この授業が終わるまでに、受講者が以下をできるようになること： 
¨ 直前の実習（実習 4）で担当した⾞椅⼦ユーザーについて、事前評価・処⽅（選択）・

製品（⾞椅⼦）の下準備・フィッティング・ユーザー教習、メンテナンス・修理・フ
ォローアップなどの概要を供する。 

教
材 

この授業には： 
¨ 受講者⽤ワークブック 

¨ 動画：お⼟産のメッセージ 

¨ 付箋またはメモ⽤紙 

準
備 

¨ 教材を取りまとめ、動画を視聴し、授業計画を読み通す。 

あ
ら
す
じ 

1. はじめに、および諸指⽰ 
2. 受講者からの質問 
3. 受講者の準備 
4. 受講者による発表 
5. 質疑応答 
6. 要点 

2 
5 

25 
40 
20 
13 

授業時間計 105 
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 はじめに、および諸指⽰（2 分） 

説明： 

• この授業は、受講者にとって次の機会となります： 

o 他の全員と、直前の実習を通じて学んだことを共有する。 
o 基礎⾞椅⼦サービス提供について、まだ疑問があれば質問する。 

 受講者からの質問（5 分） 

⼩グループ活動 
グループ： 各グループ 3 ⼈。各グループへ付箋を 1ブロック、あるいは⼩さいメモ⽤紙

（例えば A4 ⽤紙を 4等分したもの）をたっぷり配布せよ。 

指導内容： 各グループへ、基礎⾞椅⼦サービス提供について何か疑問が残っていない
か、話し合うよう指⽰せよ。個⼈のものであれグループ全体のものであれ、
あらゆる疑問を書き出すこと。 

モニター： グループをモニターせよ。 
時間： 合計 10 分取っておけ。 
フィードバック： 各グループへ、質問を教習員へ提出するよう指⽰せよ。 

 受講者の準備（25 分） 

⼩グループ活動 
グループ： 直前 2回の実習を共にしたグループへ、再び協働するよう指⽰せよ。 
指導内容： 各グループへ、担当した⾞椅⼦ユーザーおよびそこで学んだことに関する、

10 分間の発表を準備するよう指⽰せよ。 

グループは、ワークブックのワークシートに載っている質問へ答えるのを
⽬標にすること。 

⾞椅⼦ユーザーの写真はコンピューターに⼊っており、発表で話の説明に
⽤いてよいことを説明せよ。 

教習員への注記：受講者がコンピューターを使うのが苦⼿であれば、教習
員がかれらの写真を準備し、必要な時に映すことを説明せよ。 

モニター： グループが準備する間、教習員はグループが書き出した質問を吟味せよ。
同じ質問があるかもしれない。質問を論理的な順序（例えば、それが関連
するサービスステップの順に）に並べよ。質問に対する回答を⽤意せよ。 

時間： 受講者の準備に 25 分取っておけ。 
フィードバック： 「4. 受講者による発表」を参照せよ。 
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 受講者による発表（40 分） 

各グループへ、順番に発表するよう指⽰せよ。 

受講者全体へ、発表の終わりに質問するよう奨励せよ。 

それぞれの発表に 10 分、質問に 5 分取っておけ。 

それぞれの参加者へ、その発表に感謝を述べよ。 

 質疑応答（20 分） 

各受講者からの質問（「2. 受講者からの質問」を参照）を読み上げよ。だれがその質問をしたか、
には触れるな。回答ないし説明を与えるか、他にだれかその質問に答えたい⼈がいるか尋ねよ。 

複数の⼈/グループから同じ質問が出ている場合は、複数⼈からの質問であることを説明せよ。 

説明： 

• ⾞椅⼦ユーザーのニーズをほんとうに満たす⾞椅⼦を供与することは、実践・優れた（職員と⾞
椅⼦ユーザーとの）チームワーク・⼀定程度以上の基礎的リソースを要する技能である。 

• この教習プログラムで与えたのは、そこに含まれる作業段階の概略である。しかし、⾞椅⼦ユー
ザーは⼀⼈ひとり異なるため、こうした⼀個の教習プログラムであらゆる可能性を網羅すること
は困難である。 

• 受講者は、新しい⾞椅⼦ユーザーと関わるたびに、何かを学び取ることだろう。また、うまくや
れたことのみならず、失敗からも学ぶことだろう。 

• また、実践を重ねれば重ねるほど、作業が速くなって⾏くのを感じるだろう。 

• 重要なことは実践し続けること、そして⾞椅⼦ユーザーの声を聴き続けることだ！28 

 要点（13 分） 

 

動画を紹介：「お⼟産のメッセージ」。この短い動画では、⾞椅⼦教習プログ
ラムの重要さを強調しています。 

動画を上映。 

何か質問がないか尋ねよ。 

 

閉講式および修了証授与 
  

 
28  [原⽂] keep listening to the wheelchair user! 
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付録 

付録 1: 基礎⾞椅⼦教習パッケージ時間割表 

５⽇間 

 第 1⽇ 第 2⽇ 第 3⽇ 第 4⽇ 第 5⽇ 
8:30 a.m. はじめに A.6: 適正な 

⾞椅⼦ 
B.4: ⾝体的 
事前評価 

B.9:  
フィッティング 

実習 3:  
フォローアッ
プ 

8:45 
9:00 A.7:  

クッション 
B.5: 処⽅ 
（選択） 9:15 

9:30 A.1: ⾞椅⼦ 
ユーザー 

B.10:  
問題解決 9:45 

10:00 実習 4:  
事前評価・処⽅
（選択）・製品
（⾞椅⼦）の下
準備・フィッテ
ィング・ユーザ
ー教習 

10:15 A.2: ⾞椅⼦ 
サービス 

A.8: 移乗 B.11:  
ユーザー教習 10:30 

10:45 A.3: ⾞椅⼦ 
による移動 

11:00〜11:15：午前のお茶（時間は現地の事情に合わせ、授業計画に適合させる） 

11:15 A.3: ⾞椅⼦ 
による移動 

A.8: 移乗 B.6: 資⾦調達
および発注 

B.11:  
ユーザー教習 

実習 4:  
事前評価・処⽅
（選択）・製品
（⾞椅⼦）の下
準備・フィッテ
ィング・ユーザ
ー教習 

11:30 実習 1:  
事 前 評 価 お よ
び処⽅（選択） 

B.12:  
メンテナンス 
および修理 

11:45 
12:00 
12:15 p.m. 
12:30 A.4: まっす

ぐに座る 
B.1: 紹介・相
談 お よ び ⾯ 接
予約 

12:45 
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1:00〜2:00：昼⾷（時間は現地の事情に合わせ、授業計画に適合させる） 

2:00 A.4: まっす
ぐに座る 

B.2: 事前評価 B.7: 製品 
（⾞椅⼦）の下
準備 

B.12:  
メンテナンス 
および修理 

実習 4:  
事前評価・処⽅
（選択）・製品
（⾞椅⼦）の下
準備・フィッテ
ィング・ユーザ
ー教習 

2:15 

2:30 A.5: 褥瘡 B.3: 事前評価
インタビュー 

実習 2:  
フィッティング
およびユーザー
教習 

2:45 
3:00 

3:15〜3:30：午後のお茶（時間は現地の事情に合わせ、授業計画に適合させる） 

3:30 A.5: 褥瘡 B.3: 事前評価 
インタビュー 

B.8: クッショ
ンづくり 

実習 2:  
フィッティング
およびユーザー
教習 

B.14:  
総まとめ 3:45 A.6: 適正な 

⾞椅⼦ 4:00 
4:15 B.4: ⾝体的 

事前評価 4:30 
4:45 B.13:  

フォローアップ 5:00 
5:15  閉講式および

修了証授与 
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付録 2: ⾞椅⼦サービス紹介・相談フォーム 

紹介・相談フォームは授業 B.1の進⾏に必要。既存の⾞椅⼦サービス紹介・相談フォームがな
ければ教習員はこれを⽤いるか調整。Word版フォームは教習パッケージフォルダに収載。 

紹介・相談フォームのすべての項⽬に記⼊し、下記へご郵送ください： 

⾞椅⼦サービス事業所名 
⾞椅⼦サービス事業所住所 

 
紹介・相談者名：                                     
紹介・相談者勤務先：                                   
紹介・相談者連絡先（最もよい連絡⽅法）： 
                                             
                                             
⾞椅⼦ユーザー名：                   ⽣年⽉⽇：             
保護者/介助者名：                                 
住所：                                          
                                             
⾞椅⼦ユーザーへ連絡を取る⽅法？：                            
郵便□  ⾃分の電話□  友⼈/隣⼈の電話□ 
電話の場合、電話番号：                                  
判っていれば、⾞椅⼦ユーザーの障害：                           
紹介・相談理由： 
• ⾞椅⼦を持たない   □ 
• 持っている⾞椅⼦が壊れている  □ 
• 持っている⾞椅⼦がニーズに合わない □ 
⾞椅⼦ユーザーに関するその他の情報で、⾞椅⼦サービス事業者へ知らせておくのが重要と思われ
ることがあれば追加して下さい： 
                                             
                                             
                                             
⾞椅⼦ユーザーは⾞椅⼦サービス事業へ 
紹介・相談されることに同意していますか？  はい□  いいえ□ 
紹介・相談者署名：                                    
記⼊⽇：                                         
  

紹介フォームにはサービス
事業の連絡先（事業所名、
住所、電話番号）を明記。 

この紹介フォームでは、サービス事業が
⾞椅⼦ユーザーへ連絡して⾯接予約を⼊
れることになっているが、つねに可能と
は限らない。その場合、サービス事業は
⾯接予約なしの紹介も受け付けてよい。 

⾞椅⼦ユーザーが紹介されることに同意
するのは、サービスについてじゅうぶん
な説明を受けたうえであることが重要。 
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付録 3: ⾞椅⼦事前評価フォーム 

容易にまっすぐに座れる、⾞椅⼦ユーザーの事前評価に使⽤。まっすぐに座るのが容易でない
⾞椅⼦ユーザーには、「中級」レベル教習を受けた者による事前評価が必要。このフォームは、

⾞椅⼦ユーザーのファイルで保管。 
 

事前評価者名：                    事前評価年⽉⽇：          

 事前評価インタビュー 

⾞椅⼦ユーザーに関する情報 

名前：                        番号：               

年齢：                        男性□ ⼥性□ 

電話番号：                      住所：               

                                             

ゴール：                                         
 

⾝体条件 

脳性⿇痺□ ポリオ□ 脊髄損傷□ 脳⾎管障害□ 虚弱□ 筋攣縮/制御できない運動29□ 

下肢切断：右膝上□  右膝下□  左膝上□  左膝下□ 

膀胱の問題□  腸の問題□ 

膀胱や腸の問題がある⾞椅⼦ユーザーについて、管理できているかどうか。はい□  いいえ□ 

その他：                                         

⽣活様式および環境 

⾞椅⼦ユーザーが、どこで⾞椅⼦を使うかの詳細：                      

 
29  [原⽂] uncontrolled movements 
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１⽇の移動距離： 1 km以内□  1〜5 km□  5 km超□ 

１⽇に⾞椅⼦を使う時間数： 1未満□  1〜3□  3〜5□  ５〜８□  ８超□ 

⾞椅⼦に座らない時、⾞椅⼦ユーザーがどこにどう座り、または寝そべるか（姿勢および接触⾯）： 

                                             

移乗： ⾃⼒で□  介助して□  ⽴って□  ⽴たないで□  抱え上げて□  その他□ 

トイレの種類（トイレへ移る場合）： しゃがみ式□  洋式□  適合済み30□ 

⾞椅⼦ユーザーが公共の/私的な交通機関をひんぱんに使うかどうか： はい□  いいえ□ 

「はい」の場合、種類： ⾃動⾞□  タクシー□  バス□  その他□           
 

既存の⾞椅⼦（⾞椅⼦をすでに持っている場合） 

⾞椅⼦は、ユーザーのニーズを満たしているか？   はい□  いいえ□ 

⾞椅⼦は、ユーザーの環境条件に合っているか？   はい□  いいえ□ 

⾞椅⼦は、適切にフィットして姿勢を⽀えているか？   はい□  いいえ□ 

⾞椅⼦は安全で耐久性があるか（クッションがあるかどうかも考慮せよ）？ はい□  いいえ□ 

クッションは適切に除圧しているか（褥瘡の危険があるユーザーの場合）？ はい□  いいえ□ 

注記：                                          
 
 
すべての問いについて「はい」であれば、ユーザーに新しい⾞椅⼦は必要ない。もし「いいえ」が
⼀つでもあれば、そのユーザーには別の⾞椅⼦またはクッションが必要、あるいは既存の⾞椅⼦ま
たはクッションに修理ないし改造が必要である。 
  

 
30  [原⽂] adapted 
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 ⾝体的事前評価 

褥瘡の有無・危険・既往歴 

/// ＝感覚がない  ◯  ＝過去の褥瘡 
●  ＝現存する褥瘡 

 

普通に感覚があるか？  はい□  いいえ□ 

過去に褥瘡があったか？  はい□  いいえ□ 

現在、褥瘡があるか？  はい□  いいえ□ 

あれば、傷が開いているか？  はい□  いいえ□ 
（あるいはステージ 1〜４のどれか？） 
 
期間および原因：_________________________ 
________________________________________ 
________________________________________ 

褥瘡の危険＊がある⼈か？＊褥瘡の危険があるのは、感覚がない、あるいは
以下の褥瘡の危険因⼦を３つ以上抱える⼈。褥瘡の危険因⼦：動けない、湿
気、不良姿勢、過去/現在の褥瘡、栄養不良、⽼化、低体重や過体重。 

はい□  いいえ□ 

⾞椅⼦のこぎ⽅ 

⾞椅⼦ユーザーはどうやって⾞椅⼦をこぐのか？ 両腕で□  左腕で□  右腕で□ 

両脚で□  左脚で□  右脚で□   介助者が押して□  

注記：                                          
 

⾝体計測 

 ⾝体計測 ⾝体⼨法 
(mm) 

⾝体⼨法を理想的な⾞椅⼦⼨法へ換算 ⾞椅⼦⼨法 
(mm) 

A 座位臀幅  座位臀幅＝座幅  

B 座底⻑ 右  B 引く 30〜60 mm＝座⾯奥⾏き 
（⻑さが異なる場合は、短い⽅を採⽤） 

 
左  

C 座位下腿⻑ 右  ＝⾜台〜クッション上端*⾼、 
または 
＝⾜こぎの場合、床⾯〜クッション上端*⾼ 

 

左   

D 座⾯〜胸郭下端  ＝クッション上端*〜背もたれ上端 
（ユーザーの必要に応じて Dか Eを採⼨） 

 

E 座⾯〜肩甲⾻下端   

* ⾞椅⼦ユーザーが使うクッションの厚さを確認。 
  

WHEELCHAIR
SERVICE TRAINING PACKAGE

INTERMEDIATE LEVEL

49 50

Physical assessment – sitting posture without support
Physical assessment is the second part of the assessment. It includes:
r� identifying the presence, risk of or history of pressure sores;
r� identifying the method of pushing;
r� !nding out how the wheelchair user sits and what additional postural support he 

or she may need through:
 – observing sitting posture without support;
 – carrying out a pelvis and hip posture screen. Pelvis and hip posture screening helps 

to understand how any problems around the pelvis or hips may be affecting the 
wheelchair user’s sitting posture;

 – carrying out hand simulation. The wheelchair service personnel uses their hands 
to ‘simulate’ the support that a wheelchair and additional postural supports may 
provide;

r� taking measurements.

Information from each of these sections of the intermediate wheelchair assessment 
form will help wheelchair service personnel to decide how much support the 
wheelchair user needs.

Review of presence, risk of or history of pressure sores 
and method of pushing

Presence, risk of or history of pressure sores

/// = does not feel 
O = previous pressure sore  

 = existing pressure sore

Can feel normally? Yes No

Previous pressure sore? Yes No

Current pressure sore? Yes No

If yes, is it an open sore 
(stage 1–4)?

Yes No

Duration and cause:  
 

Is this person at risk* of a 
pressure sore?

Yes No

*A person who cannot feel or has 3 or more risk factors is at risk of pressure sores. Risk factors: cannot move, moisture, 
poor posture, previous/current pressure sore, poor diet, ageing, under or over weight.
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付録 4: ⾞椅⼦処⽅（選択）フォーム 

この処⽅フォームは、楽にまっすぐに座れる⾞椅⼦ユーザー向けの⾞椅⼦・⾞椅⼦部材・ 
クッションの選択を記録するためのものである。 

 

 ⾞椅⼦ユーザーに関する情報 

⾞椅⼦ユーザー名：                   番号：              
事前評価⽇：              フィッティング⽇：              
事前評価担当者名：                   

 選択した⾞椅⼦の種類およびサイズ 

⾞椅⼦の種類を選ぶためには： 

• ⾞椅⼦ユーザーと協議せよ。 
• ⾞椅⼦ユーザーにとって最も⼤切なニーズについて考えよ。 
• 以下を確認せよ：⾞椅⼦のフレーム、キャスターおよび駆動輪、⾜台、ひじ掛け、背もたれの⾼

さ（または調節可能性）、駆動輪位置、⽀えおよび快適さ。 
 
⾞椅⼦の種類 サイズ 
 □  
 □  
 □  
 □  
 □  

 選択したクッションの種類 

クッションの種類  サイズ 
例：ウレタンフォーム除圧クッション □  
例：平⾯ウレタンフォーム除圧クッション □  
 □  

 合意署名 

ユーザー署名：                                  

事前評価者署名：                                  

事業管理者署名：                                  
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付録 5: ⾞椅⼦概要フォーム 

⾞椅⼦の名称：  ここへ写真を挿⼊ 
製造者/供給者：  
⼿に⼊るサイズ： 
全体重量： 

詳細： 
フレーム： 折りたたみ □ 固定式/リジッド □ フレーム⻑： 
背もたれ： スリング/布 □ ソリッド □ 張り調整 □ 
座⾯： スリング/布 □ ソリッド □ 張り調整 □ 
クッション： クッションなし □ 平⾯ウレタン □ 成形ウレタン □ 
⾜台： 開き式 □ 固定式 □ その他： 
キャスター輪：  直径：  

幅： 
駆動輪： 空気⼊り □ 直径： ハンドリム □ 

ソリッド □ 幅： 位置調節⾞軸 □ 
エアレスチューブ □   着脱式 □ 

ブレーキ： 短いレバー □ ⻑いレバー □ その他： 
ひじ掛け： 固定式 □ 着脱式 □ その他： 
⼿押しハンドル： ⼿押しハンドル □   

付属品： 下腿ベルト □ 転倒防⽌装置 □ テーブル □ 
その他： 

計測、調節可能性、調節範囲： 
 ⼨法 

（複数サイズの⾞椅⼦が⼿に⼊
る場合は、サイズをすべて列挙） 

調節可能か？ 調節範囲 
（この⾞椅⼦について
調節できる範囲） はい いいえ 

座幅：  □ □  
座⾯奥⾏き：  □ □  
座⾯⾼：  □ □  
背もたれ⾼：  □ □  
背もたれ⾓度：  □ □  
⾜台〜座⾯⾼：  □ □  
⾜台⾓度：  □ □  
⼿押しハンドル⾼：  □ □  
全⻑：  □ □  
ホイールベース⻑：  □ □  
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付録 6: ⾞椅⼦の安全・準備完了確認表 

⾞椅⼦サービス事業名：  
⾞椅⼦ユーザー名：  
⾞椅⼦の種類：  ⾞椅⼦のシリアル番号：  

 
⾞椅⼦全体 
鋭い⾓がない □ 
部品に破損や傷がない □ 
⾞椅⼦がまっすぐ⾛る □ 
前⽅キャスター輪 
⾃由に回転する □ 
フォークに接触しないで回転する □ 
ボルトが固く締まっている □ 
前⽅キャスター受け具 
キャスターが⾃由に旋回する □ 
駆動輪 
⾃由に回転する □ 
⾞軸ボルトが固く締まっている □ 
タイヤへ適切に空気が⼊っている（親指の圧⼒で、凹みが 5 mm未満） □ 
ハンドリムがしっかり取り付けられている □ 
ブレーキ 
適切に働く □ 
⾜台 
⾜台がしっかり取り付けられている □ 
フレーム 
折りたたみ式⾞椅⼦の場合：容易に折りたためて開ける □ 
背もたれ前倒し式⾞椅⼦の場合：背もたれを、容易に折りたためて開ける □ 
クッション 
クッションがカバーに正しく収まっている □ 
クッションが⾞椅⼦に正しく載っている □ 
クッションカバーはぴったり合っているが、きつ過ぎない。 □ 
⾞椅⼦がソリッド座⾯を備えている場合：クッションがソリッド座⾯全体を覆っている □ 

 
⾞椅⼦確認者名：  
署名：  ⽇付：  
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付録 7: ⾞椅⼦フィッティング確認表 
 

 ⾞椅⼦は準備できているか？ 

⾞椅⼦が安全に使⽤でき、すべての部分が動作することは確認済みか？ □ 

 サイズおよび調整の確認 

座幅： 

ぴたりとフィ
ットしている
こと。 

 

□ 座⾯奥⾏き： 

膝裏と座⾯/ク
ッションの間
に指 2 本分の
すき間。 

 

□ 

⾜台〜座⾯⾼： 

⼤腿をクッションがすき間なく全⾯的に⽀えている。両⾜とも、
⾜台がすき間なく全⾯的に⽀えている。 

 

□ 

背もたれ⾼： 

⾞椅⼦ユーザーに必要な⽀えがあり、（⾃⾛する場合）こぐため
に肩を⾃由に動かせる。 

 

□ 

駆動輪位置（⼿こぎ⽤）： 
⾞椅⼦ユーザーが腕を垂らすと駆動輪の⾞軸がその線上にある。 

⾞椅⼦ユーザーが⼿をハンドリムへ置くとひじが直⾓になる。 

 

□ 

ブレーキ：ブレーキは効くか？ □ 
座⾯⾼（⾜こぎ⽤）： 

⾞椅⼦ユーザーがまっすぐに座ると、⾞椅⼦ユーザーの背中を背
もたれが快適に⽀え、両⾜を床⾯にべったり置ける。 

 

□ 
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 姿勢の確認 

⾞椅⼦ユーザーは、⼼地よくまっすぐに座れているか？ □ 
姿勢を横から確認。 □ 
姿勢を正⾯から確認。 □ 

 圧⼒の確認 

褥瘡発⽣の危険があるすべての⾞椅⼦ユーザーに対して、座⾻下の圧⼒を検査せよ 
A 

 

始める前に、⾞椅⼦ユーザーへ検査について説明する。 

B 

 

⾞椅⼦ユーザーに、プッシュアップするか前にかがんで
もらう。 

⾃分の指先を（掌を上に）、ユーザーの⽚⽅の座⾻の下に
置く。 

C 

 

⾞椅⼦ユーザーに⾃分の指の上へ腰を下ろしてもらう。 

ユーザーがまっすぐに座り、⼿を⼤腿の上に置いている
のを確認。 

D 圧⼒を判定： 
レベル１＝安全：指先を上下に 5 mm以上くねらせられる。 

レベル２＝注意：指先はくねらせられないが、容易に引き抜ける。 

レベル３＝危険：指先が固く締めつけられる。指を引き抜くのが困難。 

E 反対側の座⾻でくり返す。 
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 ⾞椅⼦が動いている状態でのフィッティングの確認 

背もたれは、⾞椅⼦ユーザーが、肩を⾃由に動かしてこげるようになっているか？ □ 
背もたれは、⾞椅⼦ユーザーをじゅうぶんに⽀えているか？ □ 
⾞椅⼦ユーザーの⾜は、⾜台に据わっているか？ □ 
駆動輪は、⾞椅⼦ユーザーにとって適切な位置にあるか？ □ 

 やるべきこと？ 

さらにやるべきことがあるか？⾞椅⼦ユーザーのファイルにやるべきことはすべて記⼊。 □ 

留意事項：フィッティングの次のステップは、ユーザー指導。 

付録 8: ⾞椅⼦ユーザー教習確認表 

 教えるべき技能 教えた技能 

⾞椅⼦の取り扱い 
⾞椅⼦の折りたたみ⽅ □ □ 
⾞椅⼦の持ち上げ⽅ □ □ 
クイックリリース⾞輪の扱い⽅ □ □ 
ブレーキの使い⽅ □ □ 
正しい置き⽅など、クッションの扱い⽅ □ □ 
移乗 
⾃⼒での移乗 □ □ 
介助による移乗 □ □ 
その他 □ □ 
⾞椅⼦による移動 
正しいこぎ⽅ □ □ 
斜⾯の登り下り □ □ 
階段の昇り降り □ □ 
荒れ地 □ □ 
⼀時ウィリー □ □ 
褥瘡予防 
褥瘡の検査 □ □ 
除圧動作 □ □ 
よい⾷事をし、たくさん⽔を飲む □ □ 
褥瘡ができたらどうするか □ □ 
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家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ 
⾞椅⼦の掃除：クッションとクッションカバーを洗って乾かす □ □ 
可動部への注油 □ □ 
タイヤの空気⼊れ □ □ 
ボルトとナットを締める □ □ 
スポークを張る □ □ 
張り布を調べる □ □ 
サビを調べる □ □ 
クッションを調べる □ □ 
問題が起きたらどうするか 
⾞椅⼦に修理が必要になったら □ □ 
⾞椅⼦がフィットしない、あるいは快適でない場合 □ □ 

 

付録 9: ⾞椅⼦フォローアップフォーム 

このフォームは、フォローアップ訪問から得た情報を記録するためのものである。 
 

 ⾞椅⼦ユーザーの情報 

名前：                     番号：                   
フィッティング⽇：               フォローアップ⽇：             
フォローアップ実施者：                                  
フォローアップ実施場所： ⾞椅⼦ユーザーの家□  ⾞椅⼦サービスセンター□ 

その他□：                           

 インタビュー       さらにやるべきことを記録 

⾞椅⼦を、思う存分使えていますか？ はい□ いいえ□  
「いいえ」の場合：なぜですか？ 
⾞椅⼦を使ううえで、何か問題はありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：それは何ですか？ 
⾞椅⼦を使ううえで、何か疑問はありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：どんな疑問ですか？さらに教習が必要ですか？ 
褥瘡がありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：詳細（部位および程度） 

⾞椅⼦への満⾜度を５段階で評価してください 評価：  
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（１＝満⾜していない、５＝⾮常に満⾜） 

コメント： 

 ⾞椅⼦およびクッションの確認 

⾞椅⼦は正常に働き、安全に使えていますか？ はい□ いいえ□  
クッションは正常に働き、安全に使えていますか？ はい□ いいえ□ 
どちらか「いいえ」の場合、何が問題なのでしょうか？ 

 フィッティングの確認 

⾞椅⼦は、うまくフィットしていますか？ はい□ いいえ□  
「いいえ」の場合：何が問題なのでしょうか？ 

圧⼒検査の評価（１＝安全、２＝注意、３＝危険） 
（褥瘡発⽣の危険があるユーザーについて） 

左：   
右：   

静⽌している時・動いている時・⼀⽇じゅう、ユーザ
ーは⼼地よくまっすぐに座っていますか？ 

はい□ いいえ□  

「いいえ」の場合：何が問題なのでしょうか？ 
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付録 10: 教習員⽤観察確認表 

このフォームは、各実習で観察に当たる教習員を補助するためにデザインされている。 
 
 
教習員⽤観察確認表：実習 1：事前評価および処⽅（選択） 

教習員名：                            実習⽇：                             

授業時間をモニター： フィードバックすべき優れた実践の例： フィードバックすべき改善を要する実践の例： 

 分 ✔   

事前評価 45 □ 

処⽅（選択） 30 □ 

フィードバック 10 □ 
グループがやってみせる技能を確認せよ。グループへのフィードバックがあれば記⼊せよ。 

グループ： 1 2 3 

受講者名：    

⾞椅⼦ユーザー名：    

 ✔ コメント ✔ コメント ✔ コメント 
全般的な観察項⽬： 

ユーザーと家族に対する、優れたコミュニケーション技能 □  □  □  

ユーザーの、各作業段階および決定への積極的な参画 □ □ □ 

実習を時間通りに終了する □ □ □ 
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事前評価： 

主要な該当する情報を、インタビューを通じて集める □  □  □  

ユーザーの評価ベッドへの移乗を監視し安全にする □ □ □ 

褥瘡の有無・危険・既往歴を⾒極める □ □ □ 

こぎ⽅を正しく特定する □  □  □  

⾝体計測を精確に⾏なう □ □ □ 

⾞椅⼦事前評価フォームを精確に完成する □ □ □ 

処⽅（選択）： 

最適な種類とサイズの⾞椅⼦とクッションを選択する □  □  □  

細かい改造/問題解決の必要を⾒極める □ □ □ 

⾞椅⼦処⽅（選択）フォームを精確に完成する □ □ □ 
 

教習員⽤観察確認表：実習 2: フィッティングおよびユーザー教習 

教習員名：                            実習⽇：                             

授業時間をモニター： フィードバックすべき優れた実践の例： フィードバックすべき改善を要する実践の例： 

 分 ✔   

フィッティング 45 □ 

ユーザー教習 50 □ 

フィードバック 20 □ 

予備：ユーザーのフィードバック 30 □ 
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グループがやってみせる技能を確認せよ。グループへのフィードバックがあれば記⼊せよ。 

グループ： 1 2 3 

受講者名：    

⾞椅⼦ユーザー名：    

 ✔ コメント ✔ コメント ✔ コメント 
全般的な観察項⽬： 

ユーザーと家族に対する、優れたコミュニケーション技能 □  □  □  

ユーザーの、各作業段階および決定への積極的な参画 □ □ □ 

実習を時間通りに終了する □ □ □ 

フィッティング： 
フィッティングの各作業段階をフィッティング確認表に従
い、安全（例：安全な移乗）かつ精確に完了する □ 

 
□ 

 
□ 

 

適合に関するあらゆる問題を正確に⾒極め、対処する □ □ □ 

グループで、⾞椅⼦を問題解決・調整し、正しい適合に到
達する □ □ □ 

ユーザー教習： 
グループで、ユーザーと家族へ教えるべき最適な技能を、
教習確認表を⼿引きに⽤いて選択する □ 

 
□ 

 
□ 

 

技能を教える際、よい教え⽅（例：説明・実演・練習）を
やってみせる。 □ □ □ 

教習を安全に（例：移動技能で助⼿が⾞椅⼦の背後に⽴つ、
移乗を安全に教える）実施する □ □ □ 
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教習員⽤観察確認表：実習 3: フォローアップ 

教習員名：                            実習⽇：                             

授業時間をモニター： フィードバックすべき優れた実践の例： フィードバックすべき改善を要する実践の例： 

 分 ✔   

フォローアップ 60 □ 

フィードバック 20 □ 
 
 

グループがやってみせる技能を確認せよ。グループへのフィードバックがあれば記⼊せよ。 

グループ： 1 2 3 

受講者名：    

⾞椅⼦ユーザー名：    

 ✔ コメント ✔ コメント ✔ コメント 
全般的な観察項⽬： 

ユーザーと家族に対する、優れたコミュニケーション技能 □  □  □  

ユーザーの、各作業段階および決定への積極的な参画 □ □ □ 

実習を時間通りに終了する □ □ □ 
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フォローアップ： 

グループで⾞椅⼦の状態を、⾝体感覚で確かめる □  □  □  

⾞椅⼦がユーザーへフィットしているか、⾝体感覚で確か
める □ □ □ 

フォローアップでやるべき適切なことを⾒極め、記録する □ □ □ 

授業の間に実施できる、フォローアップでやるべきことを
実⾏する □ □ □ 

 

教習員⽤観察確認表：実習 4: 事前評価・処⽅（選択）・製品（⾞椅⼦）の下準備・フィッティング・ユーザー教習 

教習員名：                            実習⽇：                             

授業時間をモニター： フィードバックすべき優れた実践の例： フィードバックすべき改善を要する実践の
例： 

 分(1) ✔   

事前評価 30 □ 

処⽅（選択） 20 □ 

製品（⾞椅⼦）の下準備 60 □ 

フィッティング 30 □ 

ユーザー教習 45 □ 

フィードバック 30 □ 
 

 
1  [原注] 問題解決、および教習員による各作業段階の確認のため、時間を 20 分追加してよい。 
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グループがやってみせる技能を確認せよ。グループへのフィードバックがあれば記⼊せよ。 

グループ： 1 2 3 

受講者名：    

⾞椅⼦ユーザー名：    

 ✔ コメント ✔ コメント ✔ コメント 
全般的な観察項⽬： 

ユーザーと家族に対する、優れたコミュニケーション技能 □  □  □  

ユーザーの、各作業段階および決定への積極的な参画 □ □ □ 

実習を時間通りに終了する □ □ □ 

事前評価： 

主要な該当する情報を、インタビューを通じて集める □  □  □  

ユーザーの評価ベッドへの移乗を監視し安全にする □ □ □ 

褥瘡の有無・危険・既往歴を⾒極める □ □ □ 

こぎ⽅を正しく特定する □ □ □ 

⾝体計測を精確に⾏なう □ □ □ 

⾞椅⼦事前評価フォームを精確に完成する □ □ □ 

処⽅（選択）：  

最適な種類とサイズの⾞椅⼦とクッションを選択する □  □  □  

細かい改造/問題解決の必要を⾒極める □ □ □ 

⾞椅⼦処⽅（選択）フォームを精確に完成する □ □ □ 
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製品（⾞椅⼦）の下準備： 

⾞椅⼦の設定が、処⽅（選択）へ正確に合致する □  □  □  

⾞椅⼦の安全・準備完了確認表を精確に完成する □ □ □ 

フィッティング： 
フィッティングの各作業段階をフィッティング確認表に従
い、安全（例：安全な移乗）かつ精確に完了する □ 

 
□ 

 
□ 

 

適合に関するあらゆる問題を正確に⾒極め、対処する □ □ □ 

グループで、⾞椅⼦を問題解決・調整し、正しい適合に到
達する □ □ □ 

ユーザー教習： 
グループで、ユーザーと家族へ教えるべき最適な技能を、
教習確認表を⼿引きに⽤いて選択する □ 

 
□ 

 
□ 

 

技能を教える際、よい教え⽅（例：説明・デモ・練習）を
やってみせる。 □ □ □ 

教習を安全に（例：移動技能で助⼿が⾞椅⼦の背後に⽴つ、
移乗を安全に教える）実施する □ □ □ 
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